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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　　　　李リー薫シン月ユエ







　……また、彼を傷つけてしまったかもしれない。

　ベッドに座った私は、窓の向こうの月を見上げながら、深いため息をつく。

　……私は、どうしてこんなに冷たい人間なんだろう？

　きっかけは、いつものようにささいな喧けん嘩かだった。あまりにも警けい戒かい心のない彼と、人前で恋こい人びとのように振ふる舞まわれることを神経質に怖おそれる私。私は彼にひどい言葉を吐はいてリムジンに乗り込み、彼は呆ぼう然ぜんとした顔をして私を見送った。まるで捨てられた犬のように悲しげなその顔が何度も脳のう裏りをよぎって、私は一いつ睡すいもできない。

　……もしもこのまま彼に嫌きらわれたとしたら、私はどうなってしまうのだろう？

　思っただけで、心が壊こわれてしまいそうに痛む。

　……ああ、私は本当に、あの男にやられてしまっている……。

　私の名前は李薫月、二十五歳。台湾を牛ぎゆう耳じる中国マフィア、李リー幇パンの首領の孫。現在は李幇の法律顧こ問もんと幹部を兼けん任にんする、次期首領候補だ。

　そして私の恋人はアメリカ留学時代の後こう輩はいである馮フエン景ジン悟ウ。中国人の父親と日本人の母親を持つハーフで、日本名は喜き多た川がわ景けい悟ごという。北京系組織、馮フエン幇パンの首領の次男で、現在は私と同じように馮幇の法律顧問、兼、幹部になっている。

　彼と出会ったのは四年前。ニューヨークでのことだ。コロンビア法科大学院の学生だった私は、同じ敷しき地ち内にあるコロンビア大学の法科に通う景悟とひょんなことから知り合った。彼は私になつき、告白し……さまざまなことがあったが、二人はこうして結ばれている。

　敵対する組織だった李幇と馮幇は、裏切り者に誘ゆう拐かいされた私を景悟が助けたことから、友好条約を結んだ。だが、首領同士はともかく幹部や構成員達の中には長年続いた敵対組織と手を組むことに反対する人間も多く、友好条約は今のところ一時的なものだろう。二つの組織の結束を固めなくては、私と景悟はまるでロミオとジュリエットのように引き離はなされっぱなしになってしまう。

　……もちろん私は、自分がジュリエットのようにか弱いとは絶対に思わない。私は男で、中国国内でも大きな権力を持つ李幇の次期首領候補だ。『氷の女王』と呼ばれるほどに冷静で冷れい酷こくなはずだ。なのに……。

　私の手は勝手に携けい帯たい電でん話わを開き、指は勝手に彼の短縮ナンバーを押そうとしている。

　……何を迷っている？　私は悪くない。映画館で手を握にぎってきたあの男が悪い。

　私は勢いよく携帯電話を閉じ……深いため息をつく。

　……映画館の暗がりで私たちを見ている人間などいないことは解わかっている。しかし私たちの周囲を警護の人間が取り囲んで座っていた。彼らに見られたとしたら……。

　私は景悟のことが心から大切だ。彼の恋人でいるためならどんなことでもする。だからそれを危険にさらすような行こう為いは慎つつしませたい。

　別れ際ぎわ、私は彼に、しばらく会わない、という意味の捨てぜりふを吐いてしまった。彼は呆然とそれを聞き、うなずきはしなかったが、拒きよ絶ぜつもしなかった。

　……しばらく彼に会えないことが、こんなにつらいなんて。

　私は携帯電話をサイドテーブルに置き、自分の身体からだを抱だき締しめる。

　……どうしよう？　なぜか涙なみだが出そうだ。

　私は物心ついた頃ころからマフィアの次期首領としての教育を受けてきた。人の上に立つ人間はこのうえなく優ゆう秀しゆうで、冷れい徹てつでなくてはならないと教わってきた。私は子供の頃から誰だれより優秀で、そして一度も泣いたことなどなかった。

　……なのに……景悟に会ってから私はおかしくなってしまっている。

　常に冷静だったはずの私が、彼とのことでは悩なやみ、怒おこり、落ち込み、そして涙を流す。

　……こんな弱くてはいけない。それは解っているんだ。でも……。

　景悟のことを想おもうと、胸がきつく締め付けられる。

「……会いたい……」

　私の唇くちびるから、かすれた呟つぶやきが漏もれた。

　本当なら映画を観みた後で食事をして、ホテルに泊とまるはずだった。警護の人間がいる手前、部屋は二つ予約してあったが、泊まるのはどちらか片方の部屋。朝まで抱かれるはずだった。

　……なのに……。

　彼の逞たくましい腕うで、熱い体温、そして優やさしい微笑ほほえみを思い出すだけで、会いたくておかしくなりそうだ。

「……景悟……」

　私が呟いた時、どこかから、コツン、という小さな音が響ひびいた。聞き違ちがいか、と思って耳を澄すませると、さらにもう一度。それは、隣となりの部屋、私専用のリビングの方から聞こえてくる。ガラスに小石が当たる時のような……？

　気がついたら私はベッドを飛び降りていた。ベッドルームを横切って専用リビングに出、早足でリビングを突つっ切ってベランダへのフランス窓を開く。

　……気のせいかも知れない。彼を待つあまりの幻げん聴ちようかも。だが……。

　裸足はだしのまま石張りのベランダを歩き、手すりに手をかける。そしてゆっくりと深呼吸をしてから覚かく悟ごを決めて下を見下ろす。

「こんばんは」

　芝しば生ふの上に立っていた人ひと影かげを見て、私は座り込みそうになる。そこには、別れた時と同じ姿の景悟が立っていた。安あん堵どでなぜか涙が溢あふれそうになり、私は慌あわてて拳こぶしを握りしめる。

「『おまえとはしばらく会わない』、そう言っただろう？」

　唇から必要以上に冷たい声が漏れる。

「いいえ。あなたは『ほかの人間に見られるようならもう来るな』、そう言いました」

　漆しつ黒こくの瞳ひとみに見つめられ、鼓こ動どうが速くなる。

「誰にも見られないように、こうして忍しのんできて欲しかった。そうでしょう？」

　……ああ、なんて男だ。

　私は目をそらし、思わず唇を嚙かむ。

　本当なら「しばらく会わない」と言うつもりだった。だが私の唇はそう言うことをためらってしまった。

　……もしも私が「会わない」と言えば彼は忠実にそれを守っただろう。だが……。

　私の心がズキリと痛む。

　……私ははっきりとそうは言えなかった。そして彼は私の考えをこうやって的確に読む。まるで大型犬のように無む邪じや気きに見えるが、彼はとても繊せん細さいで頭がよく、そして鋭するどい。

「今からあなたの部屋に行きます。そして抱きます。いいですね？」

　彼の言葉が、稲いな妻ずまのように私の身体を貫つらぬく。私は何も応こたえず、ゆっくりと彼に背を向ける。

　私の部屋のベランダの脇わきには、大人でもじゅうぶんに登れそうな大きな木がある。警護のメンバーからはセキュリティーのために切ってはどうかという声も上がっているが、私は、この木には幼少時の思い出がある、窓から木が見える景色も気に入っている、と反対している。

　……たしかにこの木には思い出がある。しかしそれは幼少時のものではなくて……。

　大きな枝が揺ゆれ、葉は擦ずれの音が響く。緑の香かおりがして、私の足あし下もとに何枚かの葉が落ちてくる。そして、誰かがベランダに降り立った軽い足音。

　私は緊きん張ちようのあまりどうしていいのか解らなくなり、リビングに戻もどろうと一歩踏ふみだし……。

「せっかく危険を冒おかして忍んできたのに、顔も上げてくれないなんて」

　私の身体が後ろからしっかりと抱き締められる。

「なんて酷ひどい人なんだろう？」

　低い美声が耳元で囁ささやき、お仕置きをするように私の首筋に歯が立てられる。キュッと甘嚙がみされて、甘い電流が身体に走る。

「……あ……っ」

「愛しています、薫月。おかしくなりそうなほど」

　囁きと、首筋へのキス。それだけで……私もおかしくなりそうだ。　>>>♥

　景悟の恋人になってから、私は蜜みつのように甘い生活を送っている。身体だけでなく心まで蕩とろけさせられ……このままでは自分がどうにかなってしまうのではないかと、少し怖こわい。

「『忍んできてくれて嬉うれしい、すぐにでも抱いてくれ』、そう言ってください」

　彼が囁き、身体が反転させられる。見下ろしてくる漆黒の瞳に私は不思議なほどに動どう揺ようし、思わず顔を伏ふせる。

「そんな恥はずかしい言葉、言えるわけがないだろう？」

「そうかもしれませんね。あなたは美しい氷の女王様だし」

　彼はクスリと笑い、両手で私の頰ほおを包み込む。顔をそっと上げさせ、覗のぞき込んでくる。

「それなら俺が言います。『あなたに会えて嬉しい。すぐにでも抱かせて欲しい』」

　セクシーにひそめた声で囁かれ、身体の奥で何かが燃え上がりそうだ。思わず小さく息を吞のむと、彼はさらに微笑みを深くする。

「可愛かわいいな。頰が赤いですよ」

　指先が、私の頰を愛いとおしむように撫なでる。彼の指先のさらさらとした心地ここちいい感かん触しよく、そして高価な宝石でも扱あつかうかのようなその慎しん重ちような手つきに……抵てい抗こうができない。

「あなたは発情してる。本当は今すぐ抱かれたい。……そうですね？」

　指先が唇に触ふれてくる。スッと表面を撫でられて、背中をゾクリと快感が走る。

「……ン……ッ」

「色っぽい声。唇に触れられただけで感じるんですか？」

「……ちが……」

「違ちがうんですか？　じゃあどうして……」

　彼の右手が、私の身体をゆっくりと滑すべり下りる。首筋、鎖さ骨こつ、そして乳ち首くびの上を指先がかすめ、私は思わず息を吞む。彼の手はそこで止まらずにさらに下り……いきなり私の脚あしの間をキュッと摑つかむ。

「……アッ！」

「……どうしてここを、こんなに勃ぼつ起きさせているんですか？」

　囁きながらゆっくりと揉もまれて、私の全身に怖いほどの快感が走る。

「……ア、ア……ッ！」

　私の身体を覆おおうのは、シルクのパジャマと下着。薄うすい布地越ごしに、彼の手のひらの熱をダイレクトに感じる。親指で先せん端たんを擦こすり上げられて、屹きつ立りつがビクッと震ふるえてさらに硬かたさを増す。

「……や、め……っ」

「屹立が、活いきのいい魚みたいにビクビク跳はねています。そんなに気持ちいい？」

　囁いて、私の側面を繰くり返し擦り上げてくる。上等のシルク越しの愛あい撫ぶはまるでローションでも使われているかのように滑なめらかで、とても淫みだらだ。

「……う、くう……っ！」

　脊せき髄ずいに怖いほどの電流が走り、気を抜ぬいたら一気にイカされそうだ。私は必死でかぶりを振ふり、彼の身体を押しのけようと両手をその逞しい胸につく。

「……やめ……っ」

「やめません。あなたが自分から『抱いて』と言うまで愛撫を続けますよ」

　従順な大型犬のような彼が、私を抱く時だけはこうやってゆっくりと豹ひよう変へんする。表情も言葉もいつものとおり丁てい寧ねいだけれど、獰どう猛もうな中国マフィア、馮家の血を引く人間であることを証明するように、その愛撫は容よう赦しやない。真っ直すぐに見つめてくる美しい漆黒のその瞳は、肉にく食しよく獣じゆうのそれのように純じゆん粋すいな欲望をたたえている。

「……あ、あ、あ……っ」

　彼の手のひらが、今度は屹立の張り出した部分を包み込んでくる。衣きぬ擦ずれの音を響かせながらまるで円を描えがくような動きで速く愛撫され、目が眩くらみそうな快感が湧わき上がってくる。

「……んん、ん……っ」

　ひんやりとした夜気の中に響くのは、シルクが擦られるシュッ、シュッ、という衣擦れの音。そしてどうしても止められない、恥ずかしいほど甘い私の喘あえぎ。

「先の部分が、本当に敏びん感かんなんだな。じゃあ、ここは？」

　彼の親指が、私の先端のスリットを強く擦り上げる。微かすかな痛みと、それを凌りよう駕がする激しい快感が入り交じり、さらに頭が真っ白になる。

「……ダメだ、そこは……っ」

　身体を引こうとするが、彼の左手に腰こしを強く引き寄せられて逃にげることができない。

「どうして？……ああ、ここをいじられると、あなたはすぐに濡ぬれちゃうんですよね」

　二人の身体の間にある彼の手が、責めるように屹立の先端を往復する。身体の奥から蕩けそうな熱い物が溢れだしてきて、呼吸が苦しくなる。

「ほら、パジャマの布地から、もうしみ出してきた」

　彼の指が先端をヌルッと滑ぬめり、私は自分がどんなに濡れてしまっているかを知る。

「……ダメだ、もう……」

「まだ抵抗するんですか？　ああ……なんて憎にくらしい人なんだろう？」

　彼がセクシーにかすれた声で囁いて、私の耳たぶをキュッと嚙んでくる。

「……ああっ！」

　私は必死で彼の逞たくましい身体からだにすがりつく。屹立が彼の手の中でビクッと震え、さらに蜜を漏もらしたのが解わかる。

「見とれるほどに綺き麗れいな顔と、氷みたいにクールな性格。なのに本当はこんなに感じやすくて……しかも、少し痛いくらいの方が嬉しいんですよね？」

「……違う……」

「違う？　そうでしょうか？」

　屹立を愛撫していた彼の手が、いきなりパジャマの上着の裾すそをまくり上げる。腰のゴム部分から、彼の手が下着の中に滑り込んでくる。そして直じかに屹立を手のひらで包み込む。

「……やめ……んんっ！」

　あたたかなその体温と、彼の手のひらの感触。私は唇くちびるを嚙み、必死で射精感を抑おさえる。

「反り返って震えていますよ。なのにまだ抵抗するんですか？」

　お仕置きをするように、彼の指先が張りつめた先端を強く扱しごく。

「素す直なおになったら、とても可愛いのに。『イカせて』と言ってください」

「……言えるか……っ」

「強ごう情じような人だ。そこがまた可愛いけれど」

　彼が囁いて、お仕置きをするように強く、先端のスリットの部分を扱き上げてくる。

「……う……っ」

　獰猛なその動きに身体が勝手に反応し、先端から恥ずかしいほどたくさんの先走りの蜜が、ドクリと漏れた。

「……くぅ……っ」

　彼の手のひらを濡らしてしまった感覚が恥ずかしくて、私は思わず息を吞む。

「すごい。どんどん溢あふれてくる。ほら、根元までヌルヌルですよ」

　彼が囁いて、それを証明するように手のひらを側面に往復させる。クチュクチュ、という濡れた音が響ひびき、私はさらに頰を熱くする。

「……あっ……あ……っ」

　彼の手が、ふいに屹立を解放する。そして腰を支えていた方の手が、下着の中に忍しのび込んでくる。彼の両手は私の肌はだの上を滑り、身体の後ろ側に回る。そして私の双そう丘きゆうを、それぞれの手のひらでぴったりと包み込んでくる。

「あなたの肌は磁器みたいに滑なめらかで、とても柔やわらかい。触れるだけで発情します」

　感触を確かめるように軽く揉まれ、押し広げられ、それだけで私は泣きそうになる。

「……あ……やめ……」

「すべての中国マフィアに畏おそれられている氷の女王様のあなたが、こんな身体をしてるなんて……誰だれも知らないんですよね」

　彼のヌルヌルになった指先が、広げた双丘の谷間に忍び込んでくる。まるで何かを探すように軽い感触で往復する。

「……ん、んん……」

「全部、俺だけのものだ。唇も、胸も、感じやすい屹立も……それから可愛いここも」

　囁きながら蕾つぼみに指を押し当てられて、全身に痺しびれが走る。

「……あ……っ」

「愛してる。あなたと恋こい人びとになれて、毎日が奇き跡せきみたいだ」

　セクシーなかすれ声が耳に吹ふき込まれ、私は陶とう然ぜんと聞き惚ほれる。

　普ふ段だんの彼は、まるでオペラ歌手のようなよく響く美声をしている。彼が一声発するだけで強面こわもての中国マフィアたちが静まり返るような、カリスマ性を感じさせる凜り々りしい声だ。なのに私を抱だく時、彼はこんなふうに低くかすれた声を出す。どうしようもなく発情してしまっていることを示すこのかすれ声は、いつも私の身体の奥の原初的な欲望をかき立ててくる。

「愛してるんだ、薫月」

　甘い吐と息いきに耳たぶをくすぐられ、欲望に気が遠くなりそうだ。

　……ああ、どうしよう……。

　彼のシャツの布地を摑み、その逞しい胸に額を押しつけながら、私は思う。

　……私はこの男に、こんなに発情している……。

　彼に抱かれるようになってから、私の身体は彼に与あたえられる怖こわいほどの快感をしっかりと覚え込んだ。心ではいけないと思いながらも、彼の逞しい腕うでに抱かれ、熱い体温を感じ、その芳かんばしい香かおりに包まれるだけで……トロトロに蕩とろけそうになる。

「ここ、もう柔らかくなってきましたよ」

　彼の手が私の双丘を焦じらすように揉み、その指先が、私の蕾の入り口をくすぐるように愛撫している。

「……う、く……っ」

「このまま挿いれます。力を抜いていて」

　彼の濡れた指先が、ヌルッと蕾に忍び込んでくる。軽く指先を押し入れられただけなのに、私の蕾はキュウッと甘く反応する。

「あぁっ」

「ほんの軽く挿れただけで、締しめ上げてくる。そんなに欲しい？」

　彼が囁ささやいて、挿そう入にゆうした指をゆっくりと動かし始める。

「……あ……あ……っ」

　根元まで深く差し入れ、抜けるギリギリまで引かれる。その動きは繰り返され、だんだん速くなる。まるで性交の時のようなその動きに、腰が抜けそうな快感が湧き上がる。

「あなたのここに、俺を挿れたい」

　指で私を犯おかしながら、彼がかすれた声で囁く。その言葉が、まるで甘い毒薬のように私の身体を痺れさせる。

「……んんっ！」

「もっともっと、気持ちよくさせたい」

　私の弱点を探すように、彼の指先が内ない壁へきを探さぐる。

「どこが感じるか、ちゃんと教えてください」

　彼の指先が内壁を擦り上げ、そしてある一点をかすめる。

「アアッ！」

　その瞬しゆん間かん、全身に激しい電流が走り、私は激しく喘いで背中を反り返らせる。

「……く、ああ……っ」

「ここ？」

　彼が意地悪く囁いて、私の内壁にある弱点に指先を往復させる。

「コリコリしてる。ここが感じるんですね？」

「……や、やめ……ああ、ああ……っ！」

　私の屹きつ立りつが快感に反り返り、パジャマの下で、ビクビク！　と震ふるえる。

「すごい。前も、ものすごく反応してる」

　双丘を揉もんでいた彼の左手が動き、私のパジャマと下着を引き下ろす。硬かたくなった屹立が、プルン、と震えて空気の中に解放される。

「すごい。反り返ってますよ。欲しがって、蜜みつをトロトロ垂らしてる」

　チチ、という微かな音がして、彼が自分のスラックスのファスナーを下ろしたのが解る。

「……あっ！」

　私の反り返った屹立に、同じように熱く、そして硬い何かが触ふれてくる。

「俺もこんなです。ほら」

　熱さをたしかめるように側面をゴリッと押しつけられて、私は声も出せずに喘ぐ。

「あなたのことばかり言えないな。あなたを見ていたらめちゃくちゃ欲情して……俺も先走りがこんなに出ちゃってます」

　彼の先せん端たんが、私の先端に押しつけられる。

「……ひ、う……っ！」

　今にも弾はじけそうなほどに硬く張りつめた二人の屹立が、ヌルッ、と擦すれ合う感かん触しよく。思わず見下ろした私の目に飛び込んできたのは、反り返る二人の屹立。快感をこらえるように震える私の屹立と、その容姿に似合った美しい形をした、とても逞しい彼の欲望。

　張りつめた先端が、まるでキスをするように何度も触れ合い、離はなれていく。二人がたっぷりと漏らした蜜がトロトロに混じり合い、銀色の糸を引く。

「……く……う……っ」

　あまりにも淫みだらな光景に、私は唇を嚙かんで必死で射精感を抑えなくてはいけなかった。

「これをあなたの蕾に突つっ込んで、めちゃくちゃ犯したい」

　彼が責めるように腰こしを動かすと、交差した二本の屹立が淫らな音を立てて擦れ合う。ヌルヌルとしたその感触に、腰の辺りからジンと痺れが広がってくる。

　……ダメだ……今すぐにでもイキそうだ。

「……く……動かすな……」

「そんなことできるわけがない。……俺っておかしいかな？　あなたを心から愛してるのは本当なのに、たまにめちゃくちゃに苛いじめたくなるんです」

　欲望が擦れ合う硬い感触に、一つになる時の感覚を思い出す。彼はいつも襞ひだをいっぱいまで押し広げながら私の中に入り、いたわるようにゆっくりと動き始め、最後にはまるで責せめ苛さいなむように激しく抽ちゆう挿そうし……。

「……くう……っ」

　思い出すだけで、浅ましく喉のどが鳴ってしまう。

「すごい。また溢れてきた。男の猛たけったこれを擦なすり付けられて、気持ちがいいの？」

　彼の手が二人の屹立をまとめて摑つかんでゆっくりと扱き上げる。後ろに忍び込んでいた指が、存在を主張するようにゆるゆると揺ゆらされて……。

「……く、うう……っ！」

　前と後ろを同時に愛あい撫ぶされる激しい快感に、私の背中が反り返る。

「……アア……ッ」

「蕾がキュウキュウ反応していますよ。男のこれがこんなに好きだなんて、本当にいやらしい人だ。でも……」

　彼が顔を下ろし、上向いた私の唇くちびるにそっとキスをする。

「……感じてるあなたは、めちゃくちゃ色っぽい」

　囁いてから、またキスをしてくる。そのまま二人の唇が深く重なる。

「……ん、んん……っ！」

　力の抜ぬけた上下の歯列の間から、彼の熱い舌が滑すべり込んでくる。まるで犯すように深く差し入れられ、愛撫するように舌を舐なめ上げられる。

「……ン……ク……ッ！」

　彼の指を受け入れた蕾が、たまらなげに収縮するのが解わかる。

「……ンン……ッ！」

　口こう腔こうを舌で犯されながら、逞たくましい屹立をヌルヌルと擦り付けられる。同時に蕾まで指で犯されて、内壁がヒクヒクと痙けい攣れんしてしまう。脳までも蕩けそうな甘い快感が、身体からだの中で際限なく膨ふくれ上がってくる。

　……ああ、どうしよう……？

　私は息も絶え絶えになりながら思う。

　……もう、我が慢まんできない……！

「ンンーッ！」

　私の先端から、ビュクッ！　と勢いよく欲望の蜜が[image: 迸]ほとばしる。全身に痺れが走り、蕾が彼の指をきつく締め上げる。

「……ん、くう……っ」

「後ろに挿れた指が食いちぎられそうだ。そんなに気持ちがいい？」

　蕾つぼみの抵てい抗こうを物ともせずにクチュクチュッと音を立てて指を動かされ、奥にある敏びん感かんな部分を容よう赦しやなく擦こすり上げられる。

「……ダメだ……動かしたら、また……ああっ」

　放ったばかりの屹立がビクンと震え、先端からまたドクリと蜜が溢あふれる。力が抜け、崩くずれ落ちそうになった私の身体を、彼の腕がしっかりと抱き留とめた。

「我慢できない。全部脱ぬがせて、押し倒たおして、思い切り奥まで貫つらぬきたい。いいですか？」

　彼の声がセクシーにかすれていることに気づき、身体がまた熱くなる。

　彼の指を締め付けている蕾が、もっと欲しい、というように痙攣してしまう。

「……私も我慢できない……」

　私は彼の胸に顔を押しつけて、蚊かの鳴くような声で答える。

「……奥まで貫いて、うんとひどくして欲し……あぁ……っ」

　彼の指が後こう孔こうから引き抜かれ、喪そう失しつ感かんに私は声を上げる。

「そんな寂さびしそうな声を出さないで、すぐに埋うめてあげるから」

　彼が囁き、私の身体をその逞しい腕で抱き上げる。

「そして、奥まで貫いて、うんとひどくしてあげる」

　……ああ、男の声でこんなに発情するなんて、私は本当にどうかしている……。
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「……あ、あ、あ……っ」

　声を殺した彼の喘あえぎが高くなる。俺の口の中で彼の屹立が震え、そしてビュクッと激しく蜜を振ふり零こぼす。甘える仔こ犬のような声で喘ぎ、その内壁で俺の指を締め付けてくる。

「……く、ううん……っ」

　俺は彼のパジャマと下着を剝はぎ取り、そのしなやかな身体をシーツの上に押し倒した。そして自分もすべての衣類を床ゆかに脱ぎ捨てた。本当ならすぐにでも貫きたかったけれど、押し倒しただけで純情な彼は緊きん張ちようして身体をこわばらせた。このまま貫いたら、きっと彼を傷つけてしまう……そう思った俺は、全身全ぜん霊れいで欲望を抑おさえ込みながら、口と指を使ってまた彼を愛撫している。

　俺は彼の甘い蜜を飲み干し、残りをチュクッと吸い上げてやる。彼はまた身体を震わせ、そしてゆっくりとシーツの上で弛し緩かんする。俺は身を起こし、彼の裸はだかの身体を見下ろす。

　彼の肌はだは真しん珠じゆのように白く艶つややかで、その身体は芸術品のように完かん璧ぺきに美しい。

　ごつさはみじんもないけれど、女性のものとはまた違ちがう凜り々りしく張った肩かた。繊せん細さいな形をした鎖さ骨こつ。シーツを摑むのは、桜貝のような爪つめを持つ細い指。

　平らな胸には、ツンと尖とがった小さな乳ち首くび。いつもは薄うすいピンク色をしたそれが、今はその欲情を表すようにバラ色に染まっている。

　ほっそりとしたウエスト、華きや奢しやな腰こし骨ぼね、すらりと長い脚あし。そして彼の下腹には、美しい形で勃たち上がる、彼の欲望。さっき放った欲望の蜜が、彼の肌に白く模様を描えがいている。俺の唾だ液えきでたっぷりと濡ぬれて光る屹立が、本当に淫らだ。

　そして……彼のその両方の乳首の間には、煌きらめくシルバーのチェーンと、指輪がある。

　それは学生時代を共に過ごしたニューヨークで、俺が彼にプレゼントしたもの。露ろ店てんで買った安物だけど、俺にとっては愛の証あかしであり思い出の品。クールな彼も同じように思ってくれているかどうかは、未いまだに自信が持てない。でも……。

「きちんと毎日つけてくれているんですね」

　俺は指輪を摘つまみ上げ、その側面でバラ色に染まった彼の乳首をそっとつつく。

「……んっ、んっ……！」

　滑なめらかな面で先端を擦り上げてやると、とても感じやすい彼の乳首がまた硬く尖ってくる。

　禁欲的なその内面に反して、彼の肉体は可か哀わい相そうなほどに感じやすい。そしてイカせればイカせるほど、まるで大輪の牡ぼ丹たんの花が開くように淫らに乱れてしまう。

「……ダメ……ああ……っ」

　指輪の側面でそっとくすぐると、とても感じてしまっているのか、小さく息を吞のんでシーツをさらに強く摑む。

「指輪を毎日身に着けてくれてる。これは毎日俺のことを思ってくれている証明ですよね？」

「……べ、別に意味などない……」

　彼は憎にくらしい声で言って、横を向く。

「……デザインが気に入っている。それで着けているだけで……」

「そんなに甘い声で、そんなに意地悪なことを言う。本当に憎らしいんだから。でも……それでもいい。嬉うれしいです」

　俺の首にも、彼の物と同じチェーンが下がっている。俺は自分の首に手を回してチェーンを外し、指輪を取る。そしてその指輪を、彼の手に握にぎらせる。

「俺の指にはめてくれますか？」

　彼は恥はずかしそうな顔で少し迷い、それから差し出した俺の左手の薬指にそっと指輪をはめてくれる。

「ありがとう。じゃあ、あなたも」

　俺は言いながら彼の首の後ろと枕まくらの間に手を入れ、チェーンの金具を外す。チェーンを彼の首から取り上げ、そこから指輪を抜く。

「……あ……」

　しっかりとシーツを摑んでいた彼の指を解いてやり、左手を持ち上げる。

「二人でいる時は、はめてくれるって約束しましたよね？　はめていい？」

　俺が聞くと、彼の唇が震ふるえる。きっと冷たい言葉を言おうとしたのだろうけど、唇はそのまま閉じられ……彼は何も言わずに恥ずかしげにそっとうなずいた。

「よかった」

　俺は彼の左手の薬指にキスをして、そこに指輪をそっとはめてやる。

「愛しています、薫月」

　俺を見上げる漆しつ黒こくの瞳ひとみが、ジワリと潤うるむ。

　その光景は見とれるほどに美しく、そして俺を際限なく欲情させる。

「あなたは本当に美しい。こんな人を伴はん侶りよにできたなんて信じられない」

「……あまり見るな」

　彼は恥ずかしげに言って、さらに目を潤ませ、そっと俺から目をそらす。

「私は男だし、少しも美しくなど……あっ」

　俺はもう我慢できずに、彼のしなやかな腿ももを摑つかんで大きく押し広げる。

「どこが美しくないって言うんですか？　あなたはどこもかしこも美しくて、色っぽい。たとえば、こんなところも……」

　俺は顔を下げ、彼の双そう丘きゆうの谷間にキスをする。

「……あ、やめ……くうっ」

「あなたの肌は白くてすべすべで、蕾は淡あわいピンク。綺き麗れいで甘いお菓か子しみたいだ」

　蕾にキスをし、舌で花弁をくすぐってやると、彼の腰こしがヒクンと跳はね上がる。

「……ダメだ、そんなところ……んんーっ！」

　舌を蕾に滑り込ませ、たっぷりと唾液を注ぎ込む。彼の腿がヒクヒクと震えて、彼が感じてしまっているのが解わかる。俺は舌を引き抜き、代わりに指をそっと滑り込ませる。

「……あ、んん……っ」

　押し広げるように探さぐると、彼の腰が跳ね上がる。

「柔やわらかくなってきた。あなたの身体は本当に素す直なおだ」

　彼の内ない壁へきは蕩とろけそうに熱く、震えながら俺を締しめ付ける。屹きつ立りつを挿いれた時に与あたえられるとんでもなく甘かん美びな快感を思い出し、俺の腰骨の辺りがズキンと熱く疼うずく。

「今すぐに犯おかしたい。でも、あなたの可愛かわいいところも見ていたい」

　俺が言うと、彼は我を忘れたように喘ぎ、そしてかすれた声で言う。

「焦じらすな……おかしくなる……っ」

　俺は、彼の蕾から指をゆっくりと引き抜ぬく。蕾は名残なごり惜おしげに指に絡からみつき、チュプン、という濡れた音を立てる。

「じゃあ、どうして欲しいですか？」

　俺はベッドに起きあがり、猛たける屹立を彼の蕾に押し当てる。

「言ってください。その通りにしてあげます」

　クチュッという音を立てて俺の先せん端たんが彼の蕾に吸い込まれる。ヒクヒクと震える蕾は、まるで切なく誘さそっているようで……。

「……奥まで貫いて……っ」

　彼の唇くちびるから、甘い甘い声が漏もれた。

「……うんと、ひどくして……」

「ああ、なんて素す敵てきなんだろう？」

　俺は囁ささやき、彼の蕾にグッと屹立を押し入れる。クチュッという濡れた音がして、張り出した部分までが滑らかに吸い込まれていく。

「あなたの身体からだは、本当にすごい」

　囁くと彼は小さく喘ぐ。彼の蕾は俺を貪どん欲よくに誘い込み、震えながら締め上げてくる。

「信じられないほど、気持ちがいい」

　俺は、自分の声までがかすれてしまっていることに気づく。

　……ああ、おかしくなりそうなほど、彼が欲しい。

　欲情に任せてグッと突つき入れると、彼は泣きそうな声で喘いで背中を反り返らせる。

「痛い？」

　心配になって聞くと、彼は激しくかぶりを振る。

「……違ちがう……そうじゃなくて……」

　彼は潤んだ瞳で俺を見上げ、かすれた声で囁いてくる。

「……欲しくて欲しくて、おかしくなりそうなんだ……」

「薫月」

　俺は、自分が野や獣じゆうのように発情しているのを自覚しながら言う。

「愛してる。俺もおかしくなりそうだ」

　彼の柔らかな腿を摑んで、足を大きく開かせる。そのまま持ち上げ、膝ひざが胸につくほど深く折り曲げさせる。

「……アア……ッ！」　>>>♥

　二人の繫つながった部分が露あらわになり、彼が泣きそうな声を上げる。

「あなたのピンク色の蕾つぼみが、俺をいっぱいまで頰ほお張ばってる。なんていやらしいんだろう」

　囁きながら突き入れると、彼の蕾は痙けい攣れんし、俺を締め上げてくる。

「感じてるんですか？」

　グッ、グッ、と深く貫つらぬきながら、俺は囁く。彼は背中を反り返らせ、その内うち腿ももを細かく震わせながら、小さくうなずく。

「……感じる……おまえが、中に……アアッ！」

　抉えぐるように突き入れると、彼の唇から甘い嬌きよう声せいが漏れた。彼は泣きそうな顔になって、慌あわてて自分の口を両手で押さえる。可愛らしい仕草に、俺は思わず微笑ほほえんでしまう。

「そんな声を出したら、屋や敷しきの警護の人間達が見に来ますよ。それとも見られたい？」

「……バカ、そんなわけが……」

「あなたのこんな姿を見たら、みんな驚おどろくだろうな。いつもは凜り々りしくて、麗うるわしくて、強くて……とんでもない高たか嶺ねの花はなのあなたが……」

　激しく彼を犯しながら、俺は囁く。

「男に突っ込まれて、こんなふうに感じてるんだから」

「……言うな……んん、んん……っ」

　彼の腹につくほど反り返った屹立が、俺の速い動きに合わせて揺ゆれている。先端から溢あふれた先走りの蜜みつが、その白い肌はだの上にキラキラと振ふり零こぼされる。

　手のひらを滑すべらせ、彼の屹立を手のひらで包み込む。抽ちゆう挿そうのリズムに合わせてヌルヌルになったそれを扱しごき上げてやると、彼の蕾がヒクヒクと痙攣し、俺を強く嚙かみしめる。

「ああ、本当にすごい。中に出していいですか？」

　彼の与えてくれるとてつもなく甘美な快感に我を忘れてしまいながら、俺はかすれた声で囁く。彼は激しくかぶりを振りながら、

「……ダメだ……」

「どうして？　撃うち込むと、いつもあんなに悦よろこぶくせに」

　グッとひときわ強く突き入れると、彼はたまらなげに背中を反り返らせる。

「……中に出されると、おかしくな……んんっ！」

　彼は喘あえいで、まるで中に出された時のことを思い出すように、震えながら締め上げてくる。彼の内壁の動きは驚くほど淫みだらで、まるで先端を舌で舐なめられ、側面を手のひらで握にぎられているようだ。彼が与えてくれる怖こわいほどの快感に、俺の理性が吹ふき飛んでしまう。

「ごめん、薫月、我が慢まんできない」

　俺は両手で彼の腰を捕つかまえて強く引き寄せる。抉るようにして速い速度で貫いて……。

「……っ！」

　目の前が真っ白になり、俺の中で何かが爆ばく発はつする。俺は彼を最さい奥おうまで貫いたまま、ドクンドクン！　と思い切り精を[image: 迸]ほとばしらせる。

「……景悟……中、ダメ……っ」

　彼はせっぱ詰つまった喘ぎを漏らして身体を震えさせ、先端からさらに蜜を溢れさせた。

「……あ……熱い……」

　薫月が閉じた睫まつ毛げを震わせながら、ため息のような声で呟つぶやく。

「……中から、蕩けそう……」

　いつもクールな彼の唇から漏れた、甘い甘い声。注いだ蜜でヌルヌルになった内壁が、震えながら俺を締め上げてくる。あまりの色っぽさに思い切り放ったばかりなのに、俺の理性がまた吹き飛びそうだ。

「薫月」

　俺は彼の身体をしっかりと抱だき締めながら囁く。

「まだ足りない。もっと注ぎたい」

　突き上げてやると、薫月は我を忘れたように喘ぐ。

「……ああ……っ」

　彼の顎あごを持ち上げ、しどけなく開いてしまっている唇を奪うばう。

「……ん、んく……っ」

　キスを深くするだけで、彼の内壁はたまらなげに痙攣する。

　……ああ、薫月が、俺とのセックスにこんなに感じてくれている……。

　そう思うだけで、頭の中がまた白くなる。俺は彼の唇を解放し、その代わりにその華きや奢しやな腰こし骨ぼねを両手で支えてまた抽挿を開始し……。

「……あ……ダメ……っ」

　たっぷりと撃ち込んだ欲望の白い蜜が、俺の屹立と彼の内壁の間で激しく泡あわ立だつ。屹立をギリギリまで引き抜くと、蕾から溢れた蜜が彼の白い双丘のスリットを伝う。

「すごい。蜜がトロトロ溢れてきた。綺麗で、すごくいやらしい」

「……出す、な……」

　シーツを握りしめた彼が、かすれた声で切れ切れに囁く。俺は彼の耳に口を近づける。

「それはもう中に出すなってこと？　それとも……」

　俺は囁き、彼の中にグッと強く突き入れてやる。

「せっかく飲み込んだ蜜を、出したくない？」

　薫月が、ああ、と喘いで背中を反り返らせる。俺はたまらなくなって両手を彼の胸の上に置く。少年のように薄うすい胸を手のひらでゆっくりと揉もみ、尖とがった乳ち首くびを指先で摘つまみ上げる。

「……あ、あ……っ！」

　たっぷりと放たれた彼の蜜でヌルヌルに濡ぬれた乳首を、人差し指と親指で摑つかみ上げ、ヌルヌルと揉み込んでやる。

「……く、うう……っ」

　彼は、乳首が本当に感じやすい。今も我を忘れたように顎を上げ、無意識の仕草で腰こしを揺らしてしまっている。

「おねだりですか？　腰が揺れていますよ」

　囁くけれど、快楽の渦うずに巻き込まれてしまった彼の耳には届いていないようだ。

「……あ、あ、景悟……」

　彼は何かを激しく欲ほつするように切れ切れに喘ぎ、その蕾で俺を甘く締しめ上げる。

「出会った時、あなたはコロンビアの大学院一の秀しゆう才さいといわれ、全学生の憧あこがれの的、そして手の届かない雲の上の人だった。そのあなたが……」

　俺は彼のしなやかな腿ももを高く抱かかえ上げ、グッと強く引き寄せる。屹きつ立りつが彼の中でグリッと動いてとても深い場所まで届き、彼がたまらなげな喘ぎを漏らす。

「俺の下で、こんなふうに淫らに喘ぐなんて」

　彼の足を肩かたに載のせ、その華奢な足首にキスをする。それからきつく歯を立てて、自分の所有物である印を刻む。

「……痛……っ」

「少し痛い方がいいくせに」

「違う、私はそんな……ああ……っ！」

　腿を持ち上げるようにして彼の身体をグッと引き寄せる。さらに深く侵しん入にゆうした俺の屹立に、彼がせっぱ詰まった喘ぎを漏らす。

「……ダメ、深い……っ」

「ダメ？　こんなに蕩とろけているくせに？」

　グッ、グッ、と強く押し入れると、彼は泣きそうな喘ぎを漏もらし、俺を締め付ける。

「……や、ダメ……おかしくなる……景悟……」

「舌がもつれてますよ。可愛かわいい」

　俺は、彼の足首にキスをしながら囁ささやく。

「理性ごと、蕩けてしまったんですね。……本気で奪っていいですか？」

　キュッと甘嚙がみしてやると、彼の身体からだがヒクリと跳はね上がる。彼は長い睫毛を重そうに開き、その漆しつ黒こくの瞳ひとみで俺を見上げてくる。

「……してくれ……」

　彼の美しい唇くちびるから、信じられないくらい甘い声が漏れる。

「……めちゃくちゃにしてくれ……」

　その声が、俺の理性を一気に吹き飛ばす。俺は彼が逃にげられないように腿をしっかりと引き寄せ、そして抽挿を開始する。

「……ん、んん、んん……っ！」

　薫月の苦しげな呼吸が、天てん井じように高く響ひびく。彼は自分の指を嚙んで、喘ぎを押し殺している。使用人達は別べつ棟むねに戻もどっているはずだが……誰だれかに聞かれたら、と思っているのだろう。

「自分の指を嚙まないで」

　速い抽挿を続けながら、俺は彼の口こう腔こうから白い指先を引き抜ぬく。そうとう強く嚙んでいたらしく、白い指先には歯のあとがついている。

「……あ、あ……でも……我慢できな……」

「俺の指を嚙んでいていい。強く歯を立てても大だい丈じよう夫ぶだよ」

　囁きながら、人差し指と中指を彼の唇に当てる。

「唇を開いて」

　囁くと彼は目を閉じ、従順に口を開く。真しん珠じゆ色の歯の間から、ピンク色の舌が覗のぞいていて、なぜかとても淫らに見える。

　俺は人差し指と中指を、彼の口腔にゆっくりと押し入れる。

「……んん……」

　彼が甘い喘ぎを漏らし、俺の欲望がまた膨ふくれ上がる。俺は彼の口腔にさらに深く指を差し入れる。

「あなたの蕾つぼみは、あなたの唇みたいに淡あわいピンクなんだよ」

　囁きながら指を引き抜こうとすると、彼の唇が名残なごり惜おしげに俺の指を挟はさみ込む。

「……んっ」

「あなたの蕾を犯おかす時も、ちょうどこんなふうだ。ピンク色の蕾がいっぱいに広がって、でも抜こうとすると、ダメ、というように追いすがって締め上げる」

　俺は囁いて、彼の口腔にまた指を押し入れる。

「本当にもう。どこもかしこも色っぽいんだから」

「……ん、く……」

　指先で舌を愛あい撫ぶしてやると、彼の舌が俺の指をそっと舐め上げてくれる。

「……ん、くふ……」

　その淫みだらな感かん触しよくに、彼の蕾に包み込まれたままの屹立が、ズキン、と反応する。

「……く、ふう……」

　俺がさらに大きくなったことに気づいたのか、彼が甘い声を漏らす。

「口と蕾、両方一いつ緒しよに犯したい。いい？」

　俺が囁くと、彼は目を閉じたままそっとうなずく。

「ああ……俺を際限なく煽あおる。本当にイケナイ人だ」

　俺は囁き、そして速い抽ちゆう挿そうを開始する。指先で彼の口腔を犯し、屹立で彼の蕾を犯す。

「……ん、んん……っ！」

　二人が一つになる、クチュン、クチュン、という濡れた音が響く。彼の押し殺した喘あえぎが、だんだん高くなる。

「……く、ううん……」

　彼の背中がびくんと跳ね上がり、唇が俺の指を激しく吸い上げる。そして……。

「……ン……ンンー……ッ！」

　彼の真珠のように白い歯が、俺の指にきつく食い込む。同時に蕾も俺の屹立をきつく締め上げてきて……。

「……く、うう……」

　彼の先せん端たんから、ビュクッ、と欲望の白蜜みつが[image: 迸]った。

「……んん……っ」

　彼がさらなる快感をねだるように甘く身をよじり、その色っぽさに俺の最後の理性が吹き飛んだ。彼の口腔から指を引き抜き、身を屈かがめて、唇でその唇をふさぐ。

「……んう……うう……っ！」

　グッ、グッ、と抉えぐるように強く抽挿しながら、差し込んだ舌で彼のあたたかな口腔を犯す。

「……んん、んん……っ！」

　そして深く深く突つき入れ、彼の熱い内ない壁へきに向かって欲望の蜜を撃うち込む。

「……うう……ん……っ」

　彼は甘く呻うめいて俺の舌に舌を絡からめ、屹立の先端から最後の蜜を溢あふれさせた。

「……ん……ああ……」

　深いキスを味わってから、唇を解放する。ゆっくりと屹立を引き抜くと、彼は芯しんを失ったようにシーツの上に弛し緩かんする。肌はだを濡らす快楽の蜜が、月明かりにキラキラと煌きらめいた。

　……ああ……俺の恋こい人びとは、どこもかしこもこんなに美しい。
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「気が済んだらさっさと帰れ。もうすぐ執しつ事じの泰タイが屋や敷しきを見回る時間だ」

　俺の腕うでに抱だかれたまま、私は言う。裸はだかの肌と肌が触ふれ合っていて、とても恥はずかしい。できるだけ冷たく言ったつもりだったのに、言葉の語ご尾びが甘くかすれてしまう。

「冷たいんだな。さっきまではあんなに甘く喘いでたのに」

　彼が可笑おかしそうに言い、私の髪かみにキスをする。頰ほおがそれだけで熱くなる。

「……私は喘いでなどいない。気のせいだろう」

　精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを張ると、彼は可笑しそうに笑う。そして私をしっかりと抱き締める。

「朝までこうしていたい。抱き合ったまま眠ねむりたい」

　密着する肌、真しん摯しな囁きが、私の鼓こ動どうを速くする。

　……私だってそうしたい。でも……。

「帰れ。誰かに見つかったらどうする気だ？」

　言うと、彼は少し寂さびしげにクスリと笑う。

「わかった。帰るよ。あなたの睡すい眠みんの邪じや魔まをしてもいけないしね」

　彼は私の身体の下から慎しん重ちように腕を引き抜く。起きあがって私の顔を見下ろしてきて、

「シャワーを借りていい？　あなたの蜜でベタベタだ」

「私だけのせいにするな。おまえだって私の中に、あんなに……」

　私は言葉を切り、さっきまでのことを思い出して思わず真っ赤になる。彼が引き抜いた後、私の蕾からたっぷりと注がれた彼の蜜が溢れだしてしまい……とても恥ずかしい状態だったからだ。さらに、脱だつ力りよくした私の全身を彼が濡ぬれタオルで拭ふいてくれて、それもまたとても恥ずかしかった。

「タオルで拭いただけでは気持ちが悪いだろう？　一緒に浴びる？」

　彼に言われて、私は慌あわててかぶりを振ふる。激しすぎるセックスのせいで、腰こしにも膝ひざにもまったく力が入らない。今シャワーに連れて行かれても床ゆかに座り込むのがオチだ。

「後でゆっくり入る。先に入れ」

「わかった」

　彼は言って、ふいに顔を近づけてくる。私の唇に、チュッと音を立ててキスをする。

「感じ過ぎて歩けないあなたも、とても可愛いよ」

　囁いてベッドから下り、裸足はだしのまま床を踏ふんでバスルームに向かう。一糸まとわぬ彼の後ろ姿に、私は思わず見とれてしまう。

　長身の彼は、まるで彫ちよう刻こくのように完かん璧ぺきな骨格をしている。広い肩かた、長い腕、筋肉の浮うき出た逞たくましい背中。少しの緩ゆるみもなく引き締しまった細いウエスト。見とれるような長い脚あしと、その上のとても恰好のいい小さな尻しり。

　彼の背中に微かすかな赤い痕あとがついていたことに気づいて、私は思わず赤くなる。

　……快楽に我を忘れて、彼の背中に爪つめを立ててしまった。

　私はシーツを引き寄せ、まだ快楽の余よ韻いんに痺しびれている身体に巻き付ける。そうしないと、また体が熱くなってしまいそうだったからだ。

　……ああ……こんなふうに抱き合うのは、とても危険なことなのに。

　一番危険なのは、私と景悟が実は恋人同士なのだと祖父や彼の両親に知られることだ。私の祖父はとても頭の固い人だし、あちらの両親は景悟をとても可愛かわいがっていて、景悟似の子供をみることをとても楽しみにしている様子だ。その話を聞く度たびに、私の良心が激しく疼うずく。景悟は「生しよう涯がいあなただけだ」と誓ちかってくれたし、私ももう景悟以外の誰だれも愛せない。だから、良心の呵か責しやくを感じても、どうにもならないと解わかっているのだが。

　景悟は人の気も知らず、ほとんど毎晩のように私の屋敷にやってくる。最初は打ち合わせだとごまかしていたが、あまりにも頻ひん繁ぱんなために執事の泰や警護のメンバー達が不ふ審しんに思い始めているような気がする。

　……彼の来訪を断りきれない、私も私なのだが。
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「……薫月……？」

　そっと肩を揺ゆらされて、私は自分がいつの間にか眠ってしまっていたことに気づく。

「……あ……」

　目を擦こすりながら起きあがると、そこにはすでに服を着終わった景悟がいた。帰ってしまうのか、と少し寂しくなった自分が、とても情けない。

「……まだいたのか……」

　わざと冷たく言ってやると、景悟は苦く笑しようして、

「寝ねぼけていても憎にくらしいことを言うんだから。……これを渡わたすのを忘れていました」

　彼は、シャツの胸ポケットから一通の封ふう筒とうを出す。

「華ホア捜そう査さ官から、招待状が届いたんです。香港行きの飛行機のチケットも一緒に」

「なんだそれは？　早く言え」

　私は彼の手から封筒を取り、封を開いて中身を取り出す。いかにも上等そうなカードには『クラブ・シャングリ・ラでパーティーがあります。ぜひあなたもご一緒に』と流りゆう麗れいな字の中国語で書いてあった。そして香港行きのオープンチケット。

　クラブ・シャングリ・ラというのは、香港にある高級社交クラブ、そしてその会員が集まるクラブの名めい称しようだ。世界的な有名人や大だい富ふ豪ごうという超ちようＶＩＰばかりが集まる場所で、景悟と私は以前にも行ったことがある。

　そこで私たちは華という不思議な男に出会った。彼は大富豪の嫡ちやく男なんでありながらそのコネを生かしてＩＣＰＯの捜査官として働いていた。

　以前、私の教育係だった男がストーカーと化し、最後は私に襲おそいかかるという事件があった。それを解決してくれたのが華捜査官とその部下達だった。私は華捜査官にとても感謝をしている。だが、ＩＣＰＯ宛あてにマフィアである私から礼状が届くのはよくないだろう、と思ってそのまま礼を言う機会を逃のがしていた。

「三日後か。都合はどうだ？」

　私が言うと、景悟は慌てたように答える。

「あなたが行くなら俺も行くに決まっている。華捜査官には世話になっているけれど、あなたを誘ゆう惑わくされたらたまらないからね」

「本当にやきもち焼きだな」

　私はあきれてしまいながら言う。

　だが……嫉しつ妬とされるのも少し嬉うれしい。

　……ああ、こんな風に思うなんて私は本当にやられている。
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「相変わらず、すごいな」

　リムジンから降り立った私は、贅ぜいを尽つくした中国風の建物を見上げて思わず呟つぶやく。

　ズラリと並ぶのは朱しゆ塗ぬりの柱。赤く塗られた壁かべには精せい緻ちな龍りゆうの画えが描えがかれている。反り返った中国風の瓦かわら屋根。その上の高こう楼ろうには中国風の飾かざり窓まどが並んでいる。

　まるで中国皇こう帝ていのいる時代に紛まぎれ込んだかのようなこの光景は、いつ見ても幻げん想そう的だ。

「私たちのような若じやく輩はい者が来てしまって本当にいいのだろうか、という気になる」

　隣となりに立った景悟がくすくす笑って、

「あの豊かな台湾を牛ぎゆう耳じる李幇の次期総そう帥すい。大富豪・李一族の嫡ちやく子し。あなたみたいな人こそ、ここに相応ふさわしいんだよ」

　言って、車寄せに立った警護のメンバー達を振り返る。

「帰る頃ころに電話をする。車で待つのは退たい屈くつだろうし、街に出て時間を潰つぶしていていい」

「やった。飲ヤム茶チヤを食べに行きましょうよ」

　彼の警護係……実はＩＣＰＯの捜査官……の王ワンが言い、ほかのメンバーが嬉しそうにうなずいている。私が連れてきた李家の警護のメンバーたちは生きつ粋すいのマフィアなので、彼らの無む邪じや気きさに面めん食くらっている様子だ。

「行ってくる。馮家のメンバーと一いつ緒しよに過ごしていて構わない」

　私が言うと、彼らは胸に手を当てて深い礼をする。

「行こう」

　景悟がさりげなく私の腰に手を回そうとし、私はそっとそれを振り払はらう。

　……やめろと言っているのに、この男は……！

「ようこそ、李様、馮様」

　ドアの両側に立ったドアマンが、丁てい寧ねいなお辞じ儀ぎをし、そしてドアを大きく開けてくれる。

　……私たちの顔を覚えているのか。

　私は少しくすぐったいような気分になりながら、景悟と並んでエントランスホールに踏み込んだ。そして、その豪ごう華かさに改めて見とれてしまう。

　床を覆おおうのは艶つやのある黒の大理石。石と濃こい色の木材でできた壁には、トラや鹿しかなどの動物や大きな果樹が実物大で彫ほり込まれている。高い天てん井じようからは赤いランタンが吊つるされて、どこからか吹ふく風にゆっくりと揺れ、幻想的な雰ふん囲い気きを盛り上げている。

「ようこそ、ミスター・李。ようこそ、ミスター・馮」

　暗がりから声が聞こえ、まるで魔ま法ほうのように、裾すその長い黒の長チヤン袍パオを着た白はく髪はつの小こ柄がらな老人が現れた。

「お邪魔いたします、胡ピン大ター人レン」

　私は言って両手を合わせ、丁寧に彼に向かって礼をする。私の隣で、景悟が慌てて同じように彼に礼をしている。

「お邪魔します、胡大人」

　胡大人と呼ばれる彼は、このクラブ・シャングリ・ラのオーナー。世界的なＶＩＰを呼び集めるコネクションと莫ばく大だいな財力、そして裏の権力を持つとされているが、彼の詳くわしい素す性じようは謎なぞに包まれたままだ。

　老人は、私と、そして景悟を目を細めて見比べる。

「お二人とも、この間お会いした時よりさらに立派になられましたな。素す晴ばらしいオーラだ。見事な一いつ対ついです」

　老人は両手を合わせて、私たちに礼をしてくれる。

「クラブ・シャングリ・ラにようこそ。……ミスター・華は二階にいらしていますよ」

　彼が手を上げて合図をすると、また魔法のように、お仕着せを着た青年がいきなり現れた。

「どうかゆっくりしていってください。……おや？」

　いつもにこやかな老人の顔に、ふいに厳しい表情がよぎる。彼は私を見つめて、

「何か面めん倒どうなことに巻き込まれる相が出ている。毒どく蛇じやに気をつけなさい」

「毒蛇？」

「詳しいことは私にもわかりません。まがまがしい大きな毒蛇のようなものが、あなたに巻き付こうとしているのが見えたのです。どうか注意を忘れずに」

　老人は言って、青年に合図をする。彼はうなずいて、階段の方に向かう。

「どうぞこちらへ」

　一いつ瞬しゆんその青年に気を取られた私は、胡大人に挨あい拶さつをしようと振り返るが……さっきまでそこにいたはずの彼は、もう影かげも形もなかった。

　……本当に不思議な人だ。そして不思議な場所だ。

「彼が言った毒蛇というのは、なんのことだろう？」

　景悟と並んで階段を上がりながら、私は思わず呟く。景悟は少し考えてから、

「ああ、わかった」

「なんのことだ？　気になる。教えてくれ」

「この前クラブ・シャングリ・ラに来た時、何をしたか覚えている？」

「この前……？」

　私は考え、そしてあることを思い出して真っ赤になる。

　前回ここに来た時、私と景悟はまだ恋こい人びとではなかった。私は景悟を敵として拒こばみ、それに苛いら立だった景悟は私をこのクラブにある個室に引き込み、そこで私を激しく愛あい撫ぶした。

「……っ」

　その時のことを思い出して、死んでしまいそうなほど鼓こ動どうが速くなる。彼は私の衣類をはだけ、うつぶせに組み伏ふせた。貞てい操そうを奪うばわない代わりに私の腿ももの隙すき間まに逞たくましい屹きつ立りつを押し挿いれ、そのまま激しく抽ちゆう挿そうした。そのあまりにも淫みだらな行こう為いに、私は我を忘れて放ち続けた。

　……ああ、なんてことを思い出してしまったのだろう……。

　全身が、燃え上がりそうなほど熱くなるのを感じる。

　景悟は私を無理やり組み伏せたことを謝ってくれ、私はあの行為を許した。しかし恋人になった今でも、あの夜はとても淫らな思い出として脳のう裏りに焼き付いていて……。

　景悟は、真っ赤になった私の身体からだを引き寄せ、耳に口を近づけて囁ささやく。

「蛇へびってしばしば禁きん忌きの意味で使われるよね。もしかして、あの時のことに薄うす々うす気づかれていて、ここでイケナイことをするなって釘くぎを刺されたのかな？」

「気づかれていないことを祈いのる。そうだったら、胡大人とは二度と顔を合わせられない」

「クラブ・シャングリ・ラには、国境も、敵と味方も、堅かた苦くるしいモラルも存在しないんだって聞いたことがある。気にすることはないんじゃない？」

　気楽な言葉に、私は彼を睨にらみ上げる。景悟はくすくす笑って私から目をそらす。

　……まったく、こんなに大人っぽいハンサムの癖くせに、中身はまだまだ子供だ！

　私たちはお仕着せを着た青年に案内されて、二階の廊ろう下かを歩いている。正面にある両開きの扉とびらに、青年が両手をかける。そしてゆっくりと押し開ひらく。

「クラブ・シャングリ・ラにようこそ」

　言って私たちのために道を空け、恭うやうやしく礼をしてくれる。

　そこは、クラブ・シャングリ・ラの誇ほこる広いバンケットルーム。龍の絡からみつく朱塗りの柱、艶のある石張りの床ゆか。豪ごう奢しやに咲さき誇る牡ぼ丹たんの枝が、柱の間に置かれた高価そうな陶とう器きの壺つぼに生けられている。空気に漂ただようのはなんとも言えない芳かんばしい香かおり。そして行き交かうのは、タキシードやイブニングドレスに身を包んだいかにもリッチそうな人々。世界一の格を誇る社交クラブ、クラブ・シャングリ・ラは、前と変わらずにとても華やかだった。

「まあ。なんて美しいカップルかしら」

「本当に。少し悔くやしいけれどドキドキするわ」

　囁き合う声がして、私はそちらに顔を向ける。ドレスに身を包んだご婦人たちが、私と景悟を見比べているところだった。彼女達は私と目が合うと、楽しげに笑いさざめきながら人混ごみに紛れてしまう。

「ここでは同性のカップルも珍めずらしくないんですよね」

　私の背中に、さりげなく景悟の手が回される。

「俺たちも、ここでならカミングアウト……」

「できるわけがないだろう？　どこに知り合いが紛れているかわからない」

　私は言って、景悟の手を振ふり払う。

「こんなところでも痴ち話わ喧げん嘩か？　見せつけてくれるな」

　後ろから声がして、私と景悟は驚おどろいて振り返る。そこに立っていたのは、逞しい長身でダークスーツを着こなした、黒くろ髪かみと黒い瞳ひとみを持つとても見み栄ばえのするハンサムな男だった。彼はエドワード・華。英国系の中国人。香港の大富豪、華家の嫡子で、社交界の有名人。しかし彼には裏の顔があり……実はＩＣＰＯ香港支部の組織・薬物犯罪課の課長。切れ者の捜そう査さ官だ。

「ミスター・華。お久しぶりです。その節は本当にお世話になりました」

　私は咳せき払ばらいをして、慌あわてて彼に挨拶をする。

「やあ、薫月。相変わらず美人だね。煌きらめくようなカリスマのオーラも申し分ない。本当にいい首領になりそうだ」

　華捜査官は楽しそうに言い、私に笑いかける。それから隣にいる景悟に目を移して、

「君は幸せ者だな、景悟。最初に会ったときには大型犬の仔犬のようだったが、最近は彼のおかげか、狼おおかみらしく成長しているじゃないか」

　その言葉に景悟は苦く笑しようして、

「お久しぶりです、ミスター・華。薫月からは、今もバカ犬呼ばわりですが」

「彼にとってはそこも魅み力りよくなのだろう。……あそこに席を取ってある」

　彼はソファ席に私たちを案内し、チャイナドレスを着たスタッフに声をかけて、飲み物のメニューを持ってこさせた。景悟はシングルモルトのウイスキー、私はライチリキュールを使ったこのクラブのオリジナルカクテル『シャングリ・ラ』を注文する。

「台湾の様子はどう？」

　注文を終えた私たちに、華捜査官が言う。彼は少し前に来て飲んでいたようで、ローテーブルの上には、バカラ製のカットグラスのボトルに入ったブランデーと、空になったクリスタルのグラスが置かれていた。本で見たことがあるが、たしかとても高価な年代物の酒のはずだ。

「馮幇と李幇の抗こう争そうはおかげさまで終息しています。まだ表面的なものですが、友好条約も結ばれました」

「一応落ち着いているようだな。北京はどうなっている？」

　華捜査官が景悟に向かって言い、景悟は少し驚いた顔をする。

「北京ですか？　馮幇の本ほん拠きよ地ちはすでに台湾に移っていて、北京は後を任された叔父おじが全権を握にぎっています。父は報告を受けているようですが、俺や兄は蚊帳かやの外かな」

「そうか」

　華捜査官はグラスを持ち上げ、やけに様になる仕草でブランデーを一口飲む。

「香港、上海、そして台湾。その三つの都市は、今はなんとか平和を保っている。次に何かあるとすれば北京だ」

「北京……ですか」

　景悟は運ばれてきたウイスキーを飲みながら、首を傾かしげる。

「今のところ特に悪い噂うわさは聞いていませんが」

「それならいいのだが……」

　華捜査官は、グラスの縁ふち越ごしに、私と景悟の顔を見つめる。

「胡大人から何か言われなかったか？」

　ふいに言われたその言葉に、私はギクリとする。

「『毒蛇に気をつけなさい』と言われました。面倒に巻き込まれる相が出ているそうです」

　少し迷ってから正直に言うと、華捜査官は目をすがめるようにして、しばらく考える。

「蛇はどんな場所にでも潜もぐり込む。気づかないだけで、身近な場所にもいるかもしれない。裏切り者に気をつけろという意味か……それとも……」

「それとも、なんですか？」

　胡大人の言葉が気になっていた私は、彼の斬ざん新しんな意見を聞こうとして身を乗り出す。

「蛇は禁忌を表すし、禁忌という言葉からセクシーな意味も想像される。……わかった、クラブ・シャングリ・ラの個室かどこかに隠かくれて、いやらしいことをしただろう？」

「……グフッ」

　飲んでいたカクテルが気管に入り、私はそのまま咳せき込んでしまう。景悟が私の手から慌ててグラスを取り、私の背中をさすってくれる。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「大丈夫……少しむせただけ……」

　私は言い、慌てて景悟の手を振り払はらう。しばらく咳き込んでしまってから、ようやく華捜査官の顔を見ることができる。

「私たちはいやらしいことなどしていません。本当です」

　つとめて平静に言うけれど、頰ほおが熱くなっているのを感じる。華捜査官の顔に、可笑おかしそうな笑えみが浮うかんだ。

「そんなに動どう揺ようしないでくれ。もちろん冗じよう談だんだ。……あっ」

　何かに気づいたかのように、華捜査官の視線が私たちの後ろにそれる。

「会いたくない人間が来たようだ。私はそろそろ失礼しよう。ああ……見送らなくていい」

　立ち上がってから、真っ直すぐに私を見下ろしてくる。

「胡大人の予言は当たる。気をつけなさい」

　厳しい声で言われた言葉に、私はドキリとする。しかし、華捜査官はすぐにいつものような軽けい妙みような調子に戻もどる。

「痴話喧嘩はほどほどに」

　言って、私と景悟に笑いかけてから、まるで魔ま法ほうのように人混みに消える。

　……胡大人といい、華捜査官といい、鮮あざやかな消え方だ。

　私は感心してから、ふとあることが気になる。

　……華捜査官が会いたくないと言っていたのは、誰だれなんだろう？　ＩＣＰＯ関係の上司とか？

　私は彼の去った方を振り返り……それから彼が去り際ぎわに言い残したことを思い出す。

　……予言が当たると言われても、毒蛇が何かが解わからなければ、どうにもならない。

「胡大人の予言は当たるみたいだね」

　景悟は言い、それから私の耳に口を近づけて囁く。

「クラブ・シャングリ・ラの中でのエッチはほどほどにしておこう。あなたにバチが当たったら大変だ」

　そして景悟の緊きん張ちよう感かんのない言葉に思わず脱だつ力りよくする。

「言われなくても、おまえとは二度としないから安心しろ」

「ちょっと待って。そういう意味じゃなくて……」

「景悟じゃないか」

　後ろからいきなり声がして、私と景悟は驚いて振り返る。

　そこに立っていたのは、仕立てのいいスーツを着こなした背の高い男性だった。とんでもない美形の景悟と並ぶと見み劣おとりがするが、一いつ般ぱん的に言えばかなりのハンサムだろう。

「秋キウ侯ホウ叔お父じさん。どうしてここに？」

　景悟の声は、驚きにかすれていた。相手はにっこりと笑い、

「仕事相手の紹しよう介かいでね。それよりも、おまえがここにいることに驚いた」

「少し用事があって来たのですが、用事はすみました」

　景悟は、なぜか冷たい顔になって言う。

「なので、俺たちはそろそろ……」

「きちんと紹介してくれないのか？」

　彼は景悟の言葉を遮さえぎって言う。その視線は真っ直ぐに私に当てられている。

「隠しても無む駄だだぞ。近々、私は台湾での仕事に入る。彼にも会うことになるだろう」

　彼の言葉に、景悟は少し驚いたように眉まゆを上げる。それからなぜか無感情な声で言う。

「紹介します。もう知っているようですが。……彼は李薫月。李幇の首領の孫で、俺の大学時代の先せん輩ぱいに当たる人です」

　……李幇のことと、大学時代のことを並べて言う。ということは組織の関係者か？

　いぶかしく思う私の右手を、彼はいきなり持ち上げた。驚いている間に、手の甲こうに唇くちびるをつけられてしまう。景悟以外の人間に触ふれられることが好きではない私は、不愉ゆ快かいな顔をするのを必死でこらえなくてはいけなかった。　>>>♥

「会えて光栄だよ。遠くから見たことがあったけれど……近くで見ると本当に美人だな」

　……私を見たことがある……？

「薫月。……彼は馮秋侯。馮幇の下部組織で北京を牛ぎゆう耳じる『恒フエン界フイ』の首領。俺の父の弟で俺の叔父に当たる人だ」

　その言葉に、私は納なつ得とくする。そして景悟と秋侯氏の顔を見比べて、どこか雰ふん囲い気きが似ているな、と思う。

「よろしくお願いします」

　私は言って、彼と握あく手しゆをする。

「私を見たことがある、というのは……？」

「景悟が大学院を卒業して台湾に戻った時に、お披ひ露ろ目めのパーティーがあっただろう。そこで見た。白いチャイナ服がとても似合っていて、本当に美しかった」

　……あの時か……。

　たしかに景悟が台湾に戻った時、馮家の屋や敷しきでパーティーがひらかれた。しかしその時はまだ馮幇と李幇は敵対関係にあった。まるで挑ちよう戦せん状のように景悟から送られてきた招待状を見た私は我を忘れて屋敷に乗り込んでしまったが……今思い出してもかなりの暴挙だったと思う。相手が悪ければ殺されても仕方のない状じよう況きようだったからだ。

「今は北京にいるけれど、取引の都合でしばらく台北に住む予定だ。李幇と馮幇の合同会議の時には顔を合わせることになると思う。よろしく頼たのむよ」

　彼は言ってポケットから名めい刺し入れを出し、そこから一枚の名刺を引き出して私に差し出す。

「プライベートの携けい帯たいナンバーだ。いつでもかけてきてくれていい」

「どうもありがとうございます。機会がありましたら」

　私は受け取り、なぜこんなものを渡わたしてくるのだろう、と少し考える。彼が言ったように会議があれば顔を合わせることになるだろうから。

「叔父さん、俺たちはそろそろ……」

「景悟。彼のためにデザートでも取ってきてあげたらどうだ？」

　秋侯氏が言い、景悟が、あからさまに眉を寄せる。

　……よくないな、この態度。

　私は内心ため息をつきながら、思う。

　……礼れい儀ぎを重んじる中国マフィアは、目上の人に敬意を示さなくてはいけない。いくら一族の当主の息子むすことはいえ、叔父さんに失礼な態度を取るのは許されないだろう。

「でも、俺たちはそろそろ……」

「景悟、頼む。叔父さんの分と私の分と二人分」

　私が睨にらみ上げると、景悟は私を見返してくる。それから黙だまって立ち上がるとデザートテーブルのほうに歩き出す。

「本当に、まだまだ子供でハラハラするよ」

　彼の後ろ姿を見送った秋侯氏が、笑いを含ふくませた声で言う。それから私を振ふり返って、

「君にも迷めい惑わくをかけていない？」

「いいえ、大丈夫ですが……」

　私はデザートテーブルの方を振り返って言う。景悟はデザートテーブルに控ひかえているパティシエに何かを熱心に頼んでいる。パティシエは苦く笑しようしながらさらにたくさんの種類のアイスクリームを盛り上げている。

　……たしかに私は『クラブ・シャングリ・ラのアイスクリームは美味おいしい』と言った。だが、あんなに盛り上げることはないだろう。

　私は内心ため息をつき、それから言う。

「彼は、まだ少し子供っぽいところがありますね」

　私の言葉に秋侯氏はおかしそうに笑う。それからふいに真ま面じ目めな顔になって私を見つめる。

「今夜、ここに来てよかった。あなたに会えたし」

「……え？」

「最初にあなたを見た時から、ずっと忘れられなかったんだ」

　妙みように真しん剣けんな声で言われて、私はどう対応していいのか解らない。

「当時、馮幇と李幇は完全に敵対していた。なのに堂々とパーティーに現れた、あなたの強さと美しさに感服したよ」

　あの時の私は、もう二度と会わないと思っていた景悟から招待状をもらったことに本気で動揺していた。そして景悟のことしか考えられなくなりながら、夢中で行動しただけだ。強いと言われてもピンとこない。

「私と、景悟の父親は昔から兄弟仲が良くてね。景悟のこともよく知っているんだ。景悟の小さい頃ころの話を聞きたい？」

　彼の言葉に、私は思わず反応してしまう。

「それは、聞いてみたいです」

「今日はあまり時間がないし、ここですると景悟に叱しかられそうだ。君の連れん絡らく先を教えてくれないかな？」

　景悟にいつも言われている「ほかの男に、連絡先を教えてはいけません」という言葉を思い出して、ドキリとする。

　……だが、彼は景悟の叔父おじに当たる人だ。それに……景悟のことをもっとよく知りたい。

「わかりました」

　私は内ポケットから名刺入れを出し、そこから仕事用の名刺を一枚取り出す。裏側に屋敷の電話番号を書いて、彼に差し出す。

「オフィスと自宅のナンバーです。お時間のある時にでも、電話してみてください」

　彼は名刺を受け取り、それを裏表にしてしげしげと観察する。

「法律事務所を経営していることになっているんだな。隠れ蓑みのというワケかな？」

「いいえ。正式に機能している事務所です。私が法律顧こ問もんをしているのは、李幇だけではありませんので」

　彼は私の顔を見つめて、なぜか楽しそうに笑う。

「コロンビア法科大学院を首席で卒業するほどの秀しゆう才さいで、法律のプロで、さらにこんなに美しい。君のような人に会ったのは初めてだ」

　彼は、とても大切そうに私の名刺を自分の名刺入れに入れて立ち上がる。

「これからもよろしく頼むよ」

「帰るんですか？」

　デザートの載のった皿を持った景悟が、いつの間にかそばにきていた。そしてどこかホッとした顔で秋侯氏に言う。秋侯氏は苦笑しながら、

「そんなにあからさまに嬉うれしそうな顔をしなくてもいいだろう？……じゃあ、近いうちに電話をするよ」

　私に言って、景悟にチラリと笑いかけてから去る。景悟は呆ぼう然ぜんとした顔で彼の後ろ姿を見送り、それから勢いよく私のほうを振り返る。

「今の、どういうことですか？」

「今の、とは？」

「とぼけないでください。あなたに『電話をする』って言ったじゃないですか。まさか、電話番号を教えたんですか？」

「いけないのか？」

　私が言うと、景悟は驚おどろいたように目を見開く。

「おまえの親しん戚せきなんだろう？　別にいいじゃないか」

「秋侯叔父さんにあなたのプライベートな連絡先を知られるのは嫌いやだ！」

「私に嫉しつ妬となどするな。やましいことがないのなら怒おこることはないはず」

　私は彼を睨みあげながら言う。

「それとも何か隠かくし事でもあるのか？」

「そうじゃないけれど……」

　景悟はそこで言葉につまり、私は何か嫌な予感を覚える。

　……まさか、景悟に隠し事があるとは思いたくないのだが。







　　　　馮景悟







『私に嫉妬などするな。やましいことがないのなら怒ることはないはず。それとも何か隠し事でもあるのか？』

　さっき言われた薫月の言葉が脳のう裏りをよぎり、俺は思わずため息をつく。

　秋侯叔父は、首領である父とも仲がいいし、北京ではとても優ゆう秀しゆうな首領だと言われている。だが、俺は昔から彼のことが苦手だ。その叔父が薫月に目を付けてしまったことに、俺はいいようのない嫌な気分を味わっていた。さらに……。

　……やましいことは何もない。でも、隠し事はあるんだ。

　俺は、夜景の映る窓に額を押しつける。

　……薫月に話しても傷つけるだけだ。だからすぐにでも解決したいのに。

　俺は、秋侯叔父のことが苦手だ。彼はどこか得体が知れないだけでなく、とても強ごう引いんですべてを自分の思い通りにしようとする。

　……電話で何度も話したのに、すべてかわされた。しかもさっきも……。

　俺は、通り過ぎざまに叔父から言われた言葉を思い出して暗あん澹たんたる気分になる。

『こんなところで李幇の次期首領とデートとはね。兄さんが知ったらどう思うだろうな？』

　叔父は浮うかべていた笑えみからは想像できないような冷たい声で囁ささやいてきた。

『それに、君には許嫁いいなずけがいるじゃないか。浮うわ気き者だ』

　俺の心が、罪悪感にズキリと痛む。

　実は。俺には父親と秋侯叔父が勝手に決めてしまった許嫁がいる。秋侯叔父の妻……俺の義理の叔母おば……の姪めいに当たる女性だ。富ふ豪ごうの間ではよくあることだし、ずっとただの形式的なものだと思っていた。相手の女性の顔も知らなかったし、第一この時代、そんな婚こん約やくを承しよう諾だくする女性がいるとは思えなかったし。両親も『強く言われて承諾したが、気に入らなかったら断っていい』と軽い口調で言っていたし。

　……まさか、あんなにしつこいとは思わなかった。

　俺は、彼女のことを思い出して暗澹たる気分になる。

　俺という人間の全すべてを、俺は薫月一人に捧ささげている。ほかの人間の入り込む隙すきなどない。だから彼女を受け入れられないのは当然なのだが……ひどいと泣かれ、冷たいと非難され、まるで脅きよう迫はくするように連絡をとり続けられるのは……さすがの俺でも本当に消しよう耗もうする。

　……自分がゲイで、薫月という恋こい人びとがいる、そう言ってしまいたい。

　俺は思い、それからまたため息をつく。

　……そんなことが許されるわけがないのだけれど。

　俺と薫月は、香港でいつも泊とまるホテルの最上階のスウィートにいる。窓の外にはとてもロマンティックな香港の夜景。だけどそれを見ている余よ裕ゆうは今の俺にはまったくない。

　カチャ、と音がしてバスルームのドアが開き、バスローブ姿の薫月が出てくる。

「先に使わせてもらった。おまえも入れ」

　彼が、手に持ったタオルで髪かみを拭ふきながら言う。美しい顔は微かすかに上気していて、どこか少年のようにあどけない。

　濡ぬれて額に落ちかかる漆しつ黒こくの髪、水すい滴てきを伝わせる細い首筋、襟えり元もとから覗のぞく美しい鎖さ骨こつ。

　裾すそから伸のびるしなやかな膝しつ下か、ほっそりとした足首、大理石の床ゆかを踏ふむのは、真しん珠じゆ貝がいのような爪つめと細い指を持つ美術品のように繊せん細さいな足。

　彼は、俺の視線に気づいたようにふと顔を上げる。

「何を見ている？　さっさとおまえも……」

「もし秋侯叔父さんから電話があっても、出ないでください」

　俺が言うと、彼はとても驚いたように目を見開く。

「何を言っているんだ？　そんな失礼なことができるわけがないだろう。さっきも言おうとしたのだが、おまえは少し目上の人間に対する尊敬が足りないのではないか？　礼儀を重んじる中国マフィアの世界では、そういう態度は……」

「俺は堅かた苦くるしいことは好きじゃない」

「中国人は何よりも血のつながりを大切にする。尊敬すべき叔父さんを疑うなんて、おまえはそれでも中国マフィアの一員なのか？」

「俺は半分日本人だ」

「景悟！」

　怒った顔をする彼に歩み寄り、その身体からだを抱だき締しめる。

「そんなことよりもあなたの安全が大切だ。秋侯叔父とプライベートな連絡を取るのはやめて欲しい」

「嫉妬をするのもいい加減にしろ」

　彼は身をよじって俺の腕うでを逃のがれると、窓に近寄る。

「でかい図ずう体たいをして、おまえはどうしようもない子供のようだ。私の言うことを聞かないのなら、今夜は抱かせない」

　ガラスに映った彼は、まだ俺を睨にらんでいる。その目が俺の中の何かを呼び起こす。

「もしかして、俺にお預けをしようとしているの？」

　俺は彼に歩み寄り、その身体を後ろから抱き締める。

「そんなことが、できると思う？」

　俺は、彼の耳に後ろから口を近づける。

「……抱きたい」

　囁くと、彼の身体がヒクンと震ふるえる。

「もう疲つかれた。さっさと寝ねるぞ」

　逃にげようとする彼の身体を、しっかりと抱き留める。

「逃がしません。危険そうな男に連絡先を教えてしまった無防備なあなたに、きちんとお仕置きをしなくては」

「危険そうな男だと？　おまえの叔父おじさんじゃないか。目上の人間にそんなことを言うなんて許されないぞ」

　彼は身をよじらせてまた逃げようとするが、俺はそれを許さなかった。

「そんなに俺に嫉妬させたいんですか？」

　彼の腰こしを後ろから抱き、ガラスの方を向いて立たせる。

「そうじゃないと言っているだろう？」

　彼は両手をガラスにつき、苛いら立だった声で言う。しかし語ご尾びが微かにかすれているところを見ると、きっと鼓こ動どうが速くなっているはずだ。

「でも俺は嫉妬しています。猛もう烈れつに」

　彼の身体をガラスに押し付け、前に回した両手でバスローブの襟元を摑つかむ。

「……あっ」

　そのままグッと肩かたから引き下ろしてやると、バスローブは彼の肘ひじの辺りで止まり、彼の両りよう腕うでを拘こう束そくしてしまう。

「……やめろ。これを外せ」

「言われなくても脱ぬがせてあげます。もう少し、あなたが感じてからですが」

　俺は言い、ガラスに映る彼を見る。

　凜り々りしく張った肩、滑なめらかな胸、その先にある小さな乳ち首くび。バスローブで拘束され、眉まゆを寄せた彼は……とんでもなく色っぽい。

「あなたの身体を透すかして、百万ドルの夜景が煌きらめいている。とても幻げん想そう的で、そして、とても美しい」

「今夜は抱かせないと言っただろう？　そんなことを言っても……」

「あなたは我が慢まんできなくなる。最後は、して、と懇こん願がんするでしょう」

　俺は彼の身体の前に手を回し、その小さな乳首を摘つまみ上げる。

「……ああっ！」

　指先でクリクリと揉もみ込んでやるだけで、彼の身体は震え、その呼吸が速くなる。　>>>♥

「……やめ……あ、あ……っ」

「乳首が本当に感じやすいんですよね。こうしているだけで、ツンと尖とがってくる」

　後ろから耳たぶにキスをし、耳たぶを舐なめ上げながら、両乳首を愛あい撫ぶしてやる。

「……く……ふ……っ」

　仔こ猫ねこのそれのように小さかった彼の乳首が、俺の愛撫でだんだんと硬かたくなる。同時に感度も上がるようで、彼の呼吸がどんどん乱れてくる。

「……あ、やめ……ああ……っ」

「いやらしい人だな。乳首を愛撫されるのが大好きなんでしょう？」

　乳首の先せん端たんをくすぐりながら耳に囁きを吹ふき込んでやる。彼の背中がヒクリと反り返る。

「……ちが……放せ……っ」

「こんなに尖らせておいて、まだ抵てい抗こうするんですか？　イケナイ人だ」

　俺は彼の両乳首を、キュッと強く揉み込んでやる。

「ああーっ！」

「しかも少し痛いほうが好きなんでしょう？　こんなクールな顔をして、とんだ淫いん乱らんだ」

　指先で乳首の先端を軽く弾はじいてやると、彼の唇くちびるからたまらなげな喘あえぎが漏もれる。

「……あぁ……っ！」

「いい声です。もっと聞かせてください」

　胸の上に当てていた両手を、そのまま下に滑すべらせる。鳩尾みぞおち、平らな腹、可愛かわいらしい臍へそ。バスローブの腰こし紐ひもはそのままにして、腰の部分で裾すそを割る。

「……あっ！」

「バスローブの下に、下着を着けていなかったんですね」

　俺は露あらわになった彼の下腹を見下ろしながら囁く。彼の屹きつ立りつは、すでに硬く持ち上がり、スリットから先走りを滲にじませている。

「それは、俺を誘さそいたかったから？」

「違ちがう……着き替がえをバスルームに持って入るのを忘れただけ……あぁっ！」

　指先で軽く弾いてやると、彼の屹立は蜜みつを振ふり零こぼしながらプルンと揺ゆれる。

「もう反り返っているじゃないですか。蜜も垂れていますよ。わかりますか？」

　先端に蜜を塗ぬり込めると、彼は身をよじらせてもがく。だが、肘の部分でバスローブに拘束されているために抵抗ができない。

「……ダメだ……ああ……っ！」

　下に滑らせた手で屹立を包み、そのままゆっくりと扱しごき上げてやる。

「……触さわるな……アア……アア……！」

　彼はガラスに頰ほおを押しつけ、唇からさらに切ない喘ぎを漏らす。冷れい房ぼうで冷やされたガラスに、彼の甘い吐と息いきで微かな曇くもりが生まれる。

「秋侯叔父さんから連れん絡らくが来ても会ったりしないでください。うんと言うまで離はなさない」

「そんなこと言うか、おまえの思い通りには……ンンッ！」

　左手で先端を愛撫しながら、右手でその側面を扱き上げる。彼はたまらなげに喘いで、ビクリと身体を反り返らせる。その後頭部を俺の肩に預け身体を震わせる。

「……ん、んんー……ッ！」

　彼の屹立の先端から、トロトロと熱い先走りが溢あふれ出す。指先でたっぷりとすくってやると、彼は泣きそうな顔でかぶりを振る。

「……ダメ……そこ、触るな……」

「どうして？　感じてしまうからですか？」

　囁ささやいて側面を擦こすり上げてやると、彼の唇から喘ぎが漏れ、先端からさらに蜜が溢れ出す。

「約束してください。叔父さんからの電話があっても無視するって」

「……嫌いやだ……」

「まったく強ごう情じような人だ。ここを……」

　指先をたっぷりと濡れた屹立の先端に当て、ヌルヌルと先走りを塗り込めてやる。

「……こんなにしているくせに」

「……ひ、うぅ……っ」

　彼が身体を震わせ、切なげに息を吞のむ。俺は彼のバスローブの裾をまくりあげ、彼の小さな双そう丘きゆうを露わにする。

「して、と言ってください」

　俺は囁いて彼を抱き寄せ、自分の身体を彼の身体に押しつける。熱く反り返っていた俺の欲望が、彼の双丘のスリットにゴリッと当たる。

「……ひ……う……っ」

　彼は貫つらぬかれた時のことを思い出したのか、激しく身体を震わせる。

「俺ももうこんなだ。限界に近いです」

　俺はスラックスのファスナーを開き、痛いほどに硬くなった欲望を下着の中から解放する。

　片手で自分の屹立を構え、もう片方の手で彼の腰を引き寄せる。そして張りつめた先端で、彼の双丘の間のスリットを辿たどってやる。

「……や、やめ……」

　いつの間にかたっぷりと滲んでいた俺の先走りが、彼のスリットを濡ぬらす。ヌルヌルと塗り込めてやると、彼は高く喘いでかぶりを振る。

「……ダメだ……そんなもの、当てるな……」

「どうして？　いつも、とても悦よろこんでいるくせに」

　屹立で彼の双丘を割り、奥に潜ひそむ秘密の蕾つぼみを見つけだす。

「あぁっ」

　キュッと押し当てるだけで、彼は高く喘いで蕾を震わせてしまう。

　……ああ、もう、我慢なんかできない……。







　　　　李薫月







「……あのバカ犬、朝までやり続けることはないじゃないか……！」

　台北。台湾桃タオ園ユエン空港の入国ロビーを歩きながら、私は呟つぶやく。私のすぐ脇わきを歩いている侯ホウが、少し心配そうに言う。

「景悟さんと同じ飛行機にしなくてよかったのですか？　景悟さんは夜の便を予約していたはずですが？」

「いい。あいつと一いつ緒しよにいたら、身が持たない」

　私はため息混じりに言う。ファミリーの中で唯ゆい一いつ私と景悟の関係を知っている侯は驚おどろいた顔をし、それから照れたように目をそらす。

　……余計なことを言ってしまった。

　私は、自分まで頰が熱くなるのを感じていた。

　……あいつの言いなりになっていたら、命まで削けずってしまいそうだ。

　香港での休きゆう暇かは、とても甘かった。私たちはほとんどの時間を、ベッドの上で愛し合うことに費やした。

　愛し合った後でトロトロになった身体からだをシャワーで流し、ルームサーヴィスの軽食で飢うえを満たし、しかしまた抱だき上げられてベッドに引き込まれた。

　彼は私を押さえつけ、貫き、まるで発情期の獣けもののように際限なく奪うばった。私は彼の与あたえる愛撫の甘さに、身体だけでなく理性までも蕩とろけさせ、彼を締しめ上げながら際限なく放った。

　……抱かれたのは私も欲ほつしたことだ。だが、あいつがあんなことをした理由が気に入らない。

　思い出すと、怒いかりが湧わき上がってくる。

　景悟は「秋侯叔父おじさんから連絡が来ても会ったりしないでください。うんと言うまで離さない」と言った。もちろん言いなりになるのが悔くやしいので私は承しよう諾だくせず、結局香港にいる間中、苛いじめられることになった。

　……やきもちもいい加減にしろ！

　今日の早朝。私は景悟が眠ねむり込んだ隙すきにシャワーを浴び、自分のために取ってあった部屋に戻もどって荷物をまとめ、侯たち警護の人間達に連絡して合流し、今にも倒たおれそうな身体を引きずって飛行機に乗り込んだ。

　……見かけはあんなに大人っぽいくせに、中身はとんだ子供だ！

　車寄せに出た私たちを、李家の所有するリムジンと警護のための二台の黒いセダンが迎むかえた。警護のメンバーはセダンに分乗して乗り、私と侯はリムジンに乗って、私たちは屋や敷しきに戻った。

　使用人たちに迎えられた私は、二階にある自分の部屋に戻ってシャワーを浴びた。そしてシェフが用意してくれたブランチのためにシャツとスラックスに着替えて、一階のダイニングに向かった。

「薫月様」

　シルバーの盆ぼんに載のせたアペリティフを運んできた執しつ事じの泰が、グラスを置きながら何かを言いたげな顔をする。

「どうした？　留守中、何かあったのか？」

「いえ、そうではないのですが……」

　彼は何かが気になるような顔で、ポケットから電話の子機を取り出す。

「薫月様宛あての留守番電話が」

「ああ、チェックしていなかったな」

　私は子機を操作して、まずは着信録音件数を表示させ……その数に驚いてしまう。

「四十件？」

　着信は、今朝の八時くらいから始まっていた。そして今は十二時。六分に一回ずつ電話がかかってきていたことになる。

　……なんなんだ、これは……？

　李幇だけでなく数社の大だい企き業ぎようの法律顧こ問もんであり、李幇の幹部でもある私は、たしかに電話を多く受ける。だが、そのほとんどは会社のナンバー宛て。休暇で私がいない間も、秘書ができるだけの処理を済ませておいてくれているはずだ。景悟はたしかに頻ひん繁ぱんにかけてくるが、それは私の携けい帯たい電でん話わ宛て。自宅の電話にかけてくるのは、祖父やごく親しい友人などだけで一日に一度あるかないかなのが普ふ通つうだ。

「イタズラ電話か。しかし、どうしてここのナンバーが……」

　私は言いかけ、あることに思い当たって息を吞む。

「……まさか……？」

　思いながら、発信元の電話番号を表示させる。そこにはすべて同じ電話番号が表示されていた。それは携帯電話のナンバーで、見覚えがある。

　……これは……。

　私はポケットから名めい刺し入れを出し、一枚の名刺をそこから引き出す。電話が表示しているのは、そこに書いてある電話番号とまったく同じだった。

　景悟が、あの人に番号を教えるな、と言っていたことが頭をよぎる。

　……電話魔まなのか、ただのせっかちなのか……。

　私はため息をついて、名刺にまた視線を落とす。私の自宅に電話をかけつづけていたのは、昨夜クラブ・シャングリ・ラで会った男……景悟の叔父の秋侯氏だったのだ。

　プルル、プルル！

　手に持った電話の子機がいきなり着信音を奏かなで、私は思わず取り落としそうになる。液えき晶しよう画面を見ると……そこには秋侯氏の携帯電話の番号が表示されている。

　……景悟は、彼から電話があっても無視しろと言っていたな。

　私はため息をつきながら思う。

　……だが、そんな失礼なことができるわけがないだろう。

　私は通話ボタンを押し、子機を耳に当てる。

「……李です」

『やっと繫つながった』

　電話の向こうから聞こえたのは、クラブ・シャングリ・ラで聞いたのと同じ、馮秋侯氏の声だった。

「留守中にお電話をいただいていたようで、すみません。先ほど台北に戻ったところです」

　私が言うと、彼は少し申し訳なさそうに言う。

『何度も電話をして悪かったかな？』

「いえ。大だい丈じよう夫ぶですが……何か緊きん急きゆうのご用件なのでは？」

　私が言うと、彼は小さく笑って、

『緊急でなくては電話してはいけないかな？』

「いえ。失礼しました。そういう意味ではありません」

　私は言いながら、彼とのやりとりは疲つかれるな、と思っていた。目上の人だし、ましてや景悟の叔父に当たる人なので、失礼にならないように言葉を選ぶだけでも消しよう耗もうしそうだ。

『実は、私は今、仕事で台北に来ているんだ。今朝の飛行機で到とう着ちやくしてね』

「そうなんですか？」

　その言葉に私は驚く。

「まさか……慣れない台湾で何か困ったことがあって、私に電話をしていたのですか？」

　かなり頻繁だった彼の電話のわけが、それで理解できる気がする。

『え？　あ、ああ……まあね』

　電話の向こうで、秋侯氏が口ごもり、それから照れたように笑う。

『実は、一人で郊こう外がいに出ようとして列車に乗って……迷ってしまった。景悟たちも家を空けていたし、つい君に助けを求めてしまったんだよ』

「本当ですか？　台湾は列車が発達していますが、慣れないと迷うこともあります。今はどちらに？」

『なんとかタクシーに乗って、台北市内のホテルに戻ってきた』

「それはよかったです」

　私はホッとため息をつく。

『心配してくれたのか？　優やさしい人だな』

　電話の向こうで、彼が笑う。それから、

『心配してもらった礼と言っては何だが……あまりゆっくり話せなかった。よかったら今日の午後、時間をとってもらえないか？』

「今日の午後……ですか？」

　本当は今日の夜まで景悟と過ごす予定だったので、仕事も会議も入っていない。だが、景悟からあれだけ言われているのに、秋侯氏と二人きりで会うのは……。

『私はどうやら方向音おん痴ちらしい。警護の人間達も台北には不案内だし、また迷ってしまうかもしれないなあ』

　困ったように言われて、私は思わず、

「でしたら、私がご案内します。午後は空いていますし、リムジンも出せますので」

　言ってしまってから、景悟の顔が脳のう裏りをよぎる。

　……おまえの親しん戚せきである人を、無下に扱あつかうわけにはいかないじゃないか。しかも彼は困っているようだし。

『それは助かった。では二時に、圓ユエン山サン大ター飯フアン店テンまで迎えに来てくれないか？　待ち合わせは一階のカフェで』

「わかりました。では、二時に」

『ああ。楽しみにしているよ』

　彼は言って、電話を切る。私も電話を切り……そして面めん倒どうなことを引き受けてしまったことに気づいてため息をつく。その時、ドアにノックの音が響ひびいた。

「薫月様」

　言いながらドアを開いたのは、心配そうな顔をした侯だった。

「景悟様に電話をなさいましたか？　心配しているのではないかと……」

　男っぽく一本気な性格の景悟は、李幇の構成員達にとても受けがいい。さらにニューヨーク時代から景悟を知っている侯は、景悟のことがとても気に入っているらしい。ことあるごとに私よりも景悟の味方をしようとする。

「景悟のことは考えなくていい」

「ですが……」

「今日の午後、秋侯氏と会う。二時に圓山大飯店だ。警護を頼たのむ」

　私が言うと、侯は驚おどろいたように目を丸くする。

「秋侯氏とお会いになるのですか？　電話番号を教えただけで景悟さんが怒おこってしまったとおっしゃっていませんでしたか？」

「最近あいつはますます生意気になってきている。私が言いなりにならないことを、きちんと思い知らせなくては」

　私が言うと侯は目を丸くし、それから可笑おかしそうに笑う。

「あなたにとっては学生時代の後こう輩はいかもしれませんが、彼は今では馮幇の幹部ですよ。その景悟さんに『生意気』などと言えるのは、彼の家族を抜ぬかせばあなたくらいでは？」

「生意気なものは生意気だ」

　私が言うと侯は笑えみを深くし、それから真ま面じ目めに頰ほおを引きしめる。

「では、危険のないようにきちんと警護をさせてください」

「まあ、そのあたりを観光するだけだろう。それほど警けい戒かいすることは……」

「いいえ」

　侯が、プロらしく厳しい顔で言う。

「いつ何時、危険なことが起きるかわかりません」

「わかった。任せる」

　私は言うが、侯はまだ直立不動の姿勢で立ったままだ。

「どうした？」

「いえ……」

　彼は言いづらそうな顔をして、

「やはり景悟さんに連れん絡らくなさった方が。きっとご心配なさっています。電話をしづらいようでしたら私が代理をしますが？」

　その言葉に、私はため息をつく。

「わかった。私が電話すると長くなりそうだから、頼む。先に戻もどっていることだけ伝えてくれればいい。秋侯氏と会うことまで言う必要はない。また嫉しつ妬とされたら本気で怒りそうだ」

「ということは、今はまだ本気で怒っているわけではない？」

「これはしつこく嫉妬した景悟へのただのお仕置きだ。怒ってなどいない」

　私が言うと、侯はホッとしたように笑う。

「それならよかったです。私だけでなく、同行した警護のメンバーも心配していましたので」

　彼は言い、時間になったらお迎むかえに上がります、と言って部屋を出ていく。私は閉じたドアを見つめてまたため息をつく。

　……うちの構成員は、景悟を甘やかしすぎている気がする。




　　　　◆




　警護のメンバーに取り巻かれ、私は待ち合わせ場所である圓山大飯店のロビーに入る。エキゾティックな雰ふん囲い気きの赤い絨じゆう毯たんと朱しゆ塗ぬりの柱が、クラブ・シャングリ・ラを思い出させる。私がカフェに入ると、すでに来ていた秋侯氏が新聞から顔を上げる。それから私に向かって言う。

「こんなに警護をつけるなんて、無ぶ粋すいだな。ごつい男ばかりで見み栄ばえもしないし」

　バカにするようにチラリと見られた侯が、ごくごく微かすかに頰を引きつらせるのが解わかる。しかし大きく表情を変えなかったところはさすがだろう。

「無粋かも知れませんが、これが李家の方針ですので」

　私が言うと、彼は微かに笑う。

「まあ、いい。贅ぜい沢たくは言わないよ。……警護の人間はリムジンでなくてほかの車に乗るんだろうね？　ごつい男共と一いつ緒しよでは息が詰つまる」

　侯がまた微かに頰を引きつらせたことに気づき、私は彼にうなずいてみせる。いつも侯は私を警護するためにリムジンに乗っているのだが……こんなふうに言われてしまっては無理やりに乗せるのも気が引ける。

　……今回は、全員セダンに乗ってくれ。

　秋侯氏は手を上げてギャルソンを呼び、伝票を持ってこさせる。手早く部屋番号をサインして、立ち上がる。

「さて。早さつ速そくでかけようか？」

　彼の手がいきなり肩かたを抱だいたことに、私は驚いてしまう。

　……スキンシップが好きなだけだろうが……。

　私は振ふり払はらうこともできずに、そのまま肩を抱かれて歩く。

　……景悟に見られたら大変なことになりそうな光景だな。




　　　　◆




　彼が行き先としてリクエストしたのは、台北市内でも有名なブティックだった。彼は仕立てのいいスーツを着ていたから、ここでスーツでもオーダーするのかと思った。だが。

「ああ、これも素す敵てきだ。君の肌はだにはよく似合うだろう」

　彼はなぜか、私のためと言いながら、服を選び始めてしまった。

「ちょっと待ってください。私はあなたのガイドをするために付いてきただけです。服を買っていただく理由は……」

「ガイドのお礼だと思ってくれ。忙いそがしいところ、わざわざ出てきてくれたのだからね」

　彼が選んだのは、どれもとても高価なチャイナシルクを使った服だった。長チヤン袍パオと呼ばれる裾すそが足首まであるチャイナ服で、伝統的な衣装ともいえる。しかし彼が選んでいるのは男性用ではなくて女性向けの長袍ばかりだった。ラインに余よ裕ゆうのある男性用に比べ、女性用は身体からだにぴったりと張り付くデザイン。男の私が着たらかなり恥はずかしいことになりそうだ。

「でも、こんな高価なものはいただけません」

　私は服に付けられた値札を見て、思わず青ざめる。生き地じじたいがすでにとても高価らしく、ごくシンプルなものでも三千ドルの値段が付いていたからだ。

「今日は時間が空いていましたし、私はただ、あなたがお困りにならないようにと思っただけなので……」

「頼むから、着てみてくれないか？」

　秋侯氏が、にっこり笑って私の言葉を遮さえぎる。

「私には娘むすめがいるが、まだ小さい。甥おいの景悟はああいう性格で、あまり懐なついてくれていない。だから、こうしているのがなんだか嬉うれしいんだよ」

　……よく解らないが、娘さんが大きくなった時の予行演習のつもりだろうか？

「君はとても美しいし、選びがいがあるな」

　言いながら、また女性向けの派手な長袍を何着も広げられ、私はかなり鼻白む。

「たしかに素敵ですが……私は男です。女性向けの服を着るのはあまり……」

「私のセンスが気に入らないのかな？　たしかに私は堅かた物ぶつだが」

　どこか悲しげに言われて、私は慌あわてて言う。

「いえ、あの、とりあえず着てみますから。似合わないとは思いますが」

「似合わないわけがないだろう。おいで」

　秋侯氏は嬉しそうな顔で言って店主の手から服を取り上げる。勝手知ったる様子で、私を先導して案内してくれる。

「ここで着き替がえてくれ」

　彼がカーテンを開くと、中はかなり広い更こう衣い室になっていた。絨毯の敷しかれた床ゆか、一面の鏡、一人掛がけソファが二つ。そして服をかけるためのボディ。ここは試着をするためというよりは、仮かり縫ぬいをするための部屋なのだろう。

「わかりました。それを……」

　彼から服を受け取ろうとした私は、彼がさっさと更衣室に入ったことに驚く。彼は、中に置かれていたいくつかのボディに次々に服を掛けていく。

「まずはこれかな？」

　彼は一番上にあった深しん紅くの服を取り、中国風のボタンを外していく。

「着るのを手伝うよ。服を脱ぬいで」

　ごく当たり前のことのようにあっさりと言われて、私は少し焦あせる。

「いえ、一人で着られますから……」

「女の子じゃあるまいし。男同士なのだから照れることはないだろう？　それにここはただの試着室ではなく、仮縫いをする部屋だ。二人で入るのが普ふ通つうなのだが？」

　彼が可笑しそうに笑い、私は抵てい抗こうするのがばかばかしくなる。

　……相手がゲイならともかく、秋侯氏は奥さんと子供さんもいる根っからのストレートだ。ストレートの男が、男である私の身体になど興味を持つわけがない。景悟があんなことばかり言うから、変に意識してしまったじゃないか。

「わかりました」

　私はうなずき、シャツの前立てのボタンと袖そで口ぐちのボタンも外す。シャツを脱ぐと、いつの間にか近づいてきた彼が、私の手からそれを取り上げる。

「君に初めて会った時から思っていたのだが……とてもいい香かおりのコロンをつけているね」

　軽く畳たたんでくれたシャツに、顔を近づける。

「絞しぼり立てのレモンのような、胸が痛くなるほど爽さわやかな香り、そこにどこか色っぽい茉まつ莉り花かが微かに混ざっている」

　まるでキスでもしそうなその仕草に、私の背中に、なぜか冷たい物が走る。

「コロンはつけていません。……ありがとうございます。ここに置いておきます」

　慌てて彼の手から自分のシャツを取り、近くにあったソファの上に置く。彼は空になった両手を見下ろし、それから可笑おかしそうに笑う。

「君がなんだか警戒しているように見えるのだが？　私が嫌きらいかな？」

「いいえ、そんなことは」

「それならよかった」

　秋侯氏はにっこりと笑ってチャイナドレスを手に取る。

「最初はこれかな？　スラックスも脱がないと着られないよ」

「……はい」

　……どうしてこんなことをしているんだろう？

　私はとてもバカらしい気持ちでため息をつきながら、身を屈かがめて革かわ靴ぐつの紐ひもを解く。

　……だが、彼は景悟の叔父おじだ。無下にはできないし……。

　革靴を脱いでベルトを外し、彼に背を向けてスラックスを下ろす。脱いだスラックスをソファの背にかけて、服を受け取ろうと彼の方を振り返り……彼が私の身体を見つめていることに気づく。彼の視線はまるで滑すべるようにゆっくりと私の足先から頭の上までを往復し、私はとても居い心地ごこちの悪い気持ちになる。

「……あの……」

　私が言うと、彼は我に返ったように身体を震ふるわせ、私の顔に視線を戻す。それから唇くちびるに笑えみを浮うかべる。

「とても綺き麗れいな身体をしているんだな。繊せん細さいな骨格、真しん珠じゆ色の肌……同じ男とは思えない」

　彼の視線がまたゆっくりと落ちて、私の胸むな元もとの辺りに留まる。

「だが、胸は膨ふくらんでいない。肩もしっかりしていて……女性でもない。まるで翼つばさを折られた天使のようだ」

　陶とう然ぜんとした口調で言われた芝しば居いじみた言葉が、私の神経を激しく逆さか撫なでする。

　……いくらスポーツをしてもいっこうに逞たくましくなれないことは、ずっと私のコンプレックスだった。

　私は、不ぶ躾しつけな視線に必死で耐たえながら思う。

「君は本当に麗うるわしい。もしも私が画家なら君をモデルにして美しい宗教画を描えがくだろう」

　……芝居じみた台詞せりふは、いい加減にして欲しい。

　私は、彼がなかなか服を渡わたしてくれず、ジロジロと眺ながめ回してくることにうんざりしながら思う。

　……景悟がこの人を避さけようとしていた理由が、少し解わかった気がする。

　景悟がその美声で「あなたは美しい」と言ってくれる時、私は自分がもっと別の美しい人間になれたような気がする。そしてマフィアの家に生まれてしまった足あし枷かせや、たくさんのコンプレックスから解放され、何もかも忘れて彼の愛あい撫ぶに溺おぼれることができる。

　……愛した人が景悟だっただけで、私はもともとゲイではない。運命の人だった景悟の言葉は、やはり特別なんだ。

　……ほかの男に褒ほめられても、不愉ゆ快かいなだけだ。

「あの。ここは冷れい房ぼうがきついので、裸はだかでいると少し寒いのですが？」

　私が言うと、彼は苦く笑しようしながら私に服を差し出す。

「ああ、失礼した。あまりに美しくて見とれてしまった」

　私はひったくりたいのを必死でこらえ、その服を手に取る。そしてしっかりとした重量感と、すべすべと滑なめらかな手て触ざわりに驚おどろいてしまう。

「素す晴ばらしいシルクですね。さすが一流店のものだけはあります」

　思わず言ってしまうと、彼は嬉しそうにうなずいて言う。

「とても高価なものだ。宝石のような君にこそふさわしい」

　私がその服を着るまで、彼は私からまったく視線をそらさずに見つめ続けていた。ほかの服を着る時もまた同様だった。

　……自分が選んだ服をマジマジと見たいのは解る。だが着ている私はかなり居心地が悪いのだが。

「どれも素晴らしいが……これが一番似合っているかも知れないな」

　彼が広げたのは、かなり派手なマゼンタ色の長袍だった。やはり女性向けで、首から脇わきの下にかけて斜ななめに切り込みが入り、そこを中国風の布製のボタンで留めるようになっている。

「もう一度着てみてくれないか？」

　彼に言われて、もう反論する気力もない私は、黙だまってその長袍を着る。サイズは合っていたがかなりピッタリとしたデザインで、鏡を見た私は気が遠くなりそうだった。

　……まさかこんなに体の線が出るなんて。そしてまさか自分がこんな派手な色の服を着る日が来るなんて。

　高価な物なので、仕立てじたいもいいのだと思う。その長袍は私の貧弱な身体をとても優ゆう雅がに見せてくれている。高い襟えりは禁欲的だし、胸を斜めに横切る布製のボタンのデザインもほかでは見られないほど凝こっている。そして彼が選んだ派手なマゼンタ色は、おかしなことに私によく似合っていた。もともと白い私の肌はますます白く見え、顔立ちまでが変わったような気がしてくる。もしも私が女性なら、でなければ自分のことしか目に入らないような買い物好きだったら、きっととても嬉しかっただろう。

　……しかし、私は高価な服にも、大金を払はらって着き飾かざることにも興味がない。そしていかに体形に合っているからとはいえ、女性物の服を着せられることはマフィアの次期首領である私にとってはかなりの屈くつ辱じよくだ。許されるのならば、このまま逃にげ出してしまいたい。

「君には満開の牡ぼ丹たんのような華はなやかさがある。これを着た君は本物の花のようだ」

　彼が私を見つめて、うっとりと言う。

　……ああ、ともかく早く帰りたい……。




　　　　◆




　……本当に疲つかれた……。

　彼をホテルに送った後。スモークガラスなのをいいことに、私はリムジンの中で派手なマゼンタ色の長チヤン袍パオを脱ぎ捨て、いつものシャツとスラックスという服装に戻もどった。

　……あんな派手な服を着て屋や敷しきに戻ったら、執しつ事じの泰だけでなく、警護のメンバーにもショックを与あたえてしまいそうだ。

　あのブティックで、彼は結局すべての服を買ってしまった。私がトイレに立った隙すきに、なぜか会計を済ませていたのだ。買ってもらう理由がない、それなら自分で払うと言っても彼は受け入れてくれず……疲れ果てて呆ぼう然ぜんとする私に、いかにも嬉うれしそうに笑いかけた。「君を美しくするのはとても楽しい、癖くせになりそうだよ」と。

　……彼が景悟の叔父だから我が慢まんしているが、そうでなかったらすでに我慢の限界だろう。　>>>♥

　ブティックを出た後。彼がどうしても行きたかったというバーまで連れて行かれた。台湾のことはかなり知っている私ですら知らなかった場末のバーで、しかもそこはどうやらゲイも多いようだった。たくさんの男に言い寄られて私は本当に居心地の悪い思いをしたし、焚たかれているきついお香こうの匂においに倒たおれる寸前だった。

　……喜んでもらえたようでよかった。しかし私はもう疲れ果てた。

　私は、屋敷の中にある自分専用のリビングにいた。シャワーを浴びて髪かみと身体からだからお香の匂いを洗い流したはずなのに、まだ匂うような気がする。

　コン！

　窓に小石が当たる音がして、私は慌ててソファから立ち上がる。ベランダに出ると景悟が立っていて、なんだか泣いてしまいそうなほどホッとした。

「どうしたの？　いつもよりもっと可愛かわいいみたい」

　私を抱だき締しめた彼が、笑いながら言う。いつもは抵抗する私が、すぐに彼の背中に手を回してしまったからだ。

「少し寒い。誰だれかに抱きついて暖を取りたい気分なんだ。放ほうっておいてくれ」

　私は、彼の胸に顔を埋うずめながら言う。彼は可笑おかしそうに笑い……それから不ふ審しんな声で言う。

「あれ？　知らないお香の匂いがする」

　その言葉に、私はギクリとする。

　……気のせいじゃなかったのか。

　秋侯氏に連れて行かれたあの妖あやしいバーに焚かれていた匂いが、きっと鞄かばんかどこかに染しみついているのだろう。私は彼に秋侯氏と会った話をしようとするが……。

「まさか、俺に黙って誰かと会ったりしてないよね？　誰かの移うつり香がとか？」

　いぶかしげに言われて、私は話すのをやめてとぼけることにする。

「お香の匂い？　気のせいだろう」

　……秋侯氏に会った話などしたら、またいろいろなお仕置きをされてしまいそうだ。







　　　　馮景悟







　ずっと高たか嶺ねの花はなだと思っていた薫月と恋こい人びとになれて、俺は本当に幸せを感じている。でも、その反面、薫月のことが心配でたまらない。彼はその美しさで男達の視線を集め、発情させ、でも驚くほど無防備だ。

　……昨夜、彼の服からは嗅かぎ慣れないお香の匂いがした。薫月はくどい香かおりが苦手で、お香を焚くどころか、コロンすらつけない（彼の身体はもともととてもいい香りがするから、そんなものは必要ないのだけれど）。薫月は「帰りに寄った茶チヤー館クワンで焚いていたものだ」と言っていたけれど、粉っぽくて甘ったるい、あんな強きよう烈れつな香りがするような場所に、薫月が長時間耐えられるかがそもそも疑問だ。

「自分が嫉しつ妬と深ぶかいのはわかっているんだ」

　俺は、手の平にすっぽりと収まるほど小さい中国茶用の聞ウン香シヤン杯ペイをもちあげながら言う。

「だが、秋侯叔父おじさんの薫月を見る目が……なんだかとても気になった」

　俺は杯ペイに鼻を近づけ、蘭らんのように薫かおり高いその香りを吸い込む。いつもは安らぎを与えてくれる最高級の凍ドン頂デイン烏ウー龍ロン茶の香りが、今はなぜかとても味気ない。ため息をついてから顔を上げると、向かい側に座った三人の男たちが、何か言いたげな顔で視線を合わせている。

「馬ば鹿かな考えだとは、自分でもわかっている。そんな顔をすることはないだろう？」

　俺が言うと、そのうち一人がかぶりを振ふって、

「いえ、あきれていたわけではありません。あなたは一見呆ぼけているようですが、実はとても鋭するどいのかもしれないな、と思って」

　彼の名前は趙ツアオ。いかつい顔をした大おお柄がらな男。俺の警護の責任者だ。いかにもマフィアの関係者という雰ふん囲い気きだが、実はＩＣＰＯ香港支部の捜そう査さ官でもある。

「呆けているように見える？　失礼だな」

　俺は笑って見せ、それから趙の顔を見つめる。

「おまえたちがそんなことを言うには何か理由があるはずだ。情報でもあるのか？」

　趙は俺の顔を見返し、それから声をひそめて言う。

「ＩＣＰＯのメンバーが摑つかんだ極ごく秘ひ情報ですので、いつものように口外なさいませんように」

「わかっている。言ってみてくれ」

　俺の言葉に趙はうなずき、ガラスの耐たい熱ねつカップで工ゴン芸ユン茶チヤを飲んでいる、学生のように見える青年を振り返る。

　彼の名前は王。二十五歳。趙と同じくＩＣＰＯの捜査官で、見かけによらずさまざまな武道を会え得とくしていてとても強いという。だが、ほっそりとした身体と童顔はどう見てもせいぜい二十歳くらいだ。俺と薫月がコロンビア大学にいる頃ころ、彼はその若く見えるルックスを生かして学校内を自由に出入りし、私たちの警護に当たってくれていた。今は宅配便配送のアルバイトをしながらさまざまな会社に出入りし、情報を集めている。休日も比ひ較かく的てき自由に取れる身軽な身らしく、海外にも素す早ばやく行ってもらえるので心強い。

　王はグラスを置き、ポケットから小さなメモ帳を取り出す。

「僕は華捜査官の命令でしばらく北京に出張し、馮秋侯のファミリーの構成員のよく行く店でバイトをしていました。そこで摑んだ情報なんですが……」

　彼はメモ帳をぱらぱらとめくって、

「上部のメンバーに変わりはないので、台湾には伝わっていないようですが……ここ半年ほどで、あのファミリーの下部組織の構成員の数が倍増しています。総ゾン和ヘー会フイのメンバーが百五十人、黄ホアン幇パンのメンバーが八十二人、ＳＫＫのメンバーが五十三人。ほかの組織のチンピラや街にたむろしている柄がらの悪い若者などを金で集め、構成員としての訓練を行っているとか」

「なんだそれは？　会議にはそんな話は出たことがない」

「表向きは別の組織の構成員や、隠かくれ蓑みのになっている会社の社員ということになっています。さらに上層部にはかなり厳しい緘かん口こう令れいがしかれているようですね。チンピラにはそんなものは通じないみたいですけどね」

　王は真ま面じ目めな顔で言う。彼の隣となりにいた見み栄ばえのするハンサムな男が、ふいに言う。

「それだけなら、勢力を伸のばそうとして奔ほん走そうしているのかとも思えるのですが……」

　彼の名前はロッソ。二十七歳。イタリア人と中国人のハーフだ。ニューヨークにいる頃には、俺がよく行くイタリアンバールのバリスタをしていた。しかし本当は趙や王と同じくＩＣＰＯから俺の警護のためにニューヨークに派は遣けんされている人間だった。今は俺もいる馮家の経営する会社で秘書として働いている。ベテランの女性秘書室長、黄ホアンさんにも一目置かれているようだし、女性社員からもとても人気が高いらしい。こうやってどこにでも馴な染じめるのは潜せん入にゆう捜査官としては必ひつ須すの才能だろう。

　ロッソは、心配そうに眉まゆを寄せながら、

「実は、構成員達の間で『自分達は近々台湾に進出する』という噂うわさが流れているようなのです。上層部からそう言われているのだと」

「台湾？」

　俺は、その言葉に驚おどろいてしまう。

「台湾には馮幇の首領である俺の父がいる。馮一族の本ほん拠きよ地ちもすでに台湾に移っているといっていい。秋侯叔父の組織の構成員が来てくれても、人員が多すぎるけれど……」

「そうではありません」

　いつもは陽気な表情を浮うかべているロッソの顔に、厳しい表情が浮かぶ。

「僕らは、馮秋侯が人員を増やし、本家である馮幇から権力を奪うばおうとしているのではないかと考えています。華捜査官は、証しよう拠こが揃そろうまでは決めつけるなと言っていますが」

　その言葉に、俺は一いつ瞬しゆん眩暈めまいを覚える。

「親父おやじは、弟である秋侯叔父を信しん頼らいしている。だが……」

　俺は深いため息をつきながら、

「俺は、秋侯叔父のことがどうしても信用できないんだ。何を考えているのか未いまだにわからない」

　俺の脳のう裏りを、クラブ・シャングリ・ラでの光景がよぎる。薫月から連れん絡らく先を受け取った時の秋侯叔父は、俺にちらりと視線を移し、唇くちびるの端はしにさらに深い笑えみを浮かべた。どこか勝ち誇ほこったようにも見えるその笑みに、激しい怒いかりを覚えたことを思い出す。

　趙が、厳しい声で言う。

「華捜査官も同じように考えていたようです。華捜査官は、秋侯氏が牛ぎゆう耳じる馮幇の下部組織『恒フエン会フイ』の中にも、捜査官を紛まぎれ込ませていました。鄭ツエンという男です。北京に行き、彼に会って話を聞いた方がいいと思います」

「わかった、北京に行こう。きちんと調査をしなくてはいけないだろう」

　俺が言うと、三人は深くうなずく。その時、テーブルの上に置いてあった携けい帯たい電でん話わが、いきなり振しん動どうした。脳裏に薫月の顔がよぎった俺は慌あわてて携帯を摑み……そこに表示されていたナンバーを見てため息をつく。

「その顔。またあの方からですか？」

　趙の言葉に、俺はため息をつきながらうなずく。三人は顔を見合わせて複雑な顔をする。気の毒そうな、そして必死で笑いをこらえてもいるような。

「俺にとっては笑い事じゃないんだぞ」

　俺が言うと、趙が咳せき払ばらいをして、

「わかっています。薫月様のことしか考えられない、しかし親類のお嬢じようさんでは無下にもできない。……私は同情しますよ」

「どうもありがとう。二人は笑ってろよ」

　俺がムッとしてしまいながら言うと、王とロッソはこらえきれなくなったかのようにクスクスと笑い出す。

　……まったく……。

　俺は振動し続ける携帯電話を開き、通話ボタンを押す。

『景悟さん！　やっと繫つながったわ！』

　そして受話口の向こうから聞こえてきた声に、思わずため息をつきそうになる。

　彼女は高ガオ白バイ蘭ラン。二十五歳。秋侯叔父と俺の父親が勝手に決めた許嫁いいなずけ。秋侯叔父の配はい偶ぐう者しやの姪めいに当たる女性で、北京では名の知れた大だい富ふ豪ごうのお嬢さんだ。

　セキュリティーのために大学生までのほとんどの期間を日本で過ごしていた俺は、彼女とはほんの一度しか会ったことがない。そして俺には運命の相手である薫月がいる。何度も婚こん約やくを解消してくれと頼たのんではいるのだが……父も叔父も、叔父の妻である白蘭嬢じようの叔母おばも暖簾のれんに腕うで押しでのらくらと逃にげている。さらに最近では当の白蘭嬢が、こうして俺に直接連絡を取ってくるようになってしまった。

『三日ぶりですわ。心配しました。お忙いそがしかったの？』

「心配していただく必要はありません」

　俺は、精せい一いつ杯ぱい冷静な声を出そうとしながら言う。

「あの婚約は親同士が勝手に決めたこと。俺はあなたと結けつ婚こんする意志はありません。あなたも御ご自身がお好きな方とお付き合いなさってください。……何度もそう言いましたよね？」

『ひどい！　女性に向かってそんなことを言うなんて！』

　電話の向こうの声が、ヒステリックに高くなる。

『優やさしい人だと思っていたのに、裏切られたわ！』

　俺は、ひどい罪悪感に耐たえながらその言葉を受け止める。

　……もしも自分が薫月と出会っていなければ、彼女との婚約を受け入れただろうか？

　彼女はとても美人だし、育ちも家いえ柄がらもいい。普ふ通つうの男にとって結婚相手としては申し分ない女性と言えるだろう。だが……。

　……俺は薫月と運命で結ばれている。彼に出会わないわけがないし、だから他ほかの人と結ばれるなどということは絶対にあり得ないんだ。

「そうです。俺はひどい男です。あなたには相応ふさわしくありません。ですから……」

『婚約解消は絶対にしません』

　電話の向こうで彼女がきっぱりと言う。

『あなたはまだ気づいていないだけなんです。秋侯叔父おじ様も言っていたわ。あなたは照れているだけだって。私は美人だし、好きにならない男なんかいるわけがないって』

　……秋侯叔父が、またよけいなことを……！

『絶対にあきらめませんから』

　彼女は挑ちよう戦せん的に言い捨て、叩たたきつけるようにして乱暴に電話を切る。

「……はあ」

　俺は深いため息をつき、通話スイッチを切る。

「すっごいなあ。ここまで聞こえてきた」

　花ホア茶チヤをすすっていた王が、可笑おかしそうに言う。

「彼女の目的がなんなのか、まったくわからないんだ」

　俺は言い、そして深いため息をつく。

　秋侯叔父は、彼女一族とのつながりを持てば将来安あん泰たいだから、とかなり強ごう引いんに話を進めてきた。そして俺が一度も承しよう諾だくしない間に彼女に俺が婚約を承諾したと伝えてしまった。

　相手が普通の女性なら「あれは間ま違ちがいでした」と伝えれば済むことだと思うし、俺も何か行き違ちがいがあったのだろうと軽く考えていた。しかし一応きちんとしなくては、と彼女の一族に連絡を取り、北京まで出向いてきちんと本人と両親に会ってそう伝えた。

　……だが。

　彼女は、中学生の俺が参加していたパーティーで俺を見て一ひと目め惚ぼれしてくれていたらしい。さらに最近の写真を見て惚ほれ直したらしい。それは光栄なのだが……「婚約を承諾していない」と伝えた途と端たんに「噓うそだ、ひどい、信じない」と叫さけんで泣き始め、俺はかなり驚いてしまった。彼女の両親は俺と言うよりは俺の後ろ盾だてである馮一族と馮幇に興味があるらしく、やはりどうしても承諾しようとしなかった。「娘むすめを一人にしてやってくれ」と言われて北京を後にしたが……頻ひん繁ぱんに贈おくり物が届くところをみると、まったく話を理解していない、もしくはなんとかごり押しすれば結婚するだろうと思っているのだろう。

　贈り物とは言いつつ、女性が使うようなものばかりで、それはまるで嫁よめ入いり道具のようだった。しかも同どう封ふうされていた手紙にはまるで俺と彼女がすぐにでも結婚するようなことが書かれていた。俺は青ざめながらそれを返送し、やめてくれと懇こん願がんしたが彼らには届かず、またまるで嫁入り道具のようにいろいろな物が届く。屋や敷しきの執しつ事じに問答無用で返送させているが、「これでは安物過ぎただろうか」とさらに高価な物を送りつけられたりなどがあり……もう俺も屋敷の人間達も心からうんざりしてしまっている。そして彼らがそれほど強引なのは、後ろに秋侯叔父がついていて、煽あおっているせいもあるような気がする。

　法律顧こ問もんという仕し事ごと柄がら、北京にある本家の屋敷に訪ねることも多い。その時、なぜか嗅かぎつけられてホテルに特とつ攻こうされたりするのを見ると……秋侯叔父はいちいち彼女に情報を流しているようだし。もちろんホテルに来た彼女はきっぱりと追い返すけれど。

「彼女にいちいち泣かれたり罵ば倒とうされたりすることには、もう本当にうんざりしているんだ。彼女がなぜ俺のような男に執しゆう着ちやくするのかまったく理解できない。何か裏があるのだろうか」

　俺がため息をつくと三人は顔を見合わせる。趙が気の毒そうな顔をして、

「あなたは申し分のないハンサムですし、コロンビアの法科大学院を首席で卒業したほどの秀しゆう才さい、大富豪・馮一族の一員、しかも将来は馮幇の大幹部。財産と権力、さらにパートナーに優すぐれたルックスを求める女性にはうってつけなのでは？」

「そのプロフィールは間違ってはいないけれど、俺はハンサムでもないし、ただのヘタレの大型犬だよ」

　俺がため息をつくと、王が声を上げて笑う。

「景悟さんはどっか母性本能をくすぐるんですかね？　女王様タイプにモテモテだ」

「薫月のことなら、彼女とはまったく違ちがうよ」

　俺は言って、閉じた携帯電話をポケットに入れる。

「薫月は一見女王様っぽく見えるけれど、それは彼が芯しんの強いしっかりした人だからだ。本当はとても優しいし、実はすごく可愛かわいいし、それだけじゃなくて二人きりの時には……」

　俺は言い、三人の呆ぼう然ぜんとした顔に気づいて言葉を切る。王が顔を赤くして言う。

「ええと……その先が、聞きたいような、聞きたくないような」

　俺は咳払いをして、

「とにかく何があろうと俺は薫月を愛しているし、それはいつまで経たっても変わらない」

「わかりました。僕らはノロケられたということですね」

　ロッソが可笑しそうな顔で蓋ガイ碗ワンに入った銀イン針ツエン茶を飲み干す。それから顔を引き締しめて言う。

「薫月さんのためにも、秋侯氏の動きをきちんと探さぐるべきでしょうね」

　その言葉に、俺は深くうなずく。

「秋侯叔父が薫月に目を付けた様子なのも気になる。まあ……薫月はあんなに綺き麗れいだから、目を引かれるのも無理はないけど」

　俺の言葉に三人は顔を見合わせ、そして可笑しそうに笑う。

「これは完全にノロケですね。ご馳ち走そう様さまです」

　ロッソが言い、それから調査の計画を説明し始める。

　……これからは、調査のために北京と台湾を往復することが多くなるだろう。薫月となかなか会えなくなる。

　俺の心の中に、暗い雲のように心配な気持ちが広がってくる。

「大学時代の友人が、台北の新聞社の社会部に勤めている。前に協力したことがあるから、今度は彼が調査に協力してくれるかもしれない」

　俺の言葉に、ロッソはうなずく。

「わかりました。華捜そう査さ官にそのように伝えます」

「頼む」

　俺は言いながら、ため息をつく。

「父と兄に報告するのは簡単だ、だが叔父を完全に信用している彼らは、簡単には動いてくれないだろう。きちんとした証しよう拠こを摑つかむしかない」

　俺の言葉に、王とロッソが深くうなずいている。

「あと。華捜査官から一つ情報が。これはとてもプライベートなことなので、甥おいであるあなたにお聞かせするべきか迷うのですが……」

　趙が、どこか言いづらそうに言う。俺の心の中に、微かすかに嫌いやな予感がわき上がる。

「構わない。なんでも言ってくれ」

　俺が言うと、趙はうなずいて、

「秋侯氏は、どうやら女性よりも美しい青年に興味があるようです。北京の潜せん入にゆう捜査官から、秋侯氏が北京の裏町にあるいかがわしい店の常連で、身体からだを売る青年たちを次々に買っているという報告があったそうです。それどころか男の愛人までも囲っていると」

　言うが、彼の眉み間けんには不愉ゆ快かいそうな皺しわが寄っている。

「ゲイに偏へん見けんはありませんが……あんなに美しい奥さんと、可愛いお子さんがいるというのにそんなことをするなんて。とても信じられません」

　馮家の主しゆ催さいするパーティーで、趙は秋侯叔父おじの家族を見かけたことがあるはず。彼の口調には怒いかりが滲にじんでいる。

　その言葉に、俺はあることを思い出し、嫌な気分になる。

　実は。俺は中学生の頃ころに秋侯叔父に会ったことがある。馮家のパーティーに母と一いつ緒しよに参加した俺は、秋侯叔父に声をかけられ、庭に呼び出された。日本で育ち、馮家の人々を知らなかった俺には、優やさしそうな親しん戚せきの叔父さんと話ができることがとても嬉うれしかった。……だが。

　一応当時は紅顔の美少年と言われていた俺は、彼から「彫ちよう刻こくのように美しい」だの「君を私の手で大人にしたい」などと言われ、連れん絡らく先を渡わたされた。

　まあ、すぐに俺が日本に預けられていた実の甥であることが解わかり……彼はどこか脅おどすような口調で「さっきのことは秘密だよ」と囁ささやいてきたのだが。あの時には彼の言葉の意味がよく理解できなかったし、嫌な気持ちと、言い様のない恐きよう怖ふしか感じなかったのだが……あれはすでに秋侯叔父の性せい癖へきを表していたのかも知れない。

「秋侯叔父は、薫月にも目をつけたようだ。クラブ・シャングリ・ラで薫月から連絡先を聞き出していた」

　俺が思わず言うと、三人は驚おどろいたように目を見開く。

「それはとても危険では？」

「呼び出されたりしたらヤバイですよ」

「そうです。すぐに電話番号を変えたほうが……」

　口々に言われて、俺は深いため息をつく。

「俺も電話番号を変えてくれと薫月に頼たのんだ。怒おこった彼に『どうしてそんなことをしなくてはいけない？　自分の叔父を信しん頼らいしていないのか？』と一いつ蹴しゆうされた。携けい帯たい電でん話わでなくて屋敷の電話番号だったのがまだ救いだが」

　三人は顔を見合わせる。趙が気の毒そうな顔で、

「薫月さんなら言いそうですね。私たちがまた陰かげながらお守りするしかありませんね」

「そうだな。だが、俺たちが意味もなく薫月に張り付いていても、さらに疎うとましがられるばかりだろうな。まずは秋侯叔父の身辺を洗うことから始めよう」

　俺の言葉に、三人がうなずく。

「顔の割れていないほかの部下を、薫月の身辺警護に当たらせてくれ。そうそう動きがあるとは思わないけれど……薫月に絶対に危険が及およばないように」

「わかりました。ＩＣＰＯの優ゆう秀しゆうなメンバーを薫月さんの護衛につけます。薫月さんには気づかれないようにしますのでご心配なく」

　薫月は一見クールで用心深いように見えるが、実はとても気が優しくて、すぐに人を信じてしまう。学生時代にはその性格を利用され、部下だと思っていた男にストーカーまでされてしまった。

「……危なっかしくて見ていられない。そこが可愛らしくもあるんだけどね」

　……ああ、なんだか嫌な予感がする……。
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「……報告は以上です」

　台北市内、馮家の本家にある会議室。そこで開かれた幹部会に、私は出席していた。会議テーブルのちょうど向かい側に秋侯氏がいて、顔を上げれば目が合うし、目が合えば意味ありげに笑いかけてくる。

　……気が散って、まったく会議に集中できない。

　秋侯氏からの誘さそいは続いているが、はっきり言って彼と会うのは気が進まない。

　景悟は「叔父と会わないほうがいい」と言っていたが、秋侯氏の妙みような押しつけがましさや、私に対する妙な態度を思えば、それが正しいかもしれない。だが、会議となれば断ることはできない。景悟は何か急な仕事ができたらしく、こんな時に限って会議に不参加だ。

「それでは今日の会議はここまでとさせていただきます」

　今日の議長となっている秋侯氏が言う。参加していたメンバーは立ち上がり、それぞれ話をしながら部屋を出ていく。

　私は秋侯氏に引き留められないように書類を慌あわててまとめるが……席を立ったところでいつの間にか近づいてきていた秋侯氏に前を遮さえぎられてしまった。

「景悟のことで、相談したいことがあるんだ」

　断りの言葉を考えていた私は、彼の口から出た意外な言葉に驚いてしまう。

「景悟のことで？」

「そうだよ。大学生時代から景悟を知っている君に、意見を聞きたい」

「……秋侯。薫月さんを引き留めているのか？」

　笑いながら近づいてきたのは、馮幇の首領、景悟の父親だった。秋侯氏は可笑おかしそうに、

「兄さん。例の件で、彼に相談をしようと思っていたんですよ。景悟がなかなか煮にえ切らないせいで、白蘭からいろいろとせっつかれていてね」

「まあ、女性としてはいろいろと準備もあるだろうしなあ」

「煮え切らない……というと？」

「景悟は婚こん約やくしているんだ。だがなかなか結けつ婚こんの日取りが決まらない」

　秋侯氏が言った言葉を聞いて、私の全身から血の気が引く。

　……噓うそだ。

「あの二人は似合いだと思うんだが」

　景悟の父親の言葉に……私はそれが噓ではないことを知る。

　……まさか、そんな……。

　私は、景悟が跡あと取とりを残さなくていいかどうかがずっと気になっていた。彼は「あなただけだ」とずっと言っていたが、本当にそんなことが通用するのかと不安だった。

　……その不安が、本当になるなんて。
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　北京でのマフィアの動向を調べることで忙ぼう殺さつされていた俺は、馮家の本家で開かれた会議に欠席をした。そして台北市内にある自分のオフィスに詰つめていた。父親と兄が参加しているので問題はないが……秋侯叔父おじが薫月に何かちょっかいを出していないかだけが心配だった。

　……薫月には二人で会わないでくれとあんなに言った。

　俺は知り合いの新聞記者から送られてきたＦＡＸを読みながら、思う。

　……クールな彼はいつものように素す直なおにうなずいてはくれなかったけれど、俺がどんなに心配しているかは理解してくれたはず。だからきっと俺に黙だまって叔父に会ったりはしない。

　ブルル、ブルル！

　デスクの上に置かれた電話が、内線の呼び出し音を奏かなでる。俺は手を伸のばしてスピーカースイッチをオンにする。

「どうしました？」

　俺が言うと、隣となりの秘書部屋に詰めているベテラン女性秘書、黄さんの声が応こたえる。

『外線が入っております。お名前を名乗られていませんが』

　ちょうど新聞記者からの電話を待っていた俺は、

「いい。知り合いだ。繫つないでください。それから頼みたい郵便物があるんですが」

『おつなぎします。そしてそちらにうかがいます』

　彼女の声に続いて、電話が外線の着信音を奏で始める。それと同時に、防音仕様になっているドアが外側から開いた。きっちりと後ろでまとめた白はく髪はつ、黒くろ縁ぶちの眼鏡めがね、クラシカルなスーツ。いかにも優秀な秘書、というイメージの女性が足早に部屋に入ってくる。

　俺は近づいてきた黄さんに郵便物の封ふう筒とうを渡す。それからデスクの引き出しから出したプレゼントの包みを彼女に差し出す。

「今日はもう帰ってくださって結構です。……これはお孫さんに。お誕生日おめでとうとお伝えください」

　言うと、黄さんはいつもはクールな顔に、満面の笑えみを浮うかべる。

「まあ、ありがとうございます」

　それを受け取って深く頭を下げる。弾はずむような足取りで部屋を出ていく彼女の後ろ姿を見送ってから、俺は着信音を奏で続ける電話の受話器を取る。

「待たせて済まない、景悟だ。さっきのＦＡＸのことだけれど……」

『忙いそがしかったかな？』

　相手が知り合いだと思って話し始めてしまった俺は、受話口から聞こえてきた低い声に、思わず言葉を途と切ぎれさせる。

「秋侯叔父おじさんですか？」

『何をそんなに驚いているのかな？』

　俺はそっと深呼吸をして気持ちを落ち着け、平静な声を出す。

「失礼しました。ちょうど友人から電話が入るところだったので」

『邪じや魔まをしたら悪いな。すぐに切るよ。……おまえの友人の李薫月さんのことで』

　俺の心臓が、ドクンと一つ不ふ吉きつに高鳴る。

「彼がどうかしましたか？」

『彼の家に電話をしたのだが、つかまらないんだ。おまえなら、彼の携帯電話の番号を知っているのではないかと思ってね』

　叔父の楽しげな声が、俺の神経を逆さか撫なでする。

　……やはり薫月に目を付けていたか。

「伝言なら伝えます。ちょうど今日会う約束をしていますので」

『そうか。大した用事ではないんだが……それなら頼めるかな？』

　叔父はなぜかクスクスと笑ってから、

『今日はとても楽しかった、夜遅おそくまで引き留めて悪かった、と伝えてくれ』

　……なんだと……？

『それから、この間プレゼントした他ほかの服を着たところが見たい、また連れん絡らくをくれ、と』

　俺は受話器を持ったまま、呆ぼう然ぜんとする。

　……引き留めた？　プレゼントした服？

　とても信じられない気持ちで、心の中で繰くり返す。

「……薫月さんと、プライベートで会っていたのですか？」

　俺の唇くちびるから、きしむような声が漏もれた。秋侯叔父は楽しそうな声で、

「そうだよ。彼とはなぜか気が合ってしまって、何度かね。彼は美しいし、知性的だし、とても素す晴ばらしいな」

　……薫月は、俺にそのことを秘密にした。それは何か後ろめたいことがある証しよう拠こなのか？

　全身から、ゆっくりと血の気が引いていく。

　……まさか、そんなことが……。

『ああ、そうそう』

　秋侯叔父は、とても淫いん靡びな秘密でも話すかのように声をひそめる。

『彼は本当に綺き麗れいな身体からだをしている。真しん珠じゆの肌はだとピンクの乳ち首くびがまるで少女のようだった』

「……え？」

『ああ……驚おどろかなくても、もちろんいかがわしいことなどしていないよ？　まあ、彼はとても魅み力りよく的だし、あちらもまんざらではない様子だったから……これからどうなるかはわからないけれどね』

　叔父は囁ささやくように言い、伝言を頼たのんだよ、と言い残して電話を切る。俺は受話器を握にぎりしめたまま愕がく然ぜんと立ちすくむ。

　……噓だ……。
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　……景悟に、婚約者がいる……。

　あまりのショックで、秋侯氏の言葉になんと応こたえたのか覚えていない。気づいたら、私は侯に連れられて屋や敷しきに向かうリムジンの中にいた。

　……信じられない……景悟が婚約していたなんて……。

　窓の外を流れていく景色を呆然と見ながら思う。

　……しかも、景悟はそれを私に秘密にしていた。ということは、きっと私に対して後ろめたい気持ちがある。きっと、彼女とのことを真しん剣けんに考えているのだろう。

　貧血でも起こしているかのように、ゆっくりと身体が冷たくなっていくのが解わかる。

　……景悟は、その女性と結婚するつもりなのか……？

　……私に愛していると囁いた、あの言葉は噓だったのか……？

　いきなり涙なみだが溢あふれそうになり、私は眉まゆを寄せる。そしてつらい気持ちを吐はき出そうとして、深いため息をつく。

　向かい側に座った侯が、とても心配そうに聞いてくる。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　お顔が真っ青です。気分が悪いのでしたら車を止めて休んだ方が……」

「……疲つかれただけだ。早く帰りたい」

　私の声は、本当に疲れ果てたようにかすれていた。

「少し寝ねていく。屋敷に着いたら起こしてくれ」

　言って、彼から顔を背そむけるようにして、窓に額をつける。強く目を閉じて、涙が溢れないようにする。

　……私も彼も男なんだ。女性との結けつ婚こんを考えるのは当然のこと。しかも彼は中国マフィア、馮幇の首領の次男。兄がいたとしてもやはり跡あと取とりを考えなくてはいけないはずだ。

　ニューヨークで出会った日のこと、ごく普ふ通つうの大学生のように楽しかった毎日、数年間の別れ、再会と、台湾に戻もどってからの甘い甘い日々。

　彼との時間が、そして彼の笑顔が、私の脳のう裏りを走そう馬ま灯とうのように駆かけ巡めぐる。

　……彼にとってはただのお遊びだったのだろう。なのに本気にしてしまうなんて。

　私はこらえきれずに、深いため息をつく。

　……ああ……私は本当にバカだ……。

　鋭するどい何かが突つき刺ささったかのように、心がズキズキと痛む。

　……あんなひどい男を、こんなにも愛してしまったなんて……。
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　私が住んでいる屋敷には、ガラス張りの広いサンルームがある。庭師が丹たん誠せい込めて育てた熱帯の木々が茂しげり、美しい蘭らんが咲さき乱れている。亜熱帯の台湾らしい色とりどりの蘭は、ガラスの部屋の中をその甘く馥ふく郁いくたる香かおりで満たしている。

　屋敷に戻った私は、すでにシャワーを浴びる気力もなかった。執しつ事じに茉モー莉リー花ホア茶を運ばせ、使用人達に自分の部屋に戻るように言付けた。私がここに籠こもるときには大切な考え事をすることを知っているので、執事ももう来ないだろう。

　サンルームの木々の間には座り心地ごこちのいい籐とうのソファが置かれている。普ふ段だんは間接照明で照らされ、まるでお洒落しやれなカフェのように見えるここも、今はサイドテーブルに置かれた蠟ろう燭そくの灯あかりだけで薄うす暗ぐらい。花と緑の香りに包まれてここで考え事をするのはとても好きな時間だが、今日の私はとてもくつろいだ気分になどなれない。

　……私は、どうしたらいいのだろう……？

　コンコン！

　ガラスが小さく叩たたかれる音がしたのは、十二時近い深夜だった。

　ソファに呆然と座っていた私は、その音に驚いて顔を上げる。

　……執事なら、ガラスを叩いたりせずにドアを開いて入ってくる。いったい誰だれが……。

　私はソファから立ち上がって木々の間を抜ぬけ……そしてガラスのドアの前に立っている男の姿を見てその場に立ちすくむ。薄暗い庭灯の明かりの中に立っていたのは、景悟だった。

　彼の端たん麗れいな顔を見るだけで、私の心の中に何か熱い物が膨ふくれ上がる。

　……どの面つらを下げて、私に会いに来たんだ……？

　私は木々の間を縫ぬって歩き、ガラスのドアを開く。

「薫月。聞きたいことが……」

　私は拳こぶしを固め、景悟の頰ほおを思い切り殴なぐった。ガッという音がして、景悟が目を閉じる。拳けん法ぽうを会え得とくしている私に本気で殴られたダメージは、生やさしいものではないはず。だが景悟はその眉み間けんにわずかな縦皺じわを寄せただけで、ほとんど表情を変えなかった。

「もう二度と私の前に姿を現すな！」

　私は、彼に向かって叫さけぶ。

「おまえの顔など見たくない！」

　景悟は目を開いて、呆然とした顔で私を見つめる。彼の端麗な顔に、ゆっくりと怒いかりの表情が上ってくる。

「秋侯叔父おじさんと、何度も会っていたらしいね。俺があれほど言ったのに」

　景悟の唇から低い声が漏れる。彼の漆しつ黒こくの瞳ひとみの中には、激しい怒りの炎ほのおが燃えている。

「あなたは俺の言うことを聞いてくれない。どうしたらわかってくれるんだ？」

　彼の言葉が、私の気持ちを逆撫でする。

「なぜ私を責めるんだ？　自分は……！」

　私は言おうとするが……どうしても『婚こん約やく』という言葉を唇に乗せることができない。

「忙いそがしくなると言ったはずです。ほんの少し目を離はなしたら、もうほかの男とデートですか？」

　景悟の言葉が、私の心に突き刺さる。

「ほかの男などという言い方をするな。彼はおまえの叔父さんだろう？　しかもまるで私が浮うわ気き目的で会っているかのような……」

「叔父さんと会っていたことがばれたからって逆切れですか？」

　景悟の目の奥に、怒り狂くるった肉にく食しよく獣じゆうのような光が煌きらめく。

「……あ……っ！」

　気づくと、私はソファの上に押し倒たおされ、のしかかられていた。

「離せ！　こんなところで何をする気だ？」

「あなたが考えているのと同じことですよ」

　彼は言って手を伸のばし、サイドテーブルから、蠟燭が燃えているガラスの容器を取る。そして唯ゆい一いつの光源だった蠟燭をフッと吹ふき消してしまう。

「……あ……っ」

　月の出ていない今夜、蠟燭の灯りがなくなるとサンルームの中は真の闇やみだった。緑の香りとムッとした湿しつ気けに、まるで本当に深い熱帯雨林に紛まぎれ込んでしまったかのような気分になり、戦せん慄りつが背中を走る。

　……ああ、肉食獣のような彼は、私に何をする気なのだろう？

　暗がりの中で、彼の手のひらが私のシャツのボタンを外す。

「……やめ……んん……っ！」

　シャツの中に滑すべり込んだ彼の手。

「いやだ、やめ……あ……っ」

　いきなり屹きつ立りつを口こう腔こうに含ふくまれて、私は思わず声を上げてしまう。

「……ダメだ……あぁっ……！」

　彼の髪かみに慌あわてて指を埋うずめるが、舌で巧たくみに愛あい撫ぶされて指に力が入らなくなる。

「……ん……んん……っ」

　側面を手のひらでゆるゆると扱しごき上げられ、先せん端たんの張りつめた部分を舌で繰くり返し舐なめ上げられる。全身が蕩とろけそうな快感が、腰こしの奥から背骨を這はい上がってくる。

「……やめろ……口、離せ……くうっ！」

　お仕置きをするようにチュクッと音を立てて吸い上げられて、思わず息を吞のむ。あまりの快感に腰が揺ゆれてしまい、彼の口腔にグッと深く突き込む形になる。

「……あっ」

　あまりの恥はずかしさに逃にげようとした私の腰こし骨ぼねを彼の大きな手が捕つかまえる。逃がさない、とでもいうようにわざと音を立ててしゃぶり上げられて、目の前が白くなる。

「……ダメ……やめろ……ああ……っ！」

　鋭く甘い電流が走り、私の腰がまたビクリと揺れる。羞しゆう恥ちに全身が熱くなる。

　……なんてことだ……。

　必死でかぶりを振ふりながら思う。

　……無理やりされているのに、こんなに感じてしまうなんて。　>>>♥

　必死で抵てい抗こうしようとするが、驚おどろくほど強い力で足首を摑つかまれ、そのまま高く持ち上げられてしまう。

「嫌いやだ、やめろと言っている……アアッ！」

　まだ硬かたいままの蕾つぼみに、強ごう引いんに屹立が押し当てられる。

「私は拒きよ絶ぜつしている。これで挿いれたら、強ごう姦かんだぞ」

　私は彼を睨にらみ上げながら言う。しかしグッと腰を進められるだけで、蕾はヒクヒク震ふるえて彼のために蕩けそうになる。

「あなたは感じている。強姦にはならない」

　彼の手が、私の屹立を強引に摑み上げる。

「ほら、ここは反り返って、ヌルヌルだ」

　音を立てて扱き上げられ、激しい快楽と悲しみに引き裂さかれて私は泣きそうになる。

「……くうっ……やめろ……！」

「嫌だ。ここでやめたらあなたを永久に失ってしまいそうだ」

　景悟は苦しげな声で言って、ググッとさらに深く腰を進めようとする。

「やめろ……嫌だ……んんっ！」

　彼から与あたえられる快楽を覚え込んだ、私の身体からだ。彼の体温と芳かんばしいその香りだけで反応し、彼を受け入れようとしてしまう。

　……ああ、拒絶しなくてはいけないのに……！

　蕾は私の意志に反して、まるで歓かん迎げいするように彼の先端を受け入れ、包み込んでしまう。

「ほら、もう柔やわらかく蕩けた」

　彼が囁ささやきながら、さらに腰を進めてくる。

「あなたは俺を欲しがっている。だからこれは強姦じゃないんだ」

　彼は自分に言い聞かせるように囁き、私の最さい奥おうまでグッと屹立を突き入れる。

「……ひ、う……っ！」

　震える私の身体を引き寄せ、そのまま獰どう猛もうな抽ちゆう挿そうを開始する。

「……アッ……アッ……アァッ……！」

　とても悲しいのに、私の身体は勝手に反応し、唇くちびるからは喘あえぎが漏もれる。

「……薫月、薫月……」

　彼が私の名を呼び、容よう赦しやなく屹立を突つき入れてくる。

「……あ、あ、ダメ……！」

　彼の手のひらが、濡ぬれて揺れている私の屹立を扱き上げる。同時に激しく抽挿されて、目の前が白くなる。私の身体の奥から、何かがせり上がってくる。それは足先から身体を痺しびれさせ、そして私の屹立に集約し……。

「アアーッ！」

　私の先端から、ビュクッと激しく欲望の蜜みつが[image: 迸]ほとばしる。ほとんど同時に彼の屹立がビクリと震え、私の体内に熱いものが撃うち込まれた。

「……満足したか？　それならもう二度と私に近づくな」

　私の唇から、凍こおりそうに冷たい声が漏れた。景悟はまるで今にも死んでしまいそうな顔をして、私を見下ろしてくる。

　……そんな顔をするなんて、ずるいじゃないか。

　私は、泣きそうになりながら思う。

　……女性と婚約していることを、秘密にしていたくせに。







　　　　馮景悟







『満足したか？』

　薫月の言葉を思いだし、俺は震えるため息をつく。

『それならもう二度と私に近づくな』

　彼の表情は凍り付いたように硬く、彼の目の奥には激しい怒りの炎が燃えていた。

　俺の愛撫の下で、彼は身も世もなく喘ぎ、たくさんの蜜を放った。しかし……。

　……あれは、強姦だった。

　鋭するどい氷柱のようなものが、俺の心臓の真ん中を貫つらぬいている。

　……俺は最低の男だ。愛している人に、あんなことをしてしまうなんて。

　昨夜、一いつ睡すいも出来ずに悶もん々もんとして夜を明かした俺は、空港に向かい、そして北京行きの最初の便に飛び乗った。そして一足先に北京に到とう着ちやくしていた、趙、ロッソ、王の三人と合流した。

　ここはロイヤル・リージェンシー北京。北京市内でも屈くつ指しの高級ホテル、その最上階のスウィート。紫し禁きん城じようを見下ろせる夜景は見事だが、俺の心は暗くら闇やみに包まれたままだ。

　今日は一日、さまざまな場所への連れん絡らくと情報収集で終わってしまった。ルームサービスで軽い夕食を摂とった俺たちは、この後で北京の街に出かけることになっている。

「景悟さん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　趙の声に、俺はハッと我に返る。顔を上げると、趙だけでなく王とロッソもとても心配そうな顔で俺を見つめていた。

「ああ……すまない。少し疲つかれているのかな」

　俺は無理やりに笑おうとして失敗する。王が心配そうな顔で言う。

「なんだか調子が狂くるっちゃうなあ。もしかして……薫月さんと何か……」

「王、プライベートなことに口を挟はさむな」

　王の言葉を、ロッソが慌てて止めている。俺は両手を上げて見せて、

「すまない。いつものように、ただの痴ち話わ喧げん嘩かなんだ」

　言って、今度はなんとか笑うことに成功する。

　……薫月はとてもストイックで、厳しい。彼を本気で怒おこらせた俺は、もう二度と会うことすら許してもらえないかもしれないが。

「心配しなくていい。いつも通り、すぐに仲直りするから」

　俺が言うと、三人はホッとしたようにため息をつく。ロッソが笑いながら、

「失礼しました。私たちはニューヨークにいる頃ころからお二人のことを応おう援えんしていました。少し妬やきながらね。早く仲直りしてください」

「わかっているよ。調子を狂わせて悪かった」

　俺はため息をついて、今だけでも薫月のことを忘れなくては、と思う。もちろん忘れられるわけがないのだが。

「仕事の話に戻もどろう。……秋侯叔父おじのファミリーに潜せん入にゆうしている捜そう査さ官とは面識があるんだったな？」

　俺の言葉に、趙はうなずく。

「ええ、名前は鄭と言います。同じチームで働いたことはないのですが、華捜査官が一目置いている、腕うで利ききの捜査官です」

「華捜査官はいい部下をたくさん持っているらしい。もちろん君たちも含めて。馮幇の幹部としてはそのリーダーシップを見習わなくてはいけないかな」

　俺の言葉に三人は顔を見合わせる。それから何かを思い出すようにため息をつく。

「見習わない方がいいと思います。あまりにもいい加減なので放っておけないだけというか」

「しかも、とても強引で気がつけば思い通りに動かされているし」

「口調が乱暴なだけでなく、実際に信じられないほど強いですし。ＩＣＰＯのタフな捜査官たちからも本気で怖おそれられています」

　三人の褒ほめ言葉なのか悪口なのか解わからない言葉に、思わず笑ってしまう。趙が腕うで時ど計けいを見下ろして、

「十九時の約束をしていました。もうすぐ来るのではないかと……」

　その言葉を合図にしたように、部屋のドアにノックの音が響ひびいた。王が身軽にソファから立ち上がり、リビングを横切って覗のぞき穴から外を覗く。

「鄭が来ました。ほかには誰だれもいないようです」

「入れてやってくれ」

　俺が言うと、王は鍵かぎを外してドアを開く。入ってきたのは、スーツをキッチリと着こなし、エリートサラリーマンのような風ふう貌ぼうの品のいい男だった。年ねん齢れいは二十代後半くらい、なかなかのハンサムといえる。

　……彼が馮幇北京支部の幹部、そして華捜査官から派は遣けんされているＩＣＰＯの捜査官か。

　俺は思い、それから彼の名前にどこか聞き覚えがあることに気づく。

「そういえば、秋侯叔父のいる『恒会』の最年少幹部……たしか鄭と聞いたような……」

「いちおう幹部の仲間入りをさせていただきました」

　ファミリーごとに構成員には特色が出る。馮幇の幹部はほとんどが高学歴で、見た目もマフィアらしくない人間が多い。それは先代の首領だった祖父の方針。気の荒あらい男ばかりではこれからの裏社会では生き残れない、というのが彼の持論だった。鄭のように品のいいルックスの男は、出世も早いのだろう。もちろん、それだけではないだろうが。

　俺はふと気づいて鏡に映った自分の姿に目をやり、それから一人で苦く笑しようする。

　台北にいる時には、法律顧こ問もんをしているせいもあってほとんどスーツで過ごしている。今回は目立たないように、と黒の綿シャツとジーンズというくだけた姿で来たのだが……マフィアに見えないどころか、ただの大学生のようだ。

　……人のことはまったく言えないな。

「お会いできて光栄です、景悟様」

　彼は言って、馮幇の習わしに従って跪ひざまずく。そして、胸に手を当てて深く頭を下げる。

「鄭省シエン鎮ツエンと申します。華捜査官から話は聞いています。北京の裏町なら詳くわしいですので、私がご案内します」

「さすがは鄭さん。挨あい拶さつも様になってるね」

　王が言い、鄭は驚おどろいたように目を見開く。俺は彼に近づいて、

「立って。そういう堅かた苦くるしいことは抜ぬきにしよう。あなたは本当は捜査官だし、俺はただの首領の息子むすこ。敬語も使わなくて構わないよ」

「ありがとうございます」

　鄭はもう一度頭を下げてから、ゆっくりと立ち上がる。

「久しぶり、鄭さん。なんだか本物のマフィアみたいだね」

　王が言い、鄭が照れたように笑う。

「捜査官仲間に会うと調子が狂いますね。長いこと潜せん入にゆうしていましたから。……お久しぶりです、王さん」

　それから趙とロッソに視線を移して言う。

「久しぶりですね、趙さん、ロッソさんも」

「久しぶりです、鄭さん」

　趙が答え、ロッソが可笑おかしそうに笑う。

「堅苦しいなあ。……鄭さん、ちょっと変わったね」

　鄭はなぜかとても驚いたように目を見開く。

「変わった？　そうでしょうか？　どこがですか？」

「いや……どこってこともないけどね」

　ロッソが言って肩かたをすくめる。

「単身の潜入捜査は大変だろうな。私たちは複数だし、景悟さんにはカミングアウトが出来ているからいいけれど」

「いえ、どうやらこの仕事は私の性しように合っているようです」

　鄭の唇に、一いつ瞬しゆん、不思議な笑えみが浮うかぶ。彼の品のいい顔立ちにあまり似合わないその笑みに、俺は微かすかな違い和わ感かんを覚える。

　……彼は潜入捜査官だ。一ひと筋すじ縄なわでいかないのが普ふ通つうかな。

「鄭さんとも合流できたし、そろそろ出かけませんか？　まずは……」

　王が、ポケットから出した手帳を見ながら言う。

「華捜査官からの情報で、秋侯氏と関係していたと思われるコールボーイ……身体からだを売っている青年達のことですね……の名前を突き止とめました。彼がよく客引きをしていた店の住所ももらっています。北京市内の……春チユン華ホア街ジエってわかる？」

「有名ですよ。大丈夫。ご案内します」

　鄭はうなずき、私に向かって笑いかける。

「捜査がいい方向に進むといいですね」

「ああ、どうもありがとう」

　俺は彼の笑顔を見ながら答える。そしてまた、何かの違和感を感じる。

　……何かがひっかかる。いったいどうしたというんだろう？




　　　　◆




　鄭は先に立ち、暗い道をどんどん歩いていく。

　ゴミの溜たまった側そつ溝こうからは濁にごった水が溢あふれて道路を濡ぬらし、すえた悪あく臭しゆうを周囲にまき散らしている。下品な極ごく彩さい色しきのネオンが水たまりに反射して、とてもうらぶれた雰ふん囲い気きだ。

　俺は、趙たちと一いつ緒しよに鄭の後を追いながら思わず眉まゆをひそめる。

「……俺が北京にいた頃、この周辺はこんなに荒あれていなかったはずだ」

「たしかに以前はこの辺りはただの飲み屋街でした。たまにいかがわしい店もありましたが合法の物ばかりでしたし、しかし……」

　趙が、暗あん澹たんたる声で言う。

「この数年ですっかり様変わりしてしまったようです」

「お兄さんたち、春華街に行くなら、素しら面ふじゃつまらないでしょ？　クスリは？」

　路地から声がして、顔色の悪い男が俺を手招きする。

「クスリ？　何があるんだ？」

　俺が聞き返すと、男は下げ卑びた笑みを浮かべて、

「お望みの物なら何でもある。合法ドラッグ、非合法ドラッグ……うちのは最高級だ」

　男がポケットから小さなビニール袋ぶくろを取り出す。ロッソが一歩進んでそれを受け取り、ひとさし指をその中に入れる。指先についた粉末をひとさし指と親指と摺すり合わせ、匂においを嗅かぐ。

「これはケミカル系の粗そ悪あく品だ。中毒になる前にまず視力を失いますね」

「なんだおまえは！　商売の邪じや魔まを……」

　男はくってかかるが、大おお柄がらな趙に睨にらみ下ろされて、出てきた路地に逃にげ込んでいく。ロッソはため息をつきながら、指先に付いた粉を払はらい落とす。

「治安は最悪だな。あんなものまで流通しているなんて」

　俺たちは足を速め、ネオンがぎらつく広い道への出口で立ち止まっていた鄭に追いつく。

「この先はもう春花街ですが……住所と店の名前はわかりますか？」

「『小シヤオ花フア園ユアン』て書いてあるけれど……住所は平東路三号」

「平東路ならこっちですね」

　鄭は言いながら、ネオンに照らされた道に踏ふみ出す。路地の入り口や街灯の明かりの届かない場所、暗がりのところどころに、まるで亡ぼう霊れいのように生気のない女性たちが立ちつくしてこっちを見ていた。くらがりに目を凝こらすと、女性ばかりでなく青年たちも混ざっているようだ。よく見ると女装をしている男もいて、かなり混こん沌とんとした雰囲気。彼女や彼らに声をかけて歩く男達も、薄うす汚よごれたみすぼらしい恰かつ好こうをしている。

「『小花園』、ありましたよ。住所も多分合ってるからここじゃないかな？」

　道を見回していた王が、どぎついピンク色のネオンサインを指さしながら言う。店に続いているらしい階段を下りると、そこには小さな鉄製のドアがあった。ドアを開くと、中から耳がおかしくなりそうなほどの音量の音楽が流れ出してくる。店内は思ったよりも広く、サイケデリックな色合いのライトが回転していて目までおかしくなりそうだ。

　目をギラつかせたみすぼらしい恰好の男達が、得体の知れない飲み物を飲んでいる。甘ったるい匂いのする紙巻きタバコを夢中で吸っている集団もいる。ムッとする湿しつ気けと肺がやられそうなほど濃こいタバコの煙けむりが充じゆう満まんする店内を歩くのは、かなり不愉ゆ快かいだ。華きや奢しやな美青年である王は男達に露ろ骨こつな言葉を浴びせられてムッとした顔をしている。

「許可をいただけたら、全員倒たおしてやるんですけど」

「放ほうっておけ。彼らは酒かクスリかどちらかに確実にやられてる。準備運動にもならないぞ」

　俺は言い、振ふり返って合図をしている趙を目指して人混ごみの中を歩く。彼はカウンターに寄りかかり、たくさんのピアスを着けたごつい男と話をしていた。

「彼が、この店のオーナーだそうです。警察を通じて、華捜そう査さ官から話がついているかと」

　彼はその厳いかつい容よう貌ぼうに似合わないどこか怯おびえたような態度で、

「『ジョン』を捜さがしているってのはあんたですか？　でも、私は彼らの商売のことはよく知らないし、ジョンはもう、この店には……」

「コールボーイの客引き以外にも、いろいろヤバイことを許していそうだけれど……営業停止になってもいいのかな？」

　ロッソが、カウンターに置きっぱなしになっていた灰皿を持ち上げながら言う。そこに溜まっていた灰は見るからに普通のタバコのそれとは違ちがう様子だ。彼は灰皿に鼻を近づけて匂いを嗅ぎ、嫌いやそうな顔をする。

「これはまた粗悪品だ。でもただのマリファナじゃなくてもっとヤバイものだよね？」

　オーナーの顔色がだんだん悪くなってくる。俺はロッソの手から灰皿を取ってカウンターに戻もどし、その下に何枚かの紙し幣へいを潜もぐらせる。

「ここは人が多すぎる。事務所かどこかで話せませんか？」

　俺が言うと彼はうなずき、後ろめたそうな顔で紙幣を取る。そして、店の事務室へと続いているらしい『Private』と書かれたドアを示す。

「鄭と趙はここで見張りを頼たのむ。何かあったら報しらせてくれ」

「わかりました」

　二人がうなずいたのを確かめて、俺と王とロッソはオーナーの後について事務室に入る。狭せまい事務室には粗そ末まつな事務用デスクと回かい転てん椅い子す、そしてすり切れたソファが向かい合っていた。オーナーは俺たちにソファをすすめ、自分はその向かい側に腰こしを下ろす。俺はソファに座り、ロッソと王はソファの脇わきに立つ。

「あなたにご迷めい惑わくはおかけしません。ジョンを捜しているのは、彼の命を守るためです。このままでは彼の命の保証はできませんよ」

　俺が言うと、オーナーの男は驚いた顔をし、それからつらそうな顔をする。

「ジョンは、学費を貯ためるためにコールボーイをしていたんです。でも甘い言葉に目が眩くらんで、あんな男の愛人になってしまった。そのせいで命まで狙ねらわれることに……」

　言って言葉を切り、深いため息をつく。

「彼の居場所を知っていますね？」

　俺が言うと、オーナーは疲つかれ果てたような顔で俺を見つめる。

「あなた方が、あの男の仲間でない証しよう拠こがない。殺された青年達は、これ以上ないほどに用心していた。それでもダメでした。もう人が死ぬのはたくさんなんです」

「仕方ないですね。身分証明書を……」

　ロッソが内ポケットに手を入れようとすると、オーナーはさらに警けい戒かいした顔になる。

「香港のＩＣＰＯから連れん絡らくが来ました。あなた方がＩＣＰＯの関係者であるということは知っています。でもあの男は北京を支配するファミリー恒会の首領だ。警官すら仲間にしているという噂うわさがある。信用できない」

「そんなことを言われても……じゃあどうすれば信用してもらえるんですか？」

　王が途と方ほうにくれた顔で言う。

　……俺たちには時間がない。こうしている間にも、あの男は……。

「それなら、正直に言いましょう。この二人はＩＣＰＯの捜査官ですが、俺は違う」

　私はオーナーの顔を見つめて言う。

「俺の名前は馮景悟。恒会の上部組織であり、台湾を支配する馮幇の首領の息子むすこです。馮秋侯の実の甥おいでもある」

　オーナーは驚きよう愕がくした顔で俺の顔を見つめる。震ふるえる声で、

「や、やっぱりあんた方はジョンを殺しに来たんだな？　俺のことも殺す気か？」

「俺たちは叔父おじが罪を犯おかしているかどうか、証拠を集めています。もしも本当に叔父の犯行だとしたら、馮幇の誇ほこりを汚けがした彼を、俺たちは許さない」

　俺が言うと、彼は驚おどろいたように目を見開く。

「馮幇の誇りにかけて、俺の手で彼に制裁を加えます」

　彼は呆ぼう然ぜんとした顔で俺の顔を見つめる。それから、

「あなたの父親……馮幇の首領がいる頃ころ、北京はとても暮らしやすかった。外国人マフィアがこの地区に流れ込んできた時、馮幇の首領は自らここに乗り込んで彼らを追放してくれた」

　彼は俺を真っ直すぐ見つめて、何かを思い出すような顔をする。それから笑えみを浮うかべて、

「そういえば、あなたの顔は、あの時の首領にそっくりだ」

　彼はソファから下りて汚れた床ゆかにひざまずき、馮幇の習慣に則のつとった胸に手を当てる深い礼をする。

「馮幇に忠誠を」

　俺は聞いたことがなかった父親の若い頃の話に、少しだけ感動する。

「北京に平和を」

　俺も礼に則のつとって答え……そして今はそれどころではない、と思い直す。

「ところで……」

「ジョンの居場所は、私が知っています」

　オーナーは立ち上がり、事務デスクの上で何かを書きとめる。メモを折りたたんで俺の手に握にぎらせる。

「私が行けば、尾び行こうがつくかもしれない。あなた方だけで行ってください。ジョンには連絡をしておきます」




　　　　◆




「馮景悟さんっていうのはあなたのこと？」

　路地の暗がりから聞こえた声に、俺はぎくりとする。趙たちが踏み出そうとするのを俺は手を上げて止める。聞こえた声は疲れきったようにしわがれて、危険があるとはとても思えなかったからだ。

「そうだ。君がジョン？」

　答えると、一人の青年が街灯の下に踏み出してくる。顔立ちは整っているが艶つやのない髪かみはバサバサと乱れ、シャツとジーンズという服はどこか垢あかじみている。なによりもその目は深く絶望しているかのように暗い。二十歳そこそこに見える彼の、その生気のなさに胸が痛む。

「信用できるオーナーから頼まれて来たけど……本当は外に出たくないんだ」

　彼はどこか怯えたように周囲を見回しながら言う。

「今後の君の安全を保証する。話を聞かせて欲しい」

　俺が言うと、彼は少し考え、それから覚かく悟ごを決めたような顔でうなずく。

「わかった。話せる場所に行こう。いつまでも逃げているわけにはいかないよね」

　彼は先に立ち、走るような早足で暗い路地を歩いていく。そして壊こわれかけたネオンが点てん滅めつするエントランスからホテルのような建物の中に入っていく。もともとはかなり大きなホテルだったようだがガラスは一部が割れてテープで継つぎがされ、置いてあるソファもボロボロだ。裸はだか電でん球きゆうが灯ともるフロントには居い眠ねむりをしている老人がいるだけ。とても営業しているホテルだとは思えない。

「ここはホテルじゃなくて今はアパートになってる。実は持ち主に家賃を払っていないから、不法侵しん入にゆうになるんだけどね」

　彼は言いながら私たちを今にも壊れそうなエレベーターに案内する。鉄でできたクラシカルなドアを、騒そう々ぞうしい音をさせながら手で閉める。十と書かれたボタンを彼は何度も拳こぶしで叩たたくと、エレベーターはがくんと揺ゆれ、そしてやっと動きだす。

「信じられないだろうけど、少し前まで、北京の市内を見み渡わたせる超ちよう高級マンションに住んでたんだ。まさかこんな場所に住むことになるとは思わなかった」

　キュルキュルという気味の悪い音がして、今にもケーブルが切れて落ちるのではないかと思えてくる。肝きもの据すわった捜査官である趙たちまでが、恐おそろしそうに顔を見合わせている。

「まあでも、命には換かえられないしね」

　エレベーターは何とか目的地である十階に到とう着ちやくし、俺たちは彼の後に続いて廊ろう下かを歩く。裸電球が灯っているだけの廊下はとても暗く、曲がり角から何か怪あやしいものでも飛び出してきそうでかなり怖こわい。彼が立ち止まったのはスウィートにあたるであろう、突つき当たりの部屋の前だった。鍵かぎは壊れているようで壁かべと扉とびらには金具がつけられ、それを南なん京きん錠じようがつないでいる。彼はポケットから出した小さな鍵で、南京錠を開錠する。

「ここはオレが勤めていた店が持っていた避ひ難なん所じよ。ストーカーされたりやばい状じよう況きように陥おちいったりするコールボーイは結構多くてね。そのためにあるらしい」

　彼が先に部屋に入って、蠟ろう燭そくの灯あかりをつける。部屋は広かったが、ホテルを廃はい業ぎようするときにありったけのものを持ち出したらしく、ガランとした部屋の中に家具はほとんどない。どこかから拾ってきたようなスプリングのはみ出したソファがこちらに背を向けて置かれている。

　窓の外には、派手な色合いの北京の夜景が広がっていた。その豪ごう華かな夜景と、みすぼらしい室内の対比に、胸が痛む。

「この周辺に来るのは久しぶりなんだが……昔とはだいぶ変わってしまったね」

　俺が言うと、青年は窓の外を見ながら言う。

「馮幇が台湾に本ほん拠きよ地ちを移してから、北京の治安はとても悪くなった。馮幇と同じように守ってくれると思われていた恒会は市民の敵だった」

　淡たん々たんと言い、それから深いため息をつく。

「北京市内では、コールボーイたちが次々に姿を消し、死体で発見されている。次はオレかもしれない。犯人は……あの男だと思う」

　ボソリと言った彼の顔には、本気で怯えたような表情が浮かんでいた。

「あの男……馮秋侯のことか？」

　俺が言うと、彼は沈ちん鬱うつな顔でうなずく。

「オレ、あの男と同どう棲せいしてた。愛人だったんだよ」

　彼は震える声で言って、前まえ髪がみをかき上げる。

「彼は、ほかに何人もの愛人を囲ってた。みんなオレが勤めていた店を通じて身体からだを売ってるヤツばかりだったから顔見知りで……でも、彼らが、次々に……」

　沈鬱な表情で言葉を切る。それから、

「警察もまだ犯人を挙げてない。あの男がやったって証拠もない。でもそんな気がするんだ。……あの男、危険だよ」

「危険……というと？」

　彼は何かを思い出したようにとても苦しげな顔をする。それから低い声で、

「あの男、本当にちょっとしたことでキレて、そのたびに殴なぐられた。歯が折れるくらいなら序の口で、何度か骨も折った。手加減なしだから入院したこともある」

　その時の痛みを思い出すかのように、片手で自分の顔を撫なでる。よく見ると彼の形のいい鼻び梁りようは微かすかに曲がっている。骨折した痕あとかもしれない。

「殴られるのはとても痛かったけれど……怖かったのはそれだけの理由じゃない。人を殴るときのあの男の目が、すごくヤバかったんだ。毒を持つ蛇へびみたいに邪じや悪あくだった」

　俺の脳のう裏りにふとクラブ・シャングリ・ラでのことがよぎる。

　……胡大人は薫月に『毒蛇に気をつけろ』と言った。それは、秋侯のことだったのか。

　青年は何かを思い出したかのように、ブルッと身を震わせて、

「烈れつ火かの如ごとく怒おこっているのに、口元が微かに笑ってる。あれは、人を痛めつけることを本気で楽しんでいる顔だ。見るたびにゾッとした。そのたびに殺されることを覚悟した」

「どうして逃にげなかったの？」

　悲痛な顔をして黙だまっていた王が、かすれた声で言う。青年は苦しげな笑みを浮かべて、

「オレもバカだったんだよね。ほかにも愛人がいたから、そいつらに取られるのは悔くやしかった。それに自分さえ失敗をしなければきっと彼も怒らない、そしていつかは自分の愛で彼を優やさしい人にしてみせる、そんなことを思って我が慢まんしてた。……でも、そんなのは最初から無理だったんだ」

　彼は、深い深いため息をつく。

「ほかのヤツらが殺されて、やっと気づいた。あの男は最初から人間じゃない。もっと別の、恐ろしい何かだ」

　震える声で言われたその言葉に、俺の身体から血の気が引く。

　……普ふ段だんの秋侯叔父からは考えられない。そしてこの青年の言葉には、なんの根こん拠きよもない。だが……。

「噓うそだと思ってるんでしょう？　しかもなんの証しよう拠こもないし」

　青年は、俺を真っ直すぐに見つめて言う。彼の目の中には本当に恐ろしい目に遭あった人間独特の、底知れない怯おびえがある。

　俺の中の何かが、警告を発していた。彼の言葉を無視してはいけない、と。

　……なぜか、秋侯叔父は、本当にそんなことをしそうな気がする。

「噓だと言ってしまえば簡単だ。だが……なぜかそうは思えない」

　俺が言うと、彼はその目を希望に煌きらめかせる。

「本当に？」

「ああ。そして俺たちは、彼の罪を暴あばくためにここに来た」

　俺は彼の顔を真っ直ぐに見下ろして言う。

「君は何かをまだ隠かくしている。それを教えてもらえないか」

　彼はとても驚おどろいた顔で俺をマジマジと見つめ、それから深いため息をつく。

「あなたみたいな人が来て、助けてくれたらいい、ずっとそう思っていたんだ。……もしかしたら、あなたになら渡わたしてもいいかもしれない」

「渡す……何かあるんだね？」

　彼はうなずいて立ち上がり、リビングを抜ぬけてベッドルームらしき部屋に入っていく。

「ちょっと手伝ってくれない？」

　彼の声が聞こえ、俺たちは立ち上がる。ベッドルームに入ると、彼はベッドのマットレスを持ち上げようとしていた。

「マットレスを持ち上げて、ひっくり返してくれる？」

　趙と俺でそれを持ち上げ、裏返しにして床の上に置く。青年はサイドテーブルからカッターナイフを出し、マットレスの端はしにその刃は先さきを刺さし入れる。よく見ると布地には細かく縫ぬった跡あとがあった。彼が何かを中に入れ、そのあとで綺き麗れいに縫い合わせたのだろう。

　縫い目を切った後、彼はマットレスの奥に手を入れ、中から一冊のファイルを取り出した。

「逃げる前、あの男のオフィスから持ち出した。保険のつもりだったんだ。だけどもしかしたらこれは大変なもので、このせいでほかの愛人達が殺されたのかも……」

　彼は震ふるえ、言葉を途と切ぎれさせる。

「中を見たことは？」

「あるけど……数字が並んでるばっかりで意味がわからなかった。だからたいしたものとは思わなかったんだ」

　彼は苦しげに言って、俺にファイルを差し出す。

「ありがとう」

　俺は緊きん張ちようしながら手を伸のばしてファイルを受け取る。そしてページをめくり……その意味を理解して愕がく然ぜんとする。趙が深刻な顔で俺の手元を覗のぞき込む。

「何が書いてあるんですか？　ただの数字の羅ら列れつにしか見えませんが……」

「この数字の羅列は……馮幇で昔から使われている、独特の暗号だ」

　俺は暗号の解読方法を思い出し、頭の中で膨ぼう大だいな記号を解いていく。

「これは店の顧こ客きやくリストと、あの男が指名していた男の子の名前のリストのようだ。それから別のリストもある。『フランシス・ホー』、『ハンス・ミン』、『サム・リョン』、『リー・コウシン』、『ジョナサン・ウォン』。これはいったい……？」

「最初の四人は、死体で発見された愛人達の名前。最後の『ジョナサン・ウォン』はオレの本名だよ」

　青年が、震える声で言う。

「オレも、ほかの四人と同じようになる予定だったんだろうな」

「だが、俺たちが来た。もう大だい丈じよう夫ぶだ」

　俺が言うと、彼は気き丈じように笑ってくれる。俺はまたファイルに目を落とし、さらに別のリストの暗号を頭の中で解いていく。

「これは、世界各国の都市から都市を結ぶルート、何かの量、人の名前、そして元素記号」

　俺はあることに気づいて愕然とする。

「人名はすべて、世界中の麻ま薬やく組織の首領と言われている人間の名字に当てはまる。元素記号は違い法ほう薬物。これは……」

　俺は、全身から血の気が引くのを感じながら言う。

「秋侯が作ろうとしていた、一大麻薬組織に関するデータだ」







　　　　李薫月







「……様、薫月様」

　執しつ事じの泰の声に、リビングのソファに座っていた私はハッと我に返る。

「ああ……どうした？」

　聞くと、執事はとても心配そうな顔をして、保留状態になっている電話の子機を示す。

「秋侯様の秘書の方からお電話です。……お疲つかれになっているようでしたらお断りしますが」

「疲れている？　私が？」

　呆ぼう然ぜんと聞き返すと、泰はさらに心配そうになって、

「先ほどからずっとぼんやりなさって……私の声にずっとお気づきになりませんでした」

「ああ、すまなかった。疲れている……のかな？」

　景悟に裏切られたと思ったあの瞬しゆん間かんから、私の中の何かが壊こわれてしまったかのようだ。日常生活はなんとか送れている気がするが、まるで現実味がない。ずっと悲しい夢の中をさまよっているかのようだ。

「電話は……秋侯氏ではなく、秘書から？」

「そのようです」

　私は、秋侯氏と出歩くことにはすでにうんざりしていた。彼はまるで珍めずらしいアクセサリーか何かのように私を扱あつかう。とても丁てい寧ねいだが、なぜか人間として見られている気がしない。

　……次に電話があって誘さそわれたら、もう断ろうと思っていた。だが……。

「秘書から、ということは仕事に関する電話だろうか？……出よう」

　私が手を差し出すと、泰はまた心配そうな顔になる。それからボタンを押して保留を解除し、送話口に向かって話す。

「お待たせいたしました。薫月様がお出になります」

　そして私に子機を差し出してくる。私は、ありがとう、と言ってそれを受け取る。

「はい、李ですが」

『馮秋侯の秘書で、鄭と申します。今夜の件で変へん更こうがありますのでお電話差し上げました』

　受話口から聞こえてきたのは、聞き慣れない男の声だった。彼が会合の時に連れているのは高こう齢れいの女性秘書なので、彼女からの電話かと思ったのだが。

「今夜の件？　変更？」

　ぼんやりと彼の声を聞いていた私は、やっと彼が何を言ったのかに気づいて聞き返す。

『はい。待ち合わせ時間を、六時に早めてくれないか、とのことです』

「待ち合わせ？」

　……そんな約束、した記き憶おくがない。

『はい。プライベートジェットでのフライトにお誘いしたと聞いておりますが』

　まったく記憶のない約束に、私の頭が混乱する。何度か会って思ったのだが、秋侯氏はかなり早とちりをする人で、例えば雑談の中でチラリと話題に出た物や、オペラのチケットなどをすぐに手配してプレゼントしてくれようとする。雑談の中で出ただけなのでほとんど覚えてもいないし、ましてや欲しいと言った覚えはまったくない。さらに彼にプレゼントされる理由はないので、なんとか角が立たないように断るのだが……「もう気が変わってしまったのか」「私とでは行きたくないのか」と傷ついたような顔をされるので、毎回本当に消しよう耗もうする。

　……また、あのパターンか……。

　私は内心ため息をつきながら思う。

　……きっと雑談でプライベートジェットの自じ慢まんでも出たのだろう。もちろん乗りたいと言った覚えはまったくないのだが、彼は乗りたいと言われたものと勝手に解かい釈しやくしたのかもしれない。

「ええと……実は……」

　なんとか断ろうとして口実を考えながら言うと、電話の向こうの秘書が、

『秋侯様はすでに空港に向かっております。六時にＶＩＰラウンジの馮家専用の個室で、とのことでした。楽しいご旅行を』

　言って、いきなり電話を切ってしまう。私は断りの伝言を頼たのもうと慌あわててリダイヤルをするが、呼び出し音が響ひびくばかりで誰だれも電話を取らない。着信履り歴れきから秋侯氏の携けい帯たいの番号を調べ、そこに電話をしてみるが……留守電すらも設定されていないようで、着信音が響くだけだ。

　……どうしよう、これでは断れない。

　腕うでを上げて時計を見ると、時間は五時。空港までここから四十分くらいかかるので、すぐに仕し度たくをしなくては間に合わないだろう。

「すぐに出かける準備を」

　子機を返しながら言うと、泰がとても驚いた顔をする。

「大丈夫ですか？　お疲れなのでは？」

「ああ……そうかもしれない」

　私は立ち上がり、ドアに向かって歩きだす。

「行くのは空港までだ。今夜こそ、きちんと断ってくる。彼の暇ひまつぶしに付き合ってやる心の余よ裕ゆうは、今の私にはない」

「本当に大丈夫ですか？」

　私は、彼を安心させるために軽い口調を心がけながら言う。

「大丈夫だ。だが、心配なら早めに戻もどる。……久しぶりに、おまえ特製の愛オー玉ギヨー子チーが食べたい。用意しておいてくれないか？　疲れている時はあれが一番だ」

　愛玉子というのは台湾特産の植物から作った、歯ごたえのあるゼリー状のデザートのこと。たいていはレモンの香かおりのシロップをかけ、レモンスライスを添そえて食べる。作るのにかなり手間はかかるが、執事の泰の得意料理だ。

「かしこまりました。お作りしておきますね」

　泰は、なぜかまだ心配そうな顔をして言う。

「どうか、くれぐれもお気をつけて」

「大げさだな。すぐに帰ってくる」

　私は笑って見せるけれど、なぜか嫌いやな予感が胸の中に湧わき上がってくるのを感じていた。




　　　　◆




　私はリムジンで空港に向かい、秘書が言っていたＶＩＰラウンジに向かう。フロントで馮家の名前を出すと、すぐに係員が一つの部屋に案内してくれた。部屋の前には秋侯氏の部下が控ひかえていて、私を警護するためについていた侯とその三人の部下を止める。

「プライベートな話があるので薫月さまだけで、と言付かっています。警護の方は隣となりの部屋でお待ちください」

「薫月様」

　侯が、あなたも入らない方がいいのではないか、と言いたげな顔で私に言う。私は、

「少し話をするだけだ。待っていろ」

　言い残し、ドアを開けて一人で部屋に入る。

「やあ、約束の時間を変えてしまってすまなかったね」

　ソファに座っていた秋侯氏は、とても嬉うれしそうな顔で立ち上がる。

「今夜も本当に綺き麗れいだ。またデートができてとても嬉しいよ」

　……景悟の親類だということで我が慢まんをしてきたが、本当に、もう、限界だ。

　彼は私に歩み寄り、馴なれ馴れしく肩かたに手を回そうとする。

「私のプライベートジェットは、なかなか豪ごう華かだよ。きっと楽しいフライトに……」

　私はスッと身を引いて、彼の腕をかわす。

「すみません、実は一いつ緒しよには行けません」

「どうして急にそんなことを？　一緒に夜景を見ると約束したじゃないか」

「約束を……したでしょうか？」

　私は、彼の反応を見み逃のがさないように、その顔を真っ直すぐに見つめながら言う。

「私には、飛行機の話をした記憶すらないのですが」

　彼は驚おどろいたように目を見開き、とても悲しげな顔になって、

「忘れてしまうなんて。あんなにプライベートジェットに興味を持っていたじゃないか」

　彼の台詞せりふは、こうして聞いてみるととても芝しば居いじみて聞こえてくる。

「一度でいいから乗ってみたいと言ったね？　そのために高い金を使ってこの空港まで飛行機を輸送してきたし、私だって暇ではないのに君のために時間を作ったんだよ？」

「私が、プライベートジェットに乗ってみたいと？　記き憶おく違ちがいでは？」

　私が言うと、彼の顔に機き嫌げんを取るような笑えみが浮うかぶ。

「いや、君はたしかにそう言ったよ。決して記憶違いではない」

「プライベートジェットに乗ってみたい……そんな言葉を私が言うわけがありません」

　私は、彼を睨にらみつけながら言う。

「実はプライベートジェットなら私も所有しています。ジャンボのほうが揺ゆれなくて楽だし、いちいち出すのが面めん倒どうなので格納庫に預けたままになっていますが」

「ほお。それは調査不足だった」

　彼の口調がさっきまでとはガラリと変わる。顔に張り付いていた機嫌を取るような表情が消え、悪あく魔ま的な笑みが浮かぶ。別人のような表情に、背中に冷たいものが走る。

「まあ、どちらでもいい。どちらにしろ、今夜は帰すつもりはなかったんだ」

　彼が私に一歩近づき、私は思わず後あと退ずさる。

「さっきのフロント係は私の仲間でね。君が来たことは秘密にしてくれるだろう。隣の部屋の君の警護の人間は、睡すい眠みん薬やくで今いま頃ごろ夢の中だろう」

「私に、何をする気だ？」

　私が聞くと、彼は凄すごみのある笑みを浮かべて、

「とりあえず、この場所で好きにしてもいいのだが……」

　ふと私の後ろで風が動き、私は驚いて振ふり返る。壁かべ際ぎわに置かれていた中国風のついたての後ろから大おお柄がらな男二人が飛び出してきて、私の身体からだをがっちりと拘こう束そくした。

「……まずはあの生意気な景悟に思い知らせなくてはいけない」

　両りよう腕うでを後ろから拘束された私の顎あごを、秋侯の手が無理やりに持ち上げる。

「君はいつでも見とれるほど美しいが、今の顔が最高だよ」

　彼は自分のポケットから小さな瓶びんを取り出し、親指でコルクの蓋ふたを弾はじく。

「屈くつ辱じよくと怒いかりに目を光らせたところが……とても麗うるわしい」

　万力のような強い力で顎を摑つかまれ、あまりの痛みに口を閉じることができない。彼が瓶を持ち上げ、開いてしまった私の唇くちびるの間から何かを流し込む。甘ったるい嫌な香りと、痺しびれるような苦味。私の頭の中で、警告音が鳴り響く。

「あまり美味おいしいものではないが、どうか一息に飲んでくれ。こんなに美しい君の顔を、気絶するまで殴なぐったりはしたくないんだよ」

　彼の目が、サディスティックに光る。私は絶対に飲み込まないようにするが……いきなり首を片手で摑まれ、容よう赦しやなく絞しめられて、喉のどが勝手に動いてそれを飲んでしまう。

「いい子だ。すぐに気持ちがよくなるよ」

　熱い刺し激げきが喉を滑すべり降り、私の全身から血の気が引く。

　……私は、いったい何を飲まされたんだ……？

「そんな顔をしなくていい。ただの睡眠薬だ。君は人ひと質じちになったんだよ」

　目を開けていようとするのに、暴力的なほどの眠ねむ気けが脳をかすませる。

「景悟は本当に目障ざわりな甥おいだ。叔父おじである私の秘密を平気で暴あばこうとする。だが……」

　ふいに脚あしから力が抜ぬけ、私はその場に座り込みそうになる。秋侯が手を伸のばし、後ろから拘束していた男の手から私の身体を受け取る。

「……景悟には唯ゆい一いつの弱点がある。それが君だ」

　耳元で囁ささやかれて、激しい嫌けん悪おに気が遠くなりそうだ。

「君を人質にして景悟をおびきよせ、隙すきを見て殺す。その後は、この美しい身体は私だけのものになる。素す晴ばらしい計画だろう？」

　……景悟に、危険が……。

　私はなんとか逃にげなくては、と思うが、もう意識を保てそうにない。

　……私になど構わず、もう忘れてくれ……。

　そう思ったのを最後に、私の目の前がブラックアウトした。







　　　　馮景悟







　俺たちはその青年を連れて車に乗り込み、彼をＩＣＰＯの北京支部まで送り届けた。華捜そう査さ官から伝言を受けたという捜査官が待ち受けていて、彼を保護してくれた。これでひとまず証人の命の危険はなくなっただろう。

　俺はとても嫌な予感にさいなまれ、薫月の携けい帯たい電でん話わに何度も電話をかけた。しかし呼び出し音が鳴るばかりで、一度もつながらなかった。屋や敷しきにもかけてみたが、ずっと留守番電話になっていて薫月と話すことはできなかった。

　……俺は、本気で拒きよ絶ぜつされているのだろうか？

　俺は暗あん澹たんたる気分になり……そしてそれどころではない、と思い直す。秋侯叔父の悪事を暴かなくては、今後薫月の身に危険が及およぶかもしれない。

「……秋侯叔父は、密ひそかにこんなものを計画していたのか」

　宿しゆく泊はくしているホテルの自分の部屋。俺は呆ぼう然ぜんとしながら書類を見つめる。それは解読した暗号を書き写したもので、数カ国の麻ま薬やく組織とも手を結んだ、大規模な密売ルートだった。

　……これが本当になったら、中国全土に大量の麻薬が流入してくるはず。そして貧しい人の中から、最初に被ひ害がい者しやがでることになるだろう。

「飛行機の手配をしてくれ。これを持って、すぐ台北に……」

　俺が言った時、俺のポケットから携帯電話の着信音が鳴った。液えき晶しよう画面を見た俺は、そこに『馮秋侯』の文字が出ていることにギクリとする。

「……なんてタイミングだ。秋侯叔父から電話だ」

　俺が言うと、趙たちが驚いた顔をする。趙が眉まゆをひそめて、

「たしかに。まるで盗とう聴ちようでもされているかのような……」

　言いかけて、ギクリとして言葉を切る。スラックスのポケットから出された彼の指には、小さな黒い何かの機械部品のような物が摘つままれていた。王とロッソが慌あわてて自分の服を探さぐり、そしてそれぞれ同じ物を摘み出す。

　俺は趙たちに静かにしてくれ、という意味で手を上げ、深呼吸をする。

　……まだあの男に気取られるわけにはいかない。冷静に話をしなくては。

　俺は思い、それから携帯電話を開いて通話ボタンをオンにする。

「景悟です」

『なんていいタイミングだろう、そう思わなかったか？』

　彼の言葉に、ドキリとする。

「それは……」

『否定はしない。今も、おまえと一緒に行動していた部下から連れん絡らくが入った。どうやら証しよう拠こを摑んでしまったようだな』

　その言葉に、俺は青ざめる。

「一緒に行動していた？　まさか、鄭が？　でも趙たちは彼を知っていると……」

『私の部下が整形をしてなりすましている。本物の鄭はもうこの世にはいない。そしておまえ達の行動は筒つつ抜ぬけだった』

　……まさか……。

　俺は吐はき気けを覚えながら思う。

　……なんて人だ……。

『薫月の命が惜おしければ、おとなしくすべての証拠を渡わたせ』

　その言葉に、俺は青ざめる。そして思わずほかのメンバーたちの方を振り返る。彼らはただならぬ気配を感じたのか、心配そうな顔で俺を見返している。

　……薫月……。

　名前を呼ぶだけで、俺の胸が壊こわれそうに痛む。

　……今頃、どんな怖こわい目に遭あっているだろう……。

　考えたら、心配で心配でおかしくなってしまいそうだ。

　出会った時から、俺は薫月をまるで宝石のように大切に思ってきた。恋こい人びとになれてからは、やりすぎて時折怒おこられてしまうくらい、可愛かわいがってきた。

　……別の男に乱暴に扱あつかわれているかもしれないなんて……考えるだけでぞっとする。

　最初に恋こいをしたのは俺の方で、アルバイト先の本屋にやってくる彼に一ひと目め惚ぼれをした。偶ぐう然ぜんを利用してデートに持ち込み、尽つくして尽くして、やっと気持ちを受け入れてもらうことができた。

　ストイックな彼は自分を護まもるためにとても分厚い殻からを持っていた。だが、俺の前でだけ、それを一枚一枚脱ぬぎ捨てていってくれた。クールだった彼が、やっと笑ってくれた時のことを思い出す。彼の笑え顔がおに見とれながら、自分がどんなに幸せだったかも。

「薫月は無事ですか？　話をさせてください」

　俺の言葉に、俺を見ていた三人は衝しよう撃げきを受けたような顔になる。秋侯は俺の言葉を無視してクスリと笑って、

『睡眠薬で眠ねむっているので話はできない。だが、無事だ。今のところはね』

　楽しげな声に、背中に寒気が走る。

『一人きりで来い。ファイルを忘れずに。何か不ふ審しんな動きがあったら薫月は死ぬ。殺すのは惜しい美人だけれどね』

　……薫月、俺が必ず助けてやる……。　>>>♥




　　　　◆




　俺は車を一人で運転し、叔父が指定した海沿いの倉庫に来ていた。趙たちは応おう援えんを頼たのむと言って、姿を消している。

　波は止と場ばには使われずに傾かたむいた重機が並び、放ほうり出されたコンテナは今にも崩くずれそうなほどに錆さび付いている。コンクリートの割れ目から草が生え、水たまりは水を腐くさらせて淀よどんでいる。

　車を停車して外に出ると、ズラリと並んだ倉庫の一つの前に、ごつい身体をした男が二人並んでいるのが見えた。そこに歩み寄り、そのうち一人の顔を見て……俺の腸はらわたが煮にえくり返りそうになる。

「……鄭」

　俺が言うと、彼はその品のいい顔ににっこりと笑みを浮うかべてみせる。

「鄭という男からもらったこの顔は、とても役に立ちました。切れ者の馮幇の幹部であるあなたと、ＩＣＰＯの腕うで利きき捜査官たちを全員騙だませるとはね」

　その言葉に、怒いかりのあまり目の前が真っ白になる。

　……いけない……。

　俺は震ふるえる拳こぶしを握にぎりしめながら、自分の感情の爆ばく発はつを必死で抑おさえる。

　……薫月の身に危険がせまっている。こんなことをしている場合ではない。

「倉庫を開けろ」

　口から出た俺の声は、別人のように低く、苦く悩のうにかすれていた。

「秋侯に話がある」

　鄭は可笑おかしそうな顔をして、倉庫の鍵かぎを開く。そしてもう一人の男と協力して、大きな鉄製の扉とびらを開く。内部の様子を目にした俺は、そして息を吞のむ。

　ガランとした倉庫の中はほとんど真っ暗だった。だが、一灯だけライトがつけられ、それがスポットのようにあるものを照らし出している。

「……薫月……」

　倉庫の真ん中に、一脚の椅い子すが置かれていた。そこには深しん紅くのチャイナ服を着せられた薫月が座っている。彼の上半身と足首には細い鎖くさりが巻き付き、彼を椅子の上に拘こう束そくしている。

　抵てい抗こうの跡あとなのか、チャイナ服のボタンがいくつかはずれ、布が斜ななめにはだけてしまっている。露あらわになった青ざめた肌はだと、ピンク色の乳ち首くび。屈くつ辱じよくに耐たえるように寄せられた眉。彼の顔を見て、俺の心が壊れそうに痛む。

「……大だい丈じよう夫ぶなのか？　酷ひどいことをされたんじゃ……」

「帰れ」

　薫月は、その強い瞳ひとみで俺を真っ直すぐに見つめたままで言う。彼の気き丈じような声が、倉庫の高い天てん井じように凜りんと響ひびいた。

「おまえに助けられるおぼえなどない」

「薫月、俺は……」

「おまえには婚こん約やく者がいるんだろう？」

　薫月の表情はまったく変わらなかったけれど、その漆しつ黒こくの瞳がジワリと潤うるんだことに俺は気づいた。

「その人の許もとに帰れ。私のことは忘れてくれ」

「そんなことができるわけがない。俺はあなたを……」

「帰れと言っているだろう！」

　俺が一歩踏ふみ出すと、薫月が必死の顔で叫さけぶ。

「あの男がおまえを無事に帰すわけがない！　いいから逃にげろ！」

「そんなことができるわけがない！　あなたを愛してるんだ！」

「なかなか感動的だ。愛し合う二人を引き離はなしたりしたら、まるで私が悪者のようじゃないか」

　暗がりから声がして、銃じゆうを構えた秋侯が灯あかりの下に現れる。

「まだまだガキだと思っていたが、一人で乗り込んでくるとはなかなか立派だな。……ファイルを寄よ越こせ」

「薫月と引き換かえだ。彼の鎖を外せ」

　俺が言うと、秋侯の顔にまがまがしい笑みが浮かんだ。まるで毒どく蛇じやを思わせるようなその笑みに、寒気が走る。

「やはりまだガキだな。この私が、取引などすると思うか？」

　秋侯が、銃じゆう口こうを俺から外し、薫月へと向ける。

「彼を今すぐに殺されたくなければ、ファイルを渡せ」

「景悟、私のことはいい。ファイルを持って逃げろ。そしてこの男の罪を暴あばけ」

　薫月が、俺を見つめて言う。

「こんな男に権力を握られたら、北京や台湾だけでなく……世界中が大変なことになる」

「わかっています。でも……」

　俺はファイルを床ゆかに置き、強く押してそれを秋侯の足元に滑すべらせる。

「俺には、世界よりもあなたのほうが大切なんです」

　薫月の目から、ふいに涙なみだが溢あふれた。

「おまえは本当にバカだ。きっとおまえは私と会うべきではなかった」

　彼の頰ほおを滑り落ちる涙を見て、俺の心が激しく痛む。

「違ちがう。俺たちは運命で結ばれているんだ」

　薫月が苦しげな目で俺を見つめる。そして懇こん願がんするように呟つぶやく。

「お願いだ。すぐに逃げてくれ。この男は普ふ通つうじゃない」

「本当に微笑ほほえましいカップルだな」

　秋侯が、可笑しそうに言う。その声に含ふくまれた侮ぶ蔑べつの響きが、俺の怒りを燃え上がらせる。

「景悟、そんなに彼を愛しているというのなら……」

　秋侯の銃が上がり、真っ直ぐに俺に向けられる。カチリ、という音がして安全装置が解除されるのが解わかる。

「彼のために、死んでみるというのはどうかな？」

　俺は日本で育ち、アメリカで平和な学生生活を送ってきた。銃の訓練は受けたが、自分が向けられたのは初めてだ。本当なら恐きよう怖ふが湧わき上がってもいいはずなのに……俺は不思議なほどに冷静だった。俺の目に入っているのは、苦しげな顔をした薫月の姿だけだった。

「薫月を助けてくれ」

　俺の唇くちびるから、低い声が漏もれた。

「そうしたら、俺はいくらでも死んでやる」

　俺の言葉に、叔父おじはクスリと笑う。その笑いはだんだん大きくなり、最後には引きつるような哄こう笑しようになる。天井に響くその笑い声を聞きながら、俺は初めて恐おそれを抱いだいた。

　……彼はもう普通ではない……。

「面おも白しろいことを言う。だが順番が逆だよ、景悟」

　彼はこれ以上の冗じよう談だんはない、とでも言いたげに笑いながら、切れ切れに言う。

「最初におまえを殺す。おまえが死ねば、薫月も安心して私の物になれるだろう。彼はもう、私を愛し始めているからね」

　俺にぴったりと照準を合わせたまま、秋侯は笑う。

「薫月は一生監かん禁きんされ、夜毎に愛され、私の玩具おもちやとして生きる。それが、彼に定められた運命なんだよ。……そうだろう、薫月？」

　秋侯は空いている方の手を伸のばし、薫月の剝むき出しになった肩かたに触ふれる。薫月の目が助けを求めるように俺を見つめ、身体からだが、怯おびえるようにヒクリと揺ゆれる。

「しっとりと滑なめらかで、触れているだけで発情しそうだ。ああ……なんて肌をしてるんだ」

　肌はだ触ざわりをたしかめるように、秋侯の手がゆっくりと滑って彼の胸むな元もとに下りる。

「すぐに私の物にしてやるから、少しだけ待っているんだよ」

　薫月は嫌けん悪おの表情でかぶりを振ふりながら、かすれた声で言う。

「……おまえのものになど……」

「こらこら。抵抗すると、景悟が撃うたれるかもしれないよ？」

　秋侯は言いながら、俺に照準を定めた銃の引き金に力を入れる。

「私の物になるだろう？　なあ、薫月？」

　薫月は息を吞み、きつく唇を嚙かむ。そして漆黒の瞳を屈辱に潤ませながらうなずいた。

「いい子だ。うんと感じさせてやるからな」

　秋侯の指先が、薫月の美しい乳首を強く摘つまみ上げた。

「……くう……っ」

　薫月の端たん麗れいな顔が、痛みと激しい嫌悪に歪ゆがむ。強く閉じられた彼の瞼まぶたから、一筋の涙が煌きらめきながら零こぼれ落ちた。

「そんなことを……」

　それを見た俺の中の何かが、音を立てて切れる。

「……許せるわけがない！」

　俺は銃口が自分に向けられていることを確かく認にんし、スタートを切る。そして全速で叔父に向かって走る。

「うおっ！」

　叔父は叫び、驚きよう愕がくした顔で引き金を引く。何発もの弾たまが俺に向けて撃たれたけれど、俺は止まらなかった。

「薫月のすべては……」

　俺は銃じゆう身しんを摑つかんでそれを奪うばい、遠くに投げる。そして渾こん身しんのストレートを叔父の頰に叩たたき込んだ。

「俺だけの物だ！」

　ガツッ！　という激しい音がして、叔父の身体が吹ふき飛ぶ。床に落ちた身体が、コンクリートの床の上を滑る。そのまま積み上げられた木箱に頭から激げき突とつし、痙けい攣れんしながら気絶する。

「……クソ！」

　俺は拳こぶしを握にぎりしめたままで彼に駆かけ寄り、さらに拳を叩き込もうとその襟えり元もとを摑み……。

「やめろ、景悟！　殺したいのか？」

　薫月の声に、そのまま動きを止める。秋侯のシャツを摑んだまま薫月を振り返って、

「この男は許せないんだ。このまま殺してしまっても……」

「その男にそんな価値はない！　いいから来い！」

　必死の顔で叫ばれて、俺は秋侯から手を離す。ゴン、と音がして彼の後頭部が床に落ち、微かすかな呻うめきが聞こえる。

　ゆっくりと立ち上がり、薫月の方に歩きだそうとする。そして身体が思うように動かないことに気づく。身体のところどころが、まるで火ひ箸ばしを押しつけられたように熱い。

「……え……？」

　俺の腕うでを熱い何かが伝い、パタパタパタ、と音がして指先から何かが落ちる。見下ろすと、俺の足あし下もとのコンクリートには真っ赤な血がこぼれ落ちていた。

「……あ……」

「おまえはバカか！」

　薫月の方を見ると、彼の目からは大おお粒つぶの涙が溢れていた。

「銃に向かって走るなんて、正気の沙さ汰たじゃない！」

「ああ……死にたくはありません。もちろん防ぼう弾だんチョッキは着ていますよ」

　俺は笑いながら腹の部分を叩いて見せるけれど、動いた拍ひよう子しに肩の辺りに鋭するどい痛みを感じて思わず呻く。　>>>♥

「そういう問題じゃないだろう！」

　薫月は、本気で怒おこった声で叫んだ。

「肩からも、腿ももからも、血が流れている！　しかも、もしも頭を撃たれたら死ぬところだったじゃないか！」

「そこまで考えていませんでした。俺ってバカかな？」

　俺は言いながら彼に歩み寄る。そして手を上げて、彼の頰にそっと触れる。

「あなたのために死ねるなら、本ほん望もうです」

「おまえは本物のバカだ！」

　彼は俺を見上げ、涙を流しながら叫んだ。

「でも……どうしようもないほど、おまえを愛しているんだ！」

「……薫月……」

　俺は彼にキスするために身を屈かがめようとし……あまりの痛みと眩暈めまいに呻いて動きを止める。

　……もしかしたら、思ったよりも重じゆう傷しようなのか？

　その時、倉庫の扉とびらの方から人が争うような声が聞こえてきた。続いて響ひびく、何発かの銃じゆう声せい。鉄の扉が大きな音を立てて外側から開かれる。

「景悟様！」

「景悟！」

　走り込んできたのは、趙たち、華捜そう査さ官、そしてＩＣＰＯのメンバーらしい男達が数名。彼らは気絶している秋侯と、血を流している俺を見て、とても驚おどろいた顔をする。

「いったい何があったんだ？」

　華捜査官が、驚いた顔で叫さけぶ。

「救急車を！」

　縛しばられたままの薫月が、必死の声で叫ぶ。

「景悟が撃たれました！　多分、四発当たっています！」

「いや、外れたのもあるから、多分、三発……」

　俺は言いかけ、倉庫がグルグル回り始めたことに気づく。華捜査官たちが、何かを叫びながら俺に向かって駆け寄ってくるのが解る。

「……クソ、ヒーローは最後まで立っているのがお約束なのに……」

「バカか、おまえは！」

　薫月の泣き声と、美しい顔を目に焼き付け……俺の視界はそのまま暗転した。




　　　　◆




　俺は一ヶ月ほど入院し、そしてなんとか退院の日を迎むかえた。無理をしなければ運動をしてもいいという許可をもらい……やっと薫月と二人きりの夜を迎えることができた。

「本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　薫月が言って、心配そうにシャツの上から俺の腕を撫なでる。

「無理しなくても……あっ！」

　俺は手を伸ばして、彼の身体を抱き上げる。彼の身体は、記き憶おくよりもさらにふわりと軽い。

「下ろせ！　おまえの腕が……！」

「もう大丈夫だってば。……それより少しやせたね。俺のことを心配してくれたの？」

　ベッドルームに運びながら顔を覗のぞき込むと、彼は瞬まばたきを速くする。

「当たり前だ。私はおまえの恋こい人びとだぞ」

　少しだけ拗すねたような口調が可愛かわいすぎて、眩暈がする。

「ありがとう、心配してくれて。それに、あなたが献けん身しん的に看病してくれたから、経過も順調で、予定よりも少し早めに退院することができた」

　俺は彼を抱いたまま、そっと唇くちびるを合わせる。

「愛してるよ、薫月」

　軽いキスだけにしようと思ったのに、彼の手が上がり、俺の両頰ほおを挟はさむ。彼の顔が近づいて、さらに唇が重なる。

「……んん……」

　薫月の唇から、甘い吐と息いきが漏もれる。俺は立ち止まり、誘さそうように開かれた口に舌を滑すべり込ませてやる。彼の舌は待ちわびたように俺の舌を迎え入れ、おずおずと応こたえてくれる。

「……ンン……」

　入院中は、ほんの軽いキスだけに控ひかえていた。いつ何時、看護師や警護の人間が入ってくるか解わからなかったし、そんなところを見られたら薫月はとても怒っただろうから。

「……あ、んん……っ」

　舌を絡からませると、彼の唇から色っぽい呻きが漏れた。彼の腕が俺の首に回り、そっと引き寄せる。熱い唇、柔やわらかい舌。俺の身体からだの奥に、欲望の火が燃え上がる。

「……あ……」

　唇を離はなすと、薫月は切なく息を吞のんで俺を見つめてくる。誘ゆう惑わくするように潤うるんだ瞳ひとみが……凶きよう悪あくなほどに色っぽい。

「続きはベッドの上で」

　仕上げの軽いキスをしてやって、俺は囁ささやく。

「そんなにエッチなキスをされたら、この場でイキそうだ」

「……バカ野や郎ろう……」

　彼は恥はずかしげに囁く。甘えるように首筋に顔を埋うずめられて、心臓が壊こわれてしまいそうに鼓こ動どうが速くなる。

「……薫月、めちゃくちゃ可愛い」

　彼の髪かみにキスをして、俺は彼を抱だいたままリビングを突つっ切る。肘ひじでドアを開き、暗いままのベッドルームに踏ふみ込む。彼の身体をそっとベッドに下ろし、そしてその上にのしかかる。

「……あ……」

　両手を顔の脇わきについて見下ろすと、薫月は少し怯おびえたような顔で俺を見上げてくる。バラ色に染まった頰はとても色っぽく、潤んだ目は宝石のように美しい。

「まず、謝らなくちゃいけない。この間はごめんなさい」

　俺が言うと、薫月はその目を大きく見開く。

「何を謝っているんだ？」

「嫌いやがるあなたを無理やりに抱いた。あれは強ごう姦かんだ。俺はとんでもないことを……」

　彼の手が下から伸のびて、俺の唇にそっと触ふれる。

「和姦かんだ。私も感じていた。……とても悲しかったから抵てい抗こうして見せたけれど」

　彼のとても深刻そうなその口調に、俺はドキリとする。

「悲しかった……って？」

　彼は俺をみつめたまま言葉を探すように黙だまり、それからため息混じりに言う。

「馮秋侯から聞いた。おまえには婚こん約やく者がいるって」

「えっ？」

　俺はその言葉にとても驚いてしまう。

「じゃあ、あの時に怒ったのは……？」

「おまえは私を捨てる気だと思った。悲しくて、苦しくて、どうしようもなくなった」

　彼の目が、その時のことを思い出したかのように潤む。

「あなたを捨てることなど、できるわけがないじゃないですか」

　俺は彼の目を真っ直すぐに見つめながら言う。

「愛しています。あなただけだ」

「じゃあ、婚約者というのは……」

「婚約者は存在しませんから、安心してください。……その話は、あとにしましょう」

　俺は顔を下ろし、彼の唇にそっとキスをする。　>>>♥

「もう、我が慢まんできそうにないんです」

　彼は恥ずかしげに瞬きをし、それからかすれた声で囁いてくれる。

「うん。私ももう、我慢できそうにない」




　　　　◆




　一糸まとわぬ裸はだかになった二人の身体が、シーツの上でもつれ合う。逃にげる彼を追いつめ、愛あい撫ぶの海に溺おぼれさせる。

　いつもは首に下げられている揃そろいの指輪は、今は二人の薬指にはまっている。月明かりにそれが煌きらめくのを見ていると、まるでハネムーンのような甘い気持ちになってくる。

「……ダメ……もうダメ……」

　どこもかしこもトロトロになった彼が、俺の愛撫に震ふるえながら囁く。

「……イク……もうイクから……」

「たしかに、もう限界みたいですね」

　彼の屹きつ立りつはきつく反り返り、先せん端たんからとめどなく先走りの蜜みつを溢あふれさせている。イカせずに焦じらし続けたせいで蜜は大量に滴したたり、彼の下腹までもびっしょりと濡ぬらしている。

「一度イカせてあげます」

　俺は囁いて身体をずらし、彼の先端を口に含ふくむ。唇で締しめ上げながら舌でたっぷりと先端を愛撫し、チュウッと強く吸い上げてやる。

「……アッ、アァッ！」

　薫月が喘あえいで、いきなりブルブルと身体を震わせる。俺が口から解放すると同時に、彼の先端から、ビュクビュクッ！　と激しく欲望の蜜が[image: 迸]ほとばしった。

「……く、うう……っ！」

　欲望の蜜は大きな弧こを描えがいて飛び、彼の腹から胸、顎あごまでもをたっぷりと濡らした。

「すごい。たくさん出たね。どこもかしこもヌルヌルだ」

　屹立の先端を撫でてやると、彼の反り返る屹立が彼の平らな腹の上で跳はねる。

「こんなに溜ためてたんだ？　可か哀わい相そうに」

　屹立の側面を指先で辿たどると、彼はせっぱ詰つまった声で喘ぐ。

「……ダメ……触さわるな……あっ！」

「まだ出てるよ。感じすぎて止まらないの？」

　彼の屹立は震えながら、さらに蜜を溢れさせていた。彼の可愛い臍へそに、白い蜜が小さな池を作っている。

「……なんて淫みだらなんだろう？　綺き麗れいだ、薫月……」

　俺はたまらなくなって手を伸ばし、彼の白い蜜を両手でその肌はだに塗ぬり込める。両方の乳ち首くびをヌルヌルと揉もみ込んでやると、彼の先端からさらに蜜が溢れ出す。

「……あ……ダメ……ダメだ……」

　彼がきつく目を閉じ、かぶりを振ふりながら泣きそうな声で言う。

「……また、出る……」

　彼の腹の上、屹立からはまた欲望の蜜が溢れだしていた。

「すごいな。こんなにたくさん出しちゃうなんて。……目を開けて」

　俺は彼の蜜をすくい取り、濡れた指先を彼の目の前にかざしてみせる。

「見て。俺の手が、こんなだ。これ、全部あなたが出したんだよ」

　泣きそうに目を潤ませる彼の目の前で、俺は自分の指先をゆっくりと舐なめ上げる。

「……う……っ」

　彼は小さく喘いで、震える屹立からまたトクンと蜜を放出する。

「久しぶりすぎておかしくなっちゃったの？　でもマスターベーションはしてただろう？　こんなにエッチな身体をしてたら、夢精だけで我慢できるわけがない」

　俺が屹立を撫でながら囁くと、彼は恥ずかしそうにカアッと頰を染める。

「していたんだ？　どんなふうに？」

「……バカ、またそんないやらしいこと……あっ！」

　俺は彼の右手を取り、反り返って震える彼の屹立の上を覆おおう。

「やってみせて。あなたが自分でするところが見たい」

「……ちょっと待て。そんなことができるわけが……」

　慌あわてて離そうとする彼の手を、上からしっかりと押さえつける。

「俺はあなたを助けた救いの騎き士しだよ。ご褒ほう美びをもらってもいいと思う」

　彼の耳に、口を近づけて囁いてやる。

「……あなたの、マスターベーションが見たい」

「……く……っ」

　わざとあからさまな言葉で煽あおると、彼が小さく喘いで身体を震わせる。

「自分で愛撫してごらん。言えば、手伝ってあげるから」

　俺は囁いて彼の手を屹立ごと握にぎりしめ、ゆっくりと動かしてやる。

「……あ、あ……っ」

　彼の腰こしがヒクヒクと揺ゆれ、彼がとても感じてしまっているのが解わかる。

「自分でする時、乳首も愛撫してるでしょう？」

　聞くと、彼は図星を指されたことを白状するように、ハッと息を吞む。

「どうしてそれを……」

「カマをかけただけだよ。……本当にそうなんだ？」

　囁いて、彼の乳首にそっとキスをしてやる。

「……あ……っ」

「自分で触ってみて。どうするのが一番感じるのか俺に見せて」

　彼のもう片方の手を持ち上げて、彼の胸の上に置く。逃げようとする手を押さえつけ、彼の指先で乳首を愛撫するように動かしてやる。

「……ん、ああ……っ」

　我を忘れたように彼が喘ぐ。細い指先が、ピンク色の乳首を自分で弄もてあそび始める。

「……ん、んん……っ」

　どこか不器用な仕草が、とても可愛かわいらしい。

「へえ。マスターベーションの時、いつも乳首を触ってるんですね」

　囁ささやいて、今度は屹立を覆う手の上に手を重ね、ゆっくりと円を描くように動かしてやる。

「……ん、ん……っ」

　クチュ、クチュッというどうしようもなく濡れた音が響ひびく。彼の細い指の間から、先走りの蜜が溢れだしてくる。

「こっちも触って。自分でするところ、見せてください。でないと、このままにしますよ？」　>>>♥

　薫月が息を吞のんで目を開き、泣きそうな顔で俺を見つめる。

「そんな顔をしてもダメです。あなたも我慢できないでしょう？」

　囁いて、空いている方の乳首をつついてやる。彼の唇くちびるから、たまらなげな喘ぎが漏もれた。

「してください。そうしたらご褒美をあげますから」

　彼は恥はずかしそうに目を伏ふせ……そして観念したように自分の指を動かし始める。

「……ん、んん……っ！」

　俺は彼から手を離はなし、身を起こして彼の淫らな姿を観察する。

「……あ……クソ……」

　彼の指先が、乳首を愛撫している。もう片方の手が、自分の屹立を不器用な仕草で扱しごき上げている。

「そんなに夢中になって。なんてエッチな人なんだろう」

　顔を下ろし、彼が愛撫していない方の乳首にキスをする。

「……く、うう……っ」

　舌先で舐め上げ、唇で挟はさんで揉むようにしてやる。チュッと吸い上げると、彼の腰がヒクリと跳ね上がった。

「……おまえが火をつけるから……手、止まらない……」

「俺のせいじゃない、あなたが淫らな身体からだをしているからです」

　彼の先端からはトロトロと蜜が溢れ、側面を伝っている。俺が吸い上げた乳首が、さっきよりもさらに尖とがってしまっている。

「……ダメ、ダメ……あ……っ」

「イク？」

　俺が聞くと、彼は泣きそうな顔でかぶりを振る。

「イケるわけがないだろう！　こんなふうに見られているのに！」

　怒おこったように叫さけばれて、その可愛らしさに思わず笑ってしまう。

「苛いじめすぎたかな？……わかりました」

　彼の内うち腿ももに手をかけ、ゆっくりと押し広げる。トロトロになった蕾つぼみに、熱くなった俺の屹立を強く押し当てる。

「俺の欲望で貫つらぬいて、うんと激しく揺らして、それでイカせてあげます。……いいですね？」

　彼は泣きそうな顔でごくりと唾つばを飲み込み……それから微かすかにうなずく。

「おまえの欲望で貫いて……うんと激しく揺らして……」

　彼の潤うるんだ瞳ひとみが、俺を真っ直すぐに見上げてくる。

「……私を、イカせてくれ……」

　彼の視線と淫らな言葉が、俺の最後の理性を吹ふき飛ばす。

　……ああ、もう我が慢まんできない……。







　　　　李薫月







「おまえの欲望で貫いて……うんと激しく揺らして……」

　私は何もかも忘れてしまいながら、彼の端たん麗れいな顔を真っ直ぐに見上げて囁く。

「……私を、イカせてくれ……」

「……薫月……」

　景悟が私を見下ろしたまま、ゆっくりと腰を進める。

「……ア……ッ」

　十分すぎるほどの愛あい撫ぶでトロトロになった私の蕾が、クチュッと淫みだらな音を立てて彼を吞み込んでいく。

「……ア、ア……ッ」

　激しい愛撫を与あたえられ、しかしイカされないままに焦じらされ続けた私の身体。私の蕾は貪どん欲よくに彼を包み込み、逃にがさない、というように貪欲に締しめ上げてしまう。

「キュウキュウ締め上げてくる。これだけでイカされそうです」

　彼は囁きながら、その逞たくましい屹きつ立りつでゆっくりと私の内ない壁へきを押し広げ、深い場所まで侵しん入にゆうしてくる。

「……大きい……壊こわれそう……」

　いっぱいまで広げられた私の内壁が、彼を求めて激しく震ふるえる。

「……もっと……もっと深くまで来てくれ……」

　私の唇から、かすれた喘あえぎが漏れる。

「……壊れるほど、して欲しい……アアッ！」

　焦らすようにゆっくりと動いていた屹立が、一気に私の中に押し入ってくる。

「……アア、アアッ！」

　両腿が、彼の手でいっぱいまで押し広げられている。肌はだと肌が当たるほどに激しく、彼の欲望が私を奪うばう。

「……アア……すご……すごい……！」

　全身を貫く激しい快感に、私は背中を反り返らせながら喘ぐことしかできない。

「……景悟……もっと……もっと……！」

「なんて人だ。もっと乱暴にされてもいいんですか？」

　荒あらい呼吸の下で、景悟が囁いてくる。

「俺は獰どう猛もうな中国マフィア、馮家の血を引く人間。タガが外れたら、本物の野や獣じゆうになりますよ」

　野性的なその言葉。そしてその声が激しい欲望にかすれていることに気づいて、私の胸が熱くなる。

「……おまえが野獣なら、中国マフィアの血を引く私も、同じように野獣だ……」

　私はゆっくりと目を開き、彼の顔を見上げる。快楽の涙なみだで滲にじんだ彼は、いつにも増して麗うるわしく凜り々りしい。

「……二人で二匹ひきの野獣になろう……」

　私の唇から、震える声が漏れた。

「……おまえが無事に帰ってきたことを、たしかめたい……アアッ！」

　グッと深く抉えぐられて、私は思わず声を上げる。

「ダメだ、もう我慢できない」

　彼がかすれた声で呟つぶやき、私の身体を野獣のように容よう赦しやなく貪むさぼり始める。

　彼の動きに合わせて、ベッドが激しく揺ゆれる。

　天てん井じように響くのは、二人分の速い呼吸、そして二人の身体が繫つながり合う、濡ぬれた淫らな音。

　速い速度で私を抉りながら、トロトロになった屹立を、彼の手のひらが扱き上げる。

　私の身体の奥深い場所から、今までに感じたことがないほどの熱い快楽が、ゆっくりとせり上がってくる。

「……景悟……景悟……！」

　私はシーツをきつく握にぎりしめ、震えながら彼を強く締め上げる。

「……ああ……すごい」

　景悟が私の身体を強く貫きながら、感かん嘆たんしたようにかすれた呟きを漏らす。

「……今まであなたとしたどんなセックスより……すごい」

「……ンンー……ッ！」

　彼の言葉が甘い毒薬のように身体を駆かけ巡めぐり、怖こわいほどの快楽に変わる。

「……イク……イク……！」

　震えながら訴うつたえると、彼は私の身体をしっかりと抱だき締めてくれる。

「一いつ緒しよにイキましょう。俺ももう、限界だ」

「……景悟……愛している……」

　ひときわ速い速度で抽ちゆう挿そうされ、私の中の快楽が一気に燃え上がる。屹立が痛いほどに反り返り、その先せん端たんからビュクッ、ビュクッ、と蜜みつになって激しく[image: 迸]ほとばしる。

「……あ、あ、あ……っ！」　>>>♥

　欲望を放つ私の屹立を、彼の手のひらが包み込む。扱き上げられ、後ろを激しく犯おかされて、私の内壁が、痙けい攣れんしながらキュウゥッと強く彼を締め上げる。

「……愛している、薫月……！」

　彼がかすれた声で囁ささやいて、ビクリと身体を震わせる。ひときわ強く私の中に突つき入れ、深い場所に、ドクン、ドクン！　と激しく欲望の蜜を撃うち込んでくれる。

「……あ、ああ……っ」

　その熱さに私の身体が反応し、先端からまた欲望の蜜が[image: 迸]ってしまう。

「……ああ、景悟……っ」

「すごい。でもまだ足りない」

　景悟が囁いて、私の身体を強く抱き締める。あんなに放ったのにまったく萎なえない彼の屹立が、グリッと深く私を抉る。

「朝になるまで、奪っていいですか？」

　彼の逞しさと、そのセクシーな声に、私の理性がトロトロに蕩とろけてしまう。

「……朝まで奪ってくれ……そして……」

　目を開き、彼の瞳を見上げながら囁く。

「……溢あふれるほど、おまえを注いでくれ……」

　彼の顔がゆっくりと近づいて、私の唇くちびるに優やさしいキスをする。キスはすぐに深くなり、二人の舌が淫らに絡からみ合う。彼の腕うでが私を抱き締め、抽挿を開始する。私たちはすべてを忘れて二匹の野獣になり、呼吸を速くしながら激しい快楽を貪った。

　……ああ、このまま一つに溶とけてしまえたらいいのに……！




　　　　◆




　私と彼が目を覚ましたのは、昼もだいぶ過ぎた時間だった。二人でシャワーを浴びて身体からだを洗い、また膨ふくれ上がった欲望を我慢できずにまた愛を交かわした。

　彼は倒たおれそうな私を抱き上げてベッドに運び、そして私たちは裸はだかのままで抱き合っている。

「彼女は、父と秋侯が勝手に決めた結けつ婚こん相手侯補です。正式には婚こん約やくすらしていない」

　囁かれた景悟の言葉に、私は呆ぼう然ぜんとする。

「婚約をしていない？」

「そうだよ。俺は一度もそんなものを承しよう諾だくした覚えがない。単に父と叔父おじ、それに叔母おば方の親しん戚せき達が勝手に口約束を交わしただけ。それにはなんの効力もないよ」

　私はその言葉を嚙かみしめ、やっとのことで理解する。

「じゃあ……おまえに婚約者がいるというのは……」

　景悟はため息をついて、

「将来を誓ちかい合いたい相手はいる。彼女じゃないほかの人が。……まだ相手に承諾はもらっていないけど」

「なんだと？」

　私は思わず叫さけぶ。服を着ていたら襟えり元もとを摑つかみ上げているところだ。

「相手はどこの女だ？　やはり私を騙だましていたのか？」

「だから。そうじゃなくて」

　景悟はため息をつき、私の顎あごを指先で持ち上げる。

「もちろんあなただ。決まってるだろ？」

　漆しつ黒こくの瞳ひとみで覗のぞき込まれて、身体の奥に火が灯ともる。

「私と……将来を誓い合いたい？」

「そうだよ。数え切れないほど告白してるのに……まだ理解してくれてなかったの？」

　景悟の指が、私の手をそっと握りしめる。

「愛している。俺には生しよう涯がい、あなた一人だ」

「……あ……」

　身体に甘い電流が走り、私は思わず息を吞のむ。

「あなたはどう？　生涯俺だけとちゃんと誓ってくれる？」

　真しん剣けんな顔で見つめられて、身体と心が熱くなる。

「誓……って、やらないこともない」

　私の唇からいつものように強気な言葉が漏もれてしまう。

「……しまった……」

　思わず呟くと、彼は驚おどろいたように目を見開く。

「どうしたの？　誓うのはいやとか、まだ言ってる？」

「そうではなくて……」

　私は前まえ髪がみをかき上げながらため息をつく。

「どうしてこう、いつも強気なことばかり言ってしまうんだろう。だからいつも喧けん嘩かになってしまうんだろうな」

　私は彼の顔を見上げ、申し訳ないような情けないような気持ちで言う。

「私のような可愛かわいげのない恋こい人びとでは……不満だろう？」

　彼はとても驚いたように目を見開く。それからふいに可笑おかしそうに笑いだす。

「どうして笑うんだ？　私は真剣に……んっ」

　ふいに彼の顔が近づいて、私の唇にキスをする。

「あなたは可愛いよ。こんなに可愛い人、この世に二人といない」

　彼の低い囁きが、私の唇をくすぐる。

「強がりなところも、ちょっとクールなところも、実は恥はずかしがり屋で純情なところも……俺にとってはたまらなく愛いとおしい」

　言葉の合間に、彼の唇が私の唇についばむようなキスをする。

「俺は心からあなたに夢中だ。愛してる。恋人になれたのが夢みたいだ」

「……景悟……」

　私の声が、今にも泣きそうにかすれてしまう。景悟は驚いたように身体を離はなし、私の顔を覗き込んでくる。

「どうしました？　俺、何かやばいことを言ってしまいましたか？」

「……そうじゃない」

　瞬まばたきをした拍ひよう子しに、盛り上がった涙なみだの粒つぶが弾はじけた。頰ほおを熱い涙がゆっくりと滑すべり落ちる。

「……嬉うれしいんだ」

　私の唇から漏れたのは、自分の物とは思えないほど甘く、色っぽい囁きだった。

「……私も同じ気持ちだから」

　彼の漆黒の瞳が、私の顔を真っ直すぐに見下ろしてくる。

「……愛している、景悟」

　囁くと、彼は私を見つめたまま、真しん摯しな声で囁き返してくれる。

「俺も愛している、薫月」

　彼の言葉が、放たれた愛の矢のように真っ直ぐに私の心臓に突き刺ささる。全身を貫つらぬくのは、蜜のように甘い痛みと、燃え上がりそうな欲望。

「いつかはあなたのことをカミングアウトする。そして、みんなに祝福されながら、あなたを伴はん侶りよにする」

　彼が私の左手を持ち上げて、指輪のはまった薬指にキスをする。

「その時は、大きな大きなダイヤモンドを買ってあげる。プロポーズを、受けてくれる？」

　その言葉が、私の胸を喜びに震ふるわせる。私は泣いてしまいそうになり……涙を必死でこらえながら笑う。

「さあ。どうだろう？」

　意地っ張りの私の唇は、また素す直なおではない言葉を紡つむいでしまう。

「おまえがセクシーな大人の男に育っていれば、考えてやらないこともない」

「なんて人だ」

　景悟は苦く笑しようして、それから私の唇に、優しくて甘いキスをする。

「キスだけで腰こし砕くだけになるほど、セクシーな男になってあげる。覚かく悟ごしておいてください」

　彼の腕が私の腰こしを引き寄せる。端たん麗れいな顔が近づいて、私から熱いキスを奪うばう。

　……本当は、今でもキスだけで蕩けそうだ。もちろん、口にはしてやらないけれど。

　繰くり返されるキスに、私の身体がどんどん熱くなる。

　私の年下の恋人は、ハンサムで、獰どう猛もうで、そして……本当にセクシーなんだ。







　あとがき







　こんにちは、水上ルイです。初めての方に初めまして。水上の別のお話を読んでくださった方にいつもありがとうございます。

　今回の『北京恋愛夜曲』は、『台湾恋愛夜曲』に引き続き中国マフィア×中国マフィアのお話です。李幇の首領の孫である薫月は秀才かつクールな女王様、馮幇の首領の息子である景悟は学生時代から薫月に憧あこがれていた年下の大型犬。獰どう猛もうなマフィアの首領の息子同士……ということで、最初はロミジュリだったのが、今では水上の本の中でもかなり上位にランキングされる濃のう厚こうＨカップルに（泣笑）。そのへんもお楽しみいただけると嬉うれしいです。

　この本は恋愛夜曲シリーズの最新刊になります。『香港～』『上海～』『台湾～』に続く第四弾です。いちおう『台湾～』と同じキャラが活かつ躍やくしておりますが、独立したお話ですので、この本から読んでくださって全然大だい丈じよう夫ぶ。安心してお買い求めくださいね（ＣＭ・笑）。

　そういえばこの原稿を上げたあと、台湾漫まん画が博覧会でサイン会をやってきました。たくさんの読者さんにお会いできてとても楽しかったです！　この本のためにいろいろ調べたことも役に立ちました！　とはいえ台湾に一度も行ったことのない状態で書いたものですので、いろいろとなんちゃって台湾になっているかも～（汗）。台湾の皆みな様さま、どうかご容よう赦しやを（泣笑）。

　とても楽しく書かせていただいた本です。あなたにもお楽しみいただけると嬉しいです。

　それではここで、各種お知らせコーナー！

★個人同人誌サークル『水上ルイ企画室』やってます。

　オリジナルＪｕｎｅ小説サークルです。（受かっていれば・汗）東京での夏・冬コミに参加予定。夏と冬には、新刊同人誌を出したいと思っています（希望・笑）。

★水上の情報をゲットしたい方は、公式サイト『水上通信デジタル版』へアクセス！

『水上通信デジタル版』　http://www1.odn.ne.jp/ruinet（２０１４年11月現在）へＰＣにてどうぞ。

　それではこのへんで、お世話になった方々に感謝の言葉を。

　こうじま奈月先生。大変お忙いそがしい中、今回も本当に素す敵てきなイラストをどうもありがとうございました。大型犬ながらもとても格好いい景悟、そしてますます美人な薫月にうっとりしました。これからもよろしくお願いできれば幸いです。

　ＴＡＲＯ。ピータンが冷蔵庫の上に飛び移れるように！

　編集担当Ｉ澤さん、そして編集部の皆様。今回も本当にお世話になりました。これからもよろしくお願いできれば幸いです。

　この本を読んでくれたあなたへ。どうもありがとうございました。これからもがんばりますので応おう援えんしていただけると嬉しいです。またお会いできる日を楽しみにしています。

　二〇〇八年


水上　ルイ　
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